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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき
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　のどかな草原に腰こしを下ろしたまま、ルーイは防ぼう壁へきの向こう側を想おもった。

　目の前を横切る、頑がん健けんな壁かべ。

　茶色い岩石を積み重ね、高さは十四、五メートルもあるだろうか。横よこ幅はばは知れない。大きなカーブを描えがいて、遠くルーイの視界から消えている。

　この大陸ではよく見られる、円形都市防壁である。

　中でもこれほどの威い容よう。辺境の小国に似つかわしくない、なかなかに立派な代しろ物ものだ。

「ちっこい国なのに、がんばってるなぁ……。だから目ぇつけられた、ってわけじゃ、さすがにないと思うけど」

　うららかな陽光に照らされて、のんきに呟つぶやくルーイの耳に、爆ばく発はつ音が届いた。

　大きく、小さく、何度もこだまする。次し第だいに近づいてきているような。

　ルーイの座す草原の地面まで揺ゆるがすその轟ごう音おんは、そびえ立つ防壁の向こう側──外界との接せつ触しよくを隔へだてられている、街の中から響ひびいてきていた。

　爆発だけではない。悲鳴。怒ど号ごう。

　そして気のせいか、甲かん高だかい笑い声まで。

「そろそろか……」

　ルーイは立ち上がり、尻しりについたやわらかな土を払はらった。

　拳こぶしを作った両手を胸の前でクロスし、手首を軽く打ち合わせる。

　世界への祈いのり。

　一いつ般ぱん的てきなしきたりでは、重ねた手首の前後を入れかえてもう一度、都合二度打ち合わせて完全な一動作とする。しかし、ルーイは一度だけで祈りを解いた。

　半人前の証として自ら決めたルールだが、半人前なりにやらねばならないことがある。

　防壁の上をうろちょろしていた兵隊が、退たい避ひぃ、とわめきながら逃にげ去って──直後。

　頑がん丈じようなはずの岩壁が、内側から粉こな微み塵じんに吹ふき飛ばされた。

　轟音とともに、砕くだかれた破は片へんが高々と宙を舞まい、うちいくつかはルーイのほうへ飛んでくる。ちらりとそれらを一いち瞥べつし、彼は口の中で呪じゆ文もんを唱えた。

　上空の風がルーイの法術力に影えい響きようされ、制せい御ぎよを受け、ひゅるりと渦うずを巻く。

　大きな破片を弾はじき飛ばす──などということができればカッコよかったが、ギリギリなんとか軌き道どうをそらして回かい避ひすることだけ成功した。

　問題はない。そのまま風魔ま術じゆつをメガホン代わりに、ルーイは声を乗せた。

『セリス・フォレストランナーに告ぐ！』

　拡声された口上が、もうもうと土つち煙けむりの立ちこめる防壁に降りそそぐ。

　えへんえへん、とルーイは咳せき払ばらいした。のどの調子を整えて、もう一度。

『セリス・フォレストランナー！……セリス師し匠しよう！　無む駄だな抵てい抗こうはやめなさい！　あなたは完全に包囲されている！　おとなしく降参してください！』

　風の副産物か、土煙が少しずつ晴れてきた。

　分厚い防壁に開いている大穴──いや、もはや穴どころではなく、完全に崩くずれて決けつ壊かいしている態ていなのがルーイにも見えてくる。

　更さら地ちにほど近くなったそこから、人ひと影かげがひとつ、つかつかと歩み出てきた。

　何の気もない足取り。まるで串くし焼やき片手に街を散策し、もののついでに外も回ろうと正門を通過してきたかのようだ。

　もしかすると、彼女の感覚的には、本当にその程度なのかもしれないが。

　ルーイは両手を握にぎりしめた。再び声を風に乗せる。

『そこで止まりなさい！　おかしな動きはダメ！　まずは両手をあげましょう！　ひざまずいて足首を交差させるんです！　全身で無抵抗を主張するのが大事、もはや見た目が「ゴメンナサイ」って感じに──』

「うるっさいわこのバカ弟で子しがあ!!」

　ひ、と息を吞のむルーイを、深しん紅くの視線が射い貫ぬいた。

　若く美しい女性である。

　気の強そうな細ほそ面おもてに、同じく意志の強そうな眉まゆ。繊せん細さいに整った容よう貌ぼうだが、気品や色気よりも表情の迫はく力りよくが先にくる。ワインレッドの長い髪かみが、微び風ふうを受けてわずかになびいた。女性にしても小こ柄がらな体たい軀くだが、堂々たる物もの腰ごしや立ち居振ふる舞いからは、圧あつ倒とう的てきな自信と存在感がにじみ出ている。

　ひざまで届く黒マント。旅装のあちこちを彩いろどる、様々な濃こさの赫あかい魔宝具アミユレツト。

　一目で魔法使い──それも、破は壊かいを旨むねとする『赤の裏魔法』の使い手であることを感じさせる彼女は、おののくルーイをギロリとにらみつけた。

「誰だれに！　デカいクチきいてんのよ!?　師匠の足首をどうしたいって!?」

『そこ取り上げるのやめてもらっていいですかね!?　なんか俺がちょっと深入り気味の性せい癖へきある人みたいじゃないですか！』

「物好きって意味じゃいっしょでしょ！　こんなド田舎いなかにまで追いかけてきて。そんなにあたしが好き!?　あたしはそーでもない！」

『二重三重にショック与あたえんのやめろ!!　追いかけるに決まってるでしょーが！』

　なにせ、とルーイは奥歯を嚙かんだ。

　なんとなくくやしくて、風の魔術を終しゆう了りようする。相手はキンキンとよく通る声とはいえ、登場からここまで地声を貫つらぬいているのだ。

　右手を腰に当てて仁に王おう立だちする、セリス・フォレストランナー。

　齢よわいはとうに二十をこえているはず、しかし十八の自分より幼く見える彼女を止めるためならば、たとえ大陸の端はしから端まででも追い続ける。

　弟子だから。

「呆あきれた。いつまでも師匠離ばなれのできないやつねー」

　どこか他人ひと事ごとのように呆れているセリスに、違ちがいますよ、とせいいっぱいの声を張り上げる。

「これ以上師匠に悪行を重ねられたら、弟子として肩かた身みが狭せまいどころの話じゃないんですよ！」

「む。悪行って何よ！　人聞き悪いわね」

「じゃあその左手に持ってるのはなんですかッ!?」

　これ？　とセリスがあっさり見せてくれるその手には、一体の彫ちよう像ぞうがあった。

　人の二の腕うでほどの大きさ。ルーイからは、細部の造作まで見て取れる距きよ離りではないが、事前に聞いていた通りのかたちである──拳ほどもある大きさの宝石を、天に向かって捧ささげ持つ女性の像。一見して、なまなかな価値ではない。

　に、とセリスの口元に笑えみが浮うかぶのが見えた。

「リエリスの女め神がみ像。アラルこ公国この国宝だっけ？　なかなかのものよねー、作った人もう死んじゃってるんだったかしら。宝石ごと売れば、大金貨二万枚はいくかも」

「セリス師匠……師匠のその銭ぜにゲバ根こん性じようで、俺とミレーナがどんっだけ迷めい惑わくしてるか！　今すぐその像を足あし下もとに置いて、何も言わずに立ち去ってください！」

「嫌いやだって言ったら？」

「ふん縛じばって、この国のえらい人の前に連れていきます！　泣くまでお尻ペンペンして、ごめんなさいって百回言わせます！」

「え、えらく具体的じゃない……。ってかあんた、完全に包囲されてるだかなんだか言ってなかった？　見たとこ、バカ弟子以外に人影がないんだけど」

「包囲は言葉のあやです。師匠を止めるのは俺！　師匠を超こえるのも、俺ですから！」

　セリスの細い眉が、きりきりと吊つり上がる。

　不ふ愉ゆ快かいそうに──かつ、おもしろそうに。

　その右手が掲かかげられ、細い指先がルーイに向いた。

「まだそんなこと言ってんの？　このあたしを、一人で止めてみせるって？」

「しょうがないでしょ！　他ほかに誰もやろうとしないんだし」
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「誰もやろうとしない、ってのはね……」

　セリスの伸のばした人差し指の先に、ぽつりと赤い光が宿る。

「誰にもできないってことなのよッ！」

「ちょ、待っ──」

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ！　暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン!!」

　ルーイが身構えるとほぼ同時。

　放たれた攻こう撃げき魔法が彼を直撃し、轟音と閃せん光こうをまき散らした。

　地面がえぐれるほどの衝しよう撃げき。

　再び土つち煙けむりが舞い上がり、空高く吹き飛ばされた小石がぱらぱらと落ちてくる──どちらかというと、その小石のひとつが頭に当たったことに、ルーイは舌打ちした。

　同じく、セリスも舌打ちしたらしい。何が気に入らないというのだろう。

「なんで防いでんのよ……腹立つわね、相変わらず」

「いやいやいや!?　防がれて不ふ機き嫌げんとか正気ですかマジで!?　今の止めてないと死ぬし！　相変わらず常識がないですね！」

「うるさい！　弟子に発言権はない！」

「理性もねえー!?」

　再び放たれる赤しやつ光こうを、ルーイは体をねじってかわした。

　背後で起きる爆発にうなじをあぶられながら、続く一撃を術で防ぐ。猛もう烈れつな爆ばく圧あつを直じかに感じながらも、両足に力をこめて踏ふみ出した。

　走るなどして大きく動き、逃げるようによけるのはいけない。

　結果的に距離を走らされ、そのぶん多く攻撃を受けることになる。まっすぐ最短距離をゆき、まずは接近することだ。

　そうでなければ、万にひとつも勝機などない。

　この大陸最強の魔法使いを相手にして！

「はいストップ」

　古代エルフ語で制止を受け、ルーイは素す直なおに足を止めた。

　幾いくたびもの攻撃を防ぼう御ぎよし、すでに息があがっている。

　対して汗あせひとつかかず、にやにや笑うセリスまでは、およそ十メートル弱。間合いまでは、まだ遠い。

「ほんと、守るのだけは巧うまくなったわね。そこだけでしょ？　あんたに師匠がいないの」

「お……おほめにあずかり、ありがたく……！」

「でもそこまでよ。それ以上近づいたら、たとえあんたが防御に徹てつしても、あたしの攻撃は防げない。無駄な殺せつ生しようはしたくないのよねー、わかって？」

「その心がけは立派ですけど、街の防壁木こっ端ぱ微み塵じんにした時点で説得力ゼロです」

「うっさい。だいたいあんた、近づいてどうしようっての？　あたしを攻撃するの？　あんたのチカラで？」

「ぐ……！」

「しないわよね？　通用するわけないんだし。意味ないもの」

　ずばずばと告げられる『真実』に、ルーイはただただ歯がみした。

　セリスの言う、その通りである。まことに無念ながら、事実なのである。

　ルーイがセリスを攻撃しても、絶対に通用しない。

「ふ……」

　にもかかわらず笑みこぼし、ルーイは隠かくし持っていた荒あら縄なわの束を取り出した。

　ズシリと重たい頑丈なそれを、両手で持って身構える。

　冗じよう談だんだとでも思ったのか、セリスは笑ったまま手元の女神像をこねくり回しはじめた。

「なによそれ。本気でふん縛るつもりだったの？　やらしーわね、このエロ弟子」

「やらしーって発想が出ることのほうがやらしーでしょ──」

「よしっ、とれた」

「ちょっとちょっと!?　また何をそんな、ほ、宝石外しちゃダメでしょ！　子供か!?」

　女神像が捧げ持っていた、深い藍あい色いろのばかでかい宝石。

　像から取り外したそれを、セリスは投げ上げては受け止める。まるで道みち端ばたの石ころを扱あつかうかのようだ。像本体はより無む惨ざんにも、地面にぽいと捨て転がされている。

「像なら返したげるわ。別の宝石でものっけることね」

「ははは、愚おろかなりセリス・フォレストランナー！　像とセットの完全体で売らなきゃ、大金貨二万なんていくわけないですよ！」

「愚かはあんたよ。こんな確実に足がつく有名工芸品、そのまま買うやついるわけないでしょ。宝石だけで充じゆう分ぶんよ」

「……そっか。勉強になります」

「よろしい。で？　あたし帰るから、そこどいてほしいんだけど？」

　さもなくば排はい除じよする。

　言外での断言に、ルーイはごくりとつばを飲んだ。

　セリスはやる。師し弟ていであろうと関係はない、場合によっては親兄弟でも危ない。

　だからといって、退くわけにはいかなかった。

　自分は彼女に、家族以上のものを感じているのだから。

「セリス師匠……」

「なによ。……あっ」

　ルーイが懐ふところから取り出したのは、大陸共通の銅貨一枚。

　ぴん、と指に弾はじかれて、空中に弧こを描えがいたそれを──水に飛びこむハヤブサのごとく、全身全ぜん霊れいで飛びこんだセリスが、両手でキャッチした。

「お金っ！」

　地面の上を思いきりすべり、しかしなんら気にすることなく女の子座りに身を起こす。降りそそぐ日の光に銅貨をかざし、セリスは心底うれしそうに笑った。

「やったー、銅貨だ！　もうあたしのよ！　誰にもあげない渡わたさない、あたしの──」

　真に必殺の一撃を加えるときには、決して声を出してはならない。

　そう教えてくれたのは、確かロゼルス師だっただろうか──思いきり振ふり回した荒縄の束でセリスの後頭部をはたき倒たおし、つぶれたカエルのように地面にのびる彼女を見下ろして、ルーイは額の汗あせをぬぐった。

　ともかくも、作戦完かん了りよう。

　振り向き、遠くの森へ向かって叫さけぶ。

「おーい、ミレーナ！　終わったぞー！」

　風の魔ま術じゆつを使い忘れた素すの大声に、それでも反応があった。

　森の木立の間から、女の子が一人、ひょこっと顔を出す。

　華きや奢しやな身体からだつきに、ふわふわした羽のようなデザインローブ。白くて長い杖つえを抱かかえて、兄あに様さまぁ～っ、などと叫びながらいっしょけんめいに駆かけてくる。

「兄様、ご無事ですかぁーっ？　セ、セリス師し匠しようは……」

「大だい丈じよう夫ぶ。師匠を縛しばるの手伝ってくれるか？　つま先から首まで巻いとかないと危険だ」

「そ、それ、死んじゃうです。いくら師匠でも、息できないです」

「そうか。そうかな？　いや、そうか。じゃあ手と足と、このつるぺったい胸を──」

　がり、と地面を削けずるような音が足下から聞こえて、ルーイは言葉を切った。

　背筋に冷や汗を感じつつ視線を落とす。

　伏ふせったままのセリス。しかしそのワインレッドの髪かみの合間から、破は壊かいの魔法よりなお禍まが々まがしい瞳ひとみの輝かがやきが見て取れた。

　まずい。

「このおおお──」

「っミ……ミレーナ、逃にげろぉーッ！」

「バカ弟で子しがああああああ!!」

　爆ばく発はつ、炸さく裂れつ。

　地の果てまで響ひびき渡るような轟ごう音おんとともに、ルーイは高々と宙に舞まった。







　ヴォルドメフィス大陸、西の果て。アラル公国首都攻こう防ぼう戦せん。

　ルーイはここでも、【紅ぐ蓮れんの魔法使い】セリスを止めることができなかった。
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　アラル公国の首都には、厳げん戒かい態勢が敷しかれていた。

　防ぼう壁へきに囲まれた城下町、その中央に座する白はく亜あの小城。日も落ちかけ、城のあちこちに明々と焚たかれたかがり火が、なにかに怯おびえる気配を隠しもせずに伝えてくる。

　その城の奥、警備の近衛このえ兵たちまで強こわばった表情をさらす、豪ごう奢しやな謁えつ見けん室にて。

「セリス師匠の恐おそろしさは、言葉でどうこう言えたもんじゃないですが……」

　会食にも使われるのだろう長大なテーブルの端はしにつき、ルーイは神しん妙みように語った。

「まず恐ろしいのが、金銭に対する執しゆう着ちやく心しんです。金貨銀貨も大好きですが、金目の物も好みます。宝石類や工芸品、神レア魔アのイ品テ々ムまでなんでもござれ。金銀財宝に埋うもれるのがなにより大好きな魔法使い、それが！　セリス・フォレストランナーです」

「あ、兄様、兄様……」

　隣りん席せきにそでを引かれて見やると、少女が一人、おろおろ顔でかしこまっている。

　栗くり色の髪をボブカットにした、かわいらしい女の子だ。

　淡あわい配色の衣服にひらひらしたローブ。華奢なひざをそろえた上に、何をモデルにしたのかよくわからないぬいぐるみをのせている。ちんまりと小こ柄がらな身体つきだが、胸むな元もとを押し上げる大きなかたまりの存在感は、実に顕けん著ちよだった。

　その胸に、ぬいぐるみをぎゅっと大事そうに抱だきながら、彼女──ミレーナは言う。

「お師匠様は、そんな、がめついばかりじゃないのです。やさしくて、かわいくて、動物さんが好きなところもありますです。えと、トカゲさんとか」

「ああ、まぁな……師匠トカゲ好きだよな。かわいいチョイスかどうかは疑問だけど」

「わたしが風邪かぜを引いたときに、スープを作ってくれたりとか」

「おいマジかよそれ。俺が風邪引いたときのメシ、リンゴ一個だったぞ。今明かされる最悪の格差」

「ほ、他ほかにも、笑え顔がおがステキだったり、声がきれいだったり……決して、あの、お金とかしか取り得がない人じゃないのです！」

　甲かん高だかい声で、懸けん命めいに訴うつたえてくれる。取り得の意味をはき違ちがえているようだったが。

　なるほど、とぽりぽり頰ほおをかくルーイに対し、

「非常識です」

　テーブルの向こう側から、重々しい声が響いた。

　そちらへ戻もどしたルーイの視線が、でっぷり太った男のそれとかち合う。

　妙みように色の白い肌はだ、はげあがりかけた頭。

　ゆったりとした上等の礼服に身を包んだ中年男は、いかにも深刻げにため息をついた。

「我が国の宝物庫に、正面から押し入ったことも。国宝中の国宝たる、リエリスの女め神がみ像を持ち去ったことも。あまつさえ、その女神像を……」

　小刻みに震ふるえる男の両手が、テーブルに置かれた彫ちよう刻こくへと伸のびる。

　捧ささげ持っていた珠たまを失い、それはそれで雰ふん囲い気きありげに両手を掲かかげている女神像。

「っこんな姿にしてしまったことも！　すべてが非常識です！」

「醜みにくいですよねー、銭ぜにゲバの所業は……」

「なぜですか!?　我が国に何の恨うらみが!?　あまりにあまりな仕打ちではないですか！」

「いちばん金になりやすい方法を、迷いなく選んだ結果と言いますか。まったくもってすみません、ホボルソン宰さい相しよう様」

「すみません!?　すみませんではすみませんよ普ふ通つう！……いえ、もっとも」

　アラル公国の宰相、ホボルソンは、椅い子すに背を預けて小さくはなをすすった。

「あなたがたを責める気はありません。少なくとも私には。たとえお二人が、紅蓮の魔法使いの……セリス・フォレストランナーのお弟子さんだとしてもね」

「どうも」

「特にあなた……ルーイさんには、お礼を言わなくてはなりません。あなたが立ちはだからなかったら、この女神像も……元女神像も、どこか山奥に人知れず捨てられてしまったかもしれませんし。これが戻ると戻らないとでは、大おお違ちがいですから」

「気休めくらいにはなりますか？」

「もっと違いますよ。どうやら、あなたの評価を再考する必要があるようですね」

　ぴくっ、と己おのれの眉まゆが動くのを、ルーイは自覚した。

　何かを察したのか、隣席のミレーナが、椅子の上で小さくなる。

「ほぉ……ご再考いただけるとは、ありがたく思いますが。もともとは、どうご評価いただけてたんですか？」

「ん。それはまぁ、世間一様に？」

「一様に？」

「師匠はやたら多いが皆かい伝でんのないダメ弟子、と……」

　ぴくぴく、と再び眉付近がひきつった。青筋のひとつも立っただろうか。

「絶望的に法術力がなく、そのせいで技わざの馬力が出ない、とか。実は魔法術も神法術も使えない詐さ欺ぎ師しだ、とか。本当は世界を改変する力を持った絶対神だ、とか」

「最初の以外、違います……なんだ絶対神って。俺も有名になったもんですね、ったく」

「私は正直、詐欺師の類たぐいかと思っていたんですがね。今回のことも、焦あせりましたよ……よりによって、私が国外へ出ているときにかの魔法使いの襲しゆう撃げきを受け、おまけにその弟子に侵しん入にゆうされたなんて。はじめは状じよう況きようがつかめませんでした……、しかし、そういえば」

　ホボルソンが小首を傾かしげた。

　じろじろと、無ぶ遠えん慮りよにルーイを眺ながめる。

「最初の以外違う……とは、法術力がないのは事実なのですな？」

「なくはないです。常人の半分以下。雀すずめの涙なみだ程度ってだけで」

「それは……いえ、失礼。ですがそれであの魔法使いに相対したにしては、ずいぶん傷が少ないというか。ケガひとつないようで？」

「まぁ、俺の取り得はそれだけですから。あとはミレーナのおかげですね」

「そちらの、妹さんの？」

「いえ、赤の他人です」

　はあ、とホボルソンが間の抜ぬけた声をこぼす。不思議に思うのも無理はない。

　ミレーナがなぜか頰を赤くして、もじもじと身体を揺ゆすった。

「わ……わたしと兄様が、兄妹きようだいなんて。血が、つながるなんて……は、はわわわ」

「ミレーナもセリス師匠の弟子で、まぁだから、俺の妹弟子ですね。裏──赤魔法がメインの師匠と違って、表の白魔法使い。ちょっとした傷くらいなら、その場で治してくれます」

「兄様と……兄様が……兄様の……」

「至近距きよ離りで魔法ぶっ放されて、俺は防ぎきれずに師匠を取り逃がす結果になりましたけど。ミレーナのおかげで全快しましたから、すぐに対策をはじめられますよ」

　ホボルソンが、たっぷりとあまった頰の肉を、訝いぶかしげにしかめる。

「対策、とは……紅蓮の魔法使いの住すみ処かに、こちらから向かう、というような？」

「俺たちはセリス師匠の家を知りません」

「……なんと」

「少なくとも、今の拠きよ点てんは。もし知ってたら……こんなとこで手をこまねいたり、してるわけないですからね」

「え？」

　テーブルにのせた両手を握にぎりしめ、ルーイは声こわ音ねを落とした。

　この西の果てまで、自分の噂までもが届いているということは。

「ほとほと困り果ててるんですよ、セリス師匠の悪行三ざん昧まいには……！　毎度毎度、行きたいところに行って、やりたい放題やって！　そのたびに着実に評判を落としていく！　弟子は否いや応おうなく巻きこまれる！　直接関かかわっていようがいまいが！」

「お、おぉ……」

「宰相様みたいに分けて考えてくれる人もいるけど、露ろ骨こつな白眼視もある！　どっちかっつーと世間のほうが厳しい。そりゃ、師匠が二十以上の国に現れて、十五の国で軍隊とドンパチやってりゃ、無理もないですよね？　こないだなんか『野菜が値上がりしてる、セリスと弟子のせいだ』なんて言われちゃいましたよ。さすがに関係あるかそんなもん！」

「わかりました、わかりましたから」

　落ち着いて、とのホボルソンの指示で、ルーイのグラスに兵士が水を注つぎ足す。

　一気にあおって飲み干し、彼は細く長く息をついた。

「師し匠しようを止めようと思い立ち、あとを追いはじめてもう、二年近くになりますが。いまだ師匠は、ゼニカネを集める手をゆるめようとせず、銅貨一枚すら無む駄だにしません」

「そこだけ聞けば、立派にも思えますけどねぇ……他人ひと様さまの物を奪うばうというのが……」

「宰相様、しばらくこの国に滞たい在ざいする許可をもらえませんか？　【新聞】、あるでしょ？」

「え、ええ。あるにはありますが。あんな不確定なもの……」

「情報を得てから、『転移』の魔ま術じゆつで追うのが確実です。しばらく待たせてもらいます」

「どちらへ……ああ、部屋を用意しますよ？」

「いえいえ、大だい丈じよう夫ぶです。ほら、行くぞミレーナ」

　はいっ、と何もしていないのにいっぱいいっぱいな様子で、椅子から降りるミレーナ。

　ぬいぐるみを右みぎ腕うでに抱き、テーブルに立てかけていた長い白はく杖じようを取って、ささっとルーイの背後に控ひかえる──隠かくれる、というほうが正しいかもしれないが。

　一礼しようとするルーイを、立ち上がったホボルソンが制した。

「ふたつほど、どうしても……わからんことがあるのですが」

「なんです？」

「かの魔法使い……あなたがたのお師匠様、おっしゃっていた通り大陸中を暴れ回っていらっしゃる。お金にがめついという話だが、ならば我が国は貧びん乏ぼうです。おまけに公こう爵しやく様が病に臥ふせり、私が管理を代行して、もう十年以上にもなる有様……この像の価値とて、金銭的にはさほどのものでもないでしょう？」

「師匠は大金貨二万と言っていました」

「うれしい買いかぶりですが、この状態になってはそれも望めんでしょう。なぜこんな、大陸の西せい端たんまでやってきて、我が国を狙ねらったのか……どうにもわからないのです。単に、大きなベリアント・ルビーがほしかったのでしょうか……？」

　女神像が掲げ持っていた宝石──ベリアント・ルビー。

　なるほど価値の高いものだし、法術力を内側にためこむ魔宝石としての研究対象でもある。セリスのような者には役立つ品だろう。

　しかし、ルーイはマントを羽織り直し、首を横に振ふった。

「わかりませんね。俺なんかじゃ、あの人の発想にはついていけない」

「はあ……」

「考えられるとすれば……いずれどのみち、この世界にあるあらゆる金銀財宝を手に入れるつもりで、その順番だけが世間を騒がしてる。なんて可能性も」

「怖こわっ。か、神をも畏おそれぬ考えですな。確かに、とても理解が及およばない……」

　ホボルソンが両手を交差させ、手首を二度打ち合わせる。

　世界への祈いのり。セリスに狙われているという事実に、心底震ふるえがきたようだ。

「師匠の好きにはさせませんよ。それじゃ」

「ええ──ああ、待ってください、もうひとつ！　最初の噂は事実なのでしょう？」

　肩越ごしに振り向いたルーイに、ホボルソンはたぷたぷと己おのがあごをさする。

「誰だれしもに備わっている法術力が、極きよく端たんに弱くなる。効力が制限され、まともに発揮できない。そういう稀き少しような【病】がある、と……その疾しつ患かん者が、ある高名な魔法使いの弟で子しをしていると、そう耳にしたことがあります」

「変なやつもいるもんですね、世の中には」

「小城とはいえ、この首都の防備を子供扱あつかいして突とつ破ぱしたことといい、なるほど紅ぐ蓮れんの魔法使いは世界最強との噂、信しん憑ぴよう性せいがあります。失礼ながら、あなたが止めようとして止められる相手とも思えない……なぜ追うのです？　弟子ゆえの責任、ですか？」

　好こう奇き心しんじゃないな、とルーイは思った。

　幾いく度ども耳にしてきた質問ではある。

　弱いくせに、何もできないくせにと、様々な感情を後ろ盾だてにして。なるほどさすが一国の宰相、そういう手合いとは一線を画すようだ。

　しかし──

「世界平和のためです」

　失礼します、と退室したルーイの背後を、ちょこちょことミレーナがついてくる。

　兄様、と小さな声が聞こえた。普ふ段だんから甲高くか細いので、いつも通りなのか、通路を固める兵士たちに聞こえないようにしているのか、判断できなかったが。

「どうした？」

「お師匠様、おなか空すいてないでしょうか？」

「……さあね。大丈夫だろ。クマでもなんでも食ってるよ、あの人は」

　何の心配してるんだ、とは言わない。これがミレーナ・アルマティスだ。

　彼女の小さな頭をぽんぽんとなでながら、ルーイは城の中を歩いていった。
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　街の宿屋に腰こしを据すえて、翌日。

「しっかし、まさかアこラんルな公と国こにまで、俺の噂が届いてるとは思わなかったな……」

　大通り沿いの食堂でコーヒーをすすりつつ、ルーイはため息まじりにぼやいた。

　悪くない朝ではある。水のいい地域なのか、空気が爽さわやかで清すが々すがしい。

　やや朝食時をすぎた時間ゆえか、人通りも増えてきている様子だ。

　まさか顔まで知られているとは思わないが、なんとなく昨夜から居い心地ごこちがよくない。

「変な目で見られなきゃいいけど。面めん倒どうになったら、やっぱ城に入らせてもらうか」

「すごいのです。兄様は有名人なのです！」

　テーブルの向こうで一心に朝食を食べていたミレーナが、顔を上げて笑う。

　その純真無む垢くな笑え顔がおよりも、隣りん席せきに座らされている謎なぞのぬいぐるみよりも。

　ルーイは彼女の手元──ハチミツたっぷりのパンケーキ、焼きリンゴに果か汁じゆう入り卵焼き、アイスココアという品しな揃ぞろえに頰ほおを引きつらせた。

「毎度毎度、よくまぁ朝から……胸悪くならないのか？」

「胸ですか？」

　呆あきれたようなルーイの言葉に、ミレーナが己の胸に両手をやった。

　バカ正直なその仕草に、大きなかたまりがぽよよんと揺れる。

　いとけない童顔にして、このサイズ。とても十五歳とは思えない。見慣れているルーイですら、ときどき目のやり場に困るほどだ。

　同部分が貧相極きわまりないセリスには、『悪意のない悪ふざけ』と評されていた。

「なんでもない。うまいなら、早く食っちゃえよ」

「はいっ。おいしーのです。兄様にもあげますね？」

「いや俺は別にそんな甘いの好きじゃないしモガモゴ」

「この、よくわからないソースのかかった焼きリンゴ、絶品なのです！　これをエサにして罠わなを作ったら、お師匠様もすぐに捕つかまっちゃうんじゃないでしょうか？」

　天使の気き遣づかいと、思いのほかえげつない発想。

　幸せそうににっこり笑う、このかわいい女の子はあなどれない。

　口に突つっこまれた甘ったるい焼きリンゴを飲み下し、ルーイは肩かたをすくめた。

「さすがにそこまで簡単にはいかねーよ。セリス師匠が本気で逃にげたら、追える人間なんて何人もいない」

「兄様でもですか？」

「実際めちゃめちゃまかれてるだろ俺たち。久々に追いつけたと思ったら、これだし」

「有名人なのに……」

「いやいや関係ない……し、違ちがうぞ。俺が有名なのは、俺がすごいからじゃないよ」

　口いっぱいにパンケーキを頰張り、もぐもぐしながら小首を傾げるミレーナに苦く笑しようする。

　場合によっては、自分が知られているのは『名前』ですらない。

「師匠が百ほどいるからな。そこがおもしろおかしく語られていってるんだろ」

「ふんふぬふふふんふん！」

「ちゃんと飲みこんでしゃべれ……ほら、ココア」

「んぐ……。そんなのおかしいです！　兄様がすごいのは、お師匠様がいっぱいいるせいじゃないのに」

「おまえが言うと、セリス師匠が分ぶん裂れつしたみたいに聞こえるけど……でも、そう言ってくれるのもミレーナだけだよ。セリス師匠だって言ってくんねーや」

「あ、兄様……」

「ん？」

「おかわり食べていいですか？」

　いっぱいお食べ、とうんうん頷うなずくルーイに、笑顔を咲さかせるミレーナが愛らしい。

　しかし事実だ。

　そう言ってくれるのは、本当にミレーナだけなのである。

（そのためにも、早く世界を平和にしなくちゃならないってのに……あのダメ師匠は）

　ホボルソンの質問に対する答えは、決してウソではない。

　ルーイは世界を平和にしなければならないのだ。

　そのために、セリスを追っている。

「ま……笑われてるかな、今ごろ」

「兄様？」

「最後に起こったでかい戦争って、いつだっけ？」

　んーと、と口の周りをハチミツでべたべたにしたミレーナが考えこむ。

「三十年ぐらい前に、東のほうであったのが最後だったかと……」

「そっか。平和だな、世界」

「はいです」

「セリス師匠以外は」

「は、はいです……特にこのあたりは、長いこと戦争とかなかったんじゃないかと。大きな街はないけど海が近いですし、災害もそんなに聞いたことないですし。平和なのです」

「ああ……だってのに」

　ルーイは、窓から見える通りに目を向けた。

　行き交かう人の量はそこそこだ。ミレーナの言う通り海が近いので、魚などの物売りも散見される。防ぼう壁へきが爆ばく破はされるなどという、なかなかに衝しよう撃げき的てきな事件があった翌日に、この活気。一国の首都にして充じゆう分ぶんな街といえるだろう。

　しかし逆に、ぼんやりした違い和わ感かんがある。他ほかの街と、どこか違うような。

（なんで師匠に狙われてるのか、か……）

　ミレーナがぺろりと平らげてしまった朝食の皿を見やる。リンゴが名産品らしい。

　金を払はらって、ルーイたちは店を出た。

　満足したらしく、ミレーナはぎゅぅとぬいぐるみを抱だっこしてにこにこ顔だ。

「甘いものがおいしい街は、いい街です。ここは相当いい街なのです！」

「そうか。ま、気に入ったならよかった」

「甘いものがあると、子供がよろこぶです。子供がよろこぶと、大人がよろこぶです。だから、甘いものがおいしい街は、とてもいい街なのです」

「意外と論理的だな……、あ」

　つと足を止め、歩いてきた大通りを振り返る。

　すみからすみまで視線を配った──これを偶ぐう然ぜんというのは難しい。違和感の正体が、わかった。

「子供がいないのか……」

「兄様？　どうしたのです？」

「あ、いや。なんつーか、この街──っむ！」

　にわかに表情を変え、ルーイはミレーナの肩に手を置いた。

　はわっ、となにやら頰を赤らめる彼女と位置を入れかえ、小走りで道みち端ばたに駆かけ寄る。

　苔こけむした縁えん石せきの上にのんびりたむろしている、二匹ひきのふわふわな毛のかたまり──猫ねこたちの前にしゃがみこみ、ルーイは笑顔で声をかけた。

「おおー、いい毛並みですね師し匠しよう！　この街の師匠たちは、いい物食べてそうだ！」

「な、なにかと思えば……また猫師匠さんですか？　兄様」

「またとはなんだ。行く先々にいてくれるんだぞ？　滅めつ多たに問題起こさないし、こんなありがたい師匠があるか」

　言いつつ、ルーイは懐ふところから油紙を取り出す。

　包まれていた小さな肉の燻くん製せいをつまむと、猫たちが反応を急変させた。

「はい、どうぞ師匠。ははは、そんなにがっつかなくても。たくさんありますから、ゆっくり食べてください。あ、カラス師匠には気をつけてくださいね？　あの人たち俺よか頭いいですから」

「はわ……かわいいのです……。でも、なんにも教えてくれないですね？　猫師匠」

「うん。言葉通じないもんなー、しょーがない」

　基本は現実的なルーイである。

　おいしそうに肉をぱくつく猫の背中を、彼は手のひらでやさしくなでた。

「だけど、教わるのは別に、受動的なことばかりじゃないからな。特に猫師匠は、よく平和について教えてくれるよ」

「へ、平和を？　猫ちゃんがですか？　それは……？」

「仲よく生きるためには、あったかい場所と食べ物と、ほめてくれる人が必要。ってな」

「……。物は言いようですけど」

　でもその通りなのです、とミレーナもいっしょになって、師匠たちのなめらかな毛並みをなでる。

　まさしく平和な午後に思えた直後、ルーイは左手の油紙を、急降下してきたカラス師匠に奪うばい去られた。
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　遠えん距きよ離りの情報伝達において、最も役に立つ手段は馬と鳩はとである。

　馬車による輸送及および郵便は、確実性において最さい優ゆう秀しゆうといえる。交こう通つう網もうが整備され、各国に公的部署が設けられた現在は、昔より信しん頼らい性せいも増した。欠点は、時間がかかること。

　伝書鳩による通信も、歴史の面では負けず劣おとらず深い。今は人語を解する魔ま物もの、劫魔鳥デスピジヨンが協力してくれるため、さらに速度が増した。欠点は、たまに魔界に帰られること。

　信頼性に優すぐれ、速度が劣る馬。信頼性は悪いが、速度は良い鳩。

　それらに比して、信頼性が鳩以下ながら、速度が圧あつ倒とう的てきという連れん絡らく手段がある。

　精霊通信ウイスパード。俗ぞくに言う新聞である。

「ここの新聞屋みせも混こんでんなー……」

　新聞屋、と看板の掲かかげられた入り口を抜ぬけると、そこは大きな広間。

　どやどやと人々がひしめき合い、奥の高座に座った女性を見つめている。

　ゆったりした衣類をまとい、長い耳を持った亜あ人種。エルフだ。

「は、はわわわーっ……！」

「ああもう、こっちだミレーナ！　人いっぱいで流されるっつったろ。ほら」

「はわっ!?」

　ぬいぐるみとともに流されかけていたミレーナの手を握にぎり、少しずつ奥へと向かう。

　高座の近くに行きたいわけではない。

　検けん索さく窓口、と書かれている場所の列に並び、ルーイは順番を待った。

　はわはわと、なにやらミレーナが焦あせっているようだが、構わずに目を閉じた──列を彼女にまかせて、精神を集中する。待ち時間を無む駄だにすることはない。

　精霊通信。

　エルフのシャーマンが得意とする技術だが、人間にできないわけではない。

（通信技術の師匠……ダークエルフのファルエッタ師匠に言わせりゃ、人もエルフも精せい霊れいから見りゃ同じだ。臆おくさず、落ち着いて、耳を澄すます……）

　この世界は、人の目には見えない無数の精霊で溢あふれている。

　精霊たちは皆みなおしゃべり好きで、絶えず様々なことを話しているが、中には話し好きのあまり空間を無視してまで会話しようとする精霊たちもいる。大陸の西の端はしと東の端にいる精霊が、精神の世界で井い戸ど端ばた会議を開くのだ。

　そこにアクセスし、耳をそばだてて噂うわさを聞き取るのが精霊通信である。

　奥の高座にいるエルフは、まさしくシャーマン。急ぎで情報が必要だったり、リアルタイムで聞いて楽しみたい者たちが、金を払って噂の聞き取りをリクエストしているのだ。

　シャーマン側から、精霊たちに特定情報の提供を要よう請せいすることはできない。

　ただ、こぼれ聞くだけ。望みの情報が手に入るかどうかは、運次し第だいである。

（おまけに、人間とエルフの区別すら、ろくろくつかない精霊たちやつらなんだ。普ふ通つうは個人名なんて出てこない。でも……お尋たずね者となると、話は別だぜ……！）

　現在セリスは、十二の国から手配され、その首に賞金をかけられている。

　そのすべての国が、精霊界に直接彼女の情報を流し、目もく撃げき者ならぬ目撃精霊を募つのっているのだ。精霊はありとあらゆる場所に存在するため、理論上はどこへ行っても見つかる。

　それでも逃げ切ってしまうのが、セリスという女の恐おそろしいところだが。

（くっ……！）

　なけなしの法術力をコントロールし、精霊たちの『声』にアクセスした瞬しゆん間かん。

　膨ぼう大だいな量の『噂話』が、ルーイの頭に流れこんできた──




　──北の山のあそこの河で鮎あゆがとれなくなったけどそれは森が南の湖の端はじっこに住んでた猟りよう師しのおっかさんが亡なくなったみたいでお気の毒光こう陰いんのアイツはまだ働いてないらしいけど近くにずっと悪魔があのへんの火山っていいにおいするよね卵のすごいぞラピョタは本当にあったんだ最近人間がお供え物してくれないからいっちょ洪こう水ずいでもかまして──




　──セリス、という言葉は、聞こえない。

「兄様、兄様」

　くいくいとミレーナに手を引かれて、術を中断する。列の順番が回ってきたようだ。

　こんな短時間で、何がわかるというわけでもないだろうが。

「はい次の方。何日間程度の情報をお求めですか？」

　木の板で仕切られた窓口の向こう側から、女性の新聞屋職員が話しかけてくる。

　高座にいる女性と違ちがって、何の変へん哲てつもない人間である。

　ルーイは、示された料金表を一いち瞥べつした。

　一日前、三日前、十日前。日が長くなるにつれて、情報の金額は高くなる。

　十日以上前の記録をお求めの方はご予約ください、ともあった。手作業で記録をさがしてくれるのだから、致いたし方ないところだろう。

　一日前と今日、と伝えて、ルーイは銅貨を五枚差し出した。

「どのような情報をお求めでしょう」

「セリス・フォレストランナーについて、どんなことでも」

「セリス……、この街の王宮を襲しゆう撃げきした、という件は除外しますか？」

「あ、そうしてください」

　気の利きいた職員で助かる。隣となりの窓口の列に押され、ルーイにしがみつくしかなくなったミレーナが、はわはわとどうしようもなさそうに鳴いた。

　すぐに結果が出たらしく、職員が顔を上げる。

「何もありません。首都襲撃、防ぼう壁へき破は壊かい等に関してはうなるほど噂されていますが、それ以外は特に」

「そうですか。どうも」

「次の方──」

「あ、待って。これはちょっと、おねえさん個人に聞きたいんですけど」

　女性職員は二、三度まばたきしたが、事務的な無表情は変化させなかった。

「ナンパはお断りします」

「いや、そうじゃなくて。この街、なんか妙みように子供が少なくないですか？　ちょっと気になっちゃって。気のせい？」

「……ああ。そのことなら……」

「うん」

「銀貨一枚になります」
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　新聞屋の職員に教えてもらった場所は、王城の裏側にある広場だった。

　いや、広場というにはいささか大きすぎる。いくつものグラウンドに分かれ、二階建ての屋舎も点在し、そして無数の子供たちが遊び暴れている。

　呆あきれるほどの子供の群れが、その広大な土地を占せん領りようしているのだ。

　ルーイとミレーナは、そのただなかに棒立ちしていた。

「い……いたなー、子供……」

「い、いましたです……はわわわ」

「はわわだな。これははわわだな」

　あっちでボール遊びをしていたり、こっちで植木に登っていたり。いったい何が楽しいのか、集団でただただ走り回っていたり。

　大通りなど比ひ較かくにならない活気である。こんな場所がある国は初めて見た。

「なんつーか……ついさっき聞いた話ながら、ずいぶんとこう、趣おもむきが違うっつーか…」

「お、趣ですか？」

「それなりに深刻な心地ここちで来たんだけどな……」




　──子供がいなくなることがあるのです




　個人的に銀貨をせしめた新聞屋職員は、騒さわがしい店の中でそう教えてくれた。

　首都の街に住む子供の、失しつ踪そう事件。

　稀き代たいの魔法使いに襲撃を受けたにもかかわらず、住民たちが比ひ較かく的てき落ち着いているのは、普ふ段だんから非常事態のさなかにあったからかもしれない。

「何の前まえ触ぶれもなく、ふらっと子供だけがいなくなるらしい。親も、街の人も、軍隊まで出てさがすけど、一向に見つからない」

　チッ、とルーイは舌打ちした。胸むなくそ悪さに目を伏ふせる。

「だけどしばらく経たつと、ふらっと帰ってくるそうだ。ひどく疲つかれてたり、すり傷程度がある子もいるけど、命にはまったく別状なく……ただ、いなくなってた間のことを、本人は何も覚えていない。『楽しく遊んでいた気がする』とだけ答えるんだとさ。どの子に聞いてもな」

　ルーイには両親がいない。記き憶おくの片へん鱗りんすらない。

　子供に関かかわるこの手の話は、控ひかえめに言っても得意ではなかった。

「どれだけ警けい戒かいしても、何度も何度も起こる。神しん物ぶつか魔物が関わってるんじゃないか、てな憶おく測そくは立ってるらしいが、だからどうできる、と……せめてもの対策ってことで、軍の練兵場だった広場ここを開放して、外で遊びたい子供を全員集めて警戒態勢のもとに遊ばせてるんだってミレーナ？　ミ、あれっ、ミレーナさん!?」

　いつのまにやら、隣にミレーナがいない。

　数人の幼児たちがルーイを見上げ、ぶつぶつ言ってるー、とわざわざ言わないでほしいことをのたまっているばかりだ。

　見回すと、やや離はなれたグラウンドのすみに、ミレーナがしゃがみこんでいた。

　彼女の前に、年とし端はもいかない少年が一人、へたりこんで泣いている──走っていて転んだのだろうか、ひざ小こ僧ぞうが赤く染まっていた。

　なにしてんだ、と近づいて見下ろすルーイをよそに、ミレーナが少年の顔を覗のぞきこむ。

「だいじょぶっ、だいじょぶなのです！　泣かないで？」

「おい、ミレーナ。おい」

「泣いてない？　ごめんね、ごめんね。じゃあ足出して？　すぐ治してあげるのです！」

「やっぱりか、ちょ、待ておまえ──」

　立ち上がり、杖つえを構えたミレーナの両手に、光が集まった。

　やわらかくあえかな、しかし陽光の下でもはっきりと認にん識しきできる白光。

　見み飽あきているはずのルーイすら、思わず息を吞のむほどに繊せん細さいな法力光である。ミレーナの意志に従って、彼女の魔ま法ほう力が蠢しゆん動どうしている証あかしだ。

　彼女の足あし下もとに置かれたぬいぐるみが直立しているが、誰だれもそちらを見はしない。

「白治癒ヒーラー魔法ホワイト、深水アクリ回復撫カバリー」

　普段のか細い声からは想像もつかないほど、凛りんと頼たのもしいミレーナの詠えい唱しよう。

　絹糸のように折り重なった光が、法力に従って魔ま法ほう陣じんを成す。手のひらほどの小さなそれは、ぽかんとミレーナを見上げる少年のひざの傷に重なり、包むように回転した。

　衆目の中、光が弾はじけて、消える。

　少年の傷も消え失うせ、つるんとした若々しい肌はだが復活していた。

「終わりなのです。もう痛くないですか？」

「う……うん」

「よかった！」

　ぬいぐるみを抱だき上げるミレーナを、頰ほおを赤らめた少年がぽーっと見上げて──

　わあっ、と歓かん声せいを上げた子供たちに、たちまち周りを取り囲まれた。

　あっというまの大人気。すげー、魔法だ、治ったの、お姉さんステキ、かわいい、おっぱいでっかい、杖カッコいい、好きな人いますかなどなど。
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　はわわわぅ、と狼ろう狽ばいするミレーナを中心に、押し合いへし合いである。

　まずいな、とルーイもいささか焦った。

　この状じよう況きようは、何度も経験がある。ミレーナと二人で旅するようになってからは、数え切れないほどあった流れだ。

　早く止めなければ、今に──

「おねーさん！　ぼ、ぼくもここ、ケガした！」

　遅おそかったか。

　一人の幼児の主張を皮切りに、ミレーナを囲む子供たちからどんどんと声があがる。

「ぼくもさっき、あ、あっちで転んだ！」「俺もさっき砂場にダイブした！」「あたしもなんか、えっと、痛い！」「お、おしりを、デヘヘ、おしりをすりむいて──」

「はーいやめやめやめ！　終わり終わり！」

　割って入り、ミレーナの手をつかんで連れ出したルーイに視線が集まる。

　年上の威い厳げんを誇こ示じすべく、ルーイは腕うでを組んで睥へい睨げいした。

「このお姉ちゃんは、もう治せません！　終しゆう了りよう！　解散！　あっちでもこっちでも行って遊び呆ほうけるがいい！」

　えーっ、と渦うず巻まく非難の嵐あらし。

　子供は『敵』と認識すると、そこから先が極きわめて早い。抗こう議ぎの声が罵ば倒とうに変わり、「バーカ」から「あくま」を経て「ジジイ」にたどり着くまでものの三十秒であった。

　文句があんなら、とまさしく悪魔の形相でルーイも言い返す。

「お金を払はらっていただきましょうかねえ!?　お金を！　エルフ語でいうマネーを！　治ち療りよう一回銀貨一枚の格安大サービスだよ、さぁどうする!?」

「あ、兄様、あの、わたし別に、やりますです……」

「ダメなんだってミレーナ！」

「はわっ」

　振ふり向き、ミレーナの両りよう肩かたをつかんだ。比較的小声ながらも、力強く説得する。

「世の中をなめちゃいけねーの！　この世界で恐ろしいのはセリス師し匠しようだけだと思ってないか？　とんでもないぞ！」

「そ、そうなのですか……？」

「何度も言っただろ！　子供だからタダで治療してあげても、なんて思ってるんだろうけどな。このガキどもの親が聞きつけたらどうする？　タダで、ってとこだけ都合よく解かい釈しやくされたら！　『んまぁアナタ！　子供は治療して大人は拒きよ否ひするんざぁますの!?　そんなの許されないざますわよ！』とか言われたらどうすんだよ！」

「兄様、裏声お上手なのです……！」

　特にうれしくはない。

「だいたいな、もっと自覚を持たなくちゃダメだ。徒と弟ていこそとってないとはいえ、ミレーナの白魔法は師匠級なんだから！　本当なら、一回の治療でざっくざく金貨もらったっていい立場なんだぞ」

「で、でもなんだか、そういうのは……わりとお師匠様っぽいというか……」

「セリス師匠はめちゃくちゃな人だけど、言ってることがぜんぶ常識外れかっつーと、そうでもない。お金は大事だ。すごく大事だ。師匠を追うのにだって金がかかる。だろ？」

「はいです……」

「他人に迷めい惑わくをかけるようなのは別としても、そうじゃないなら、力のある人間が遠えん慮りよする必要なんてない。おまえは俺とは違ちがうんだから」

　何気なく使ってしまった言葉に、ミレーナが視線を落とした。薄うすい唇くちびるを引き結び、白はく杖じようをぎゅっと握にぎりしめている。

　しまった、とルーイは己おのれの過失に気づいた。

　そんなつもりではなかった。つい事実のみを口走ってしまう。ミレーナはすばらしい才覚の持ち主で、特にその法術力の高さは群を抜ぬいている。

　自分とは違う。そこに何の後ろめたさもないと、ルーイだけが感じているのか。

「わたしが……」

「ミレーナ、あ、あのさ」

「わたしが本当に、力を持っていれば……兄様の病気も……」

　やはり、そういう話になってしまうか。

　自らのうかつを呪のろいつつ、必死に適切な言葉をさがすルーイに、

「なんだこいつ、えらそーに！」

　思わぬ方向から助け船ばとうが入った。

　見下ろすと、少年がルーイをにらみつけている。

　数居る子供たちの中でも、特に威い勢せいがいい様子だ──よくよく見るに、先ほどミレーナに傷を治してもらった男の子である。いわゆるガキ大将なのだろうか。

「ミレーナさんのこと、おまえとか言っちゃってよー！　なめんじゃねーぞ！」

「なんだ少年……？　俺はミレーナの兄弟で子しだ。当たり前だろ」

「うっせーしらねー！　兄弟子ってなんだよ、金払えとかわけわかんねー。そーゆーやつは絶対口だけヤローだって、誰かの母ちゃんが言ってたんだぞ！」

　子供特有の強きよう硬こう的てき謎なぞ理論。それはともかくとして、なかなかいい度胸のガキ大将だ。

　いいかぁ少年、とルーイは余よ裕ゆうたっぷりに頷うなずいてみせた。

「よく聞いとくんだ。おまえらは今、社会のあり方に直面してるわけでな」

「バーカ！　ジジイバーカ！　帰れー！」

「技術の供きよう与よに対価を払う、これは社会の一員として当たり前のことだ。医い療りようでも、絵でも、文でも変わらない。これをないがしろにするやつは、社会的な信用を……」

「ジジイには何もできねーんだろー！　きっとミレーナさんを独り占じめしたいだけだ、ヘンタイのロリコンヤローなんだー！」

「おいボウズ。聞けっつーの。せっかく俺が大人への特急馬車券をだな──」

　違うのですっ、と意外にもミレーナが話に割って入った。

「兄様はおバカじゃないのです！　ひどいこと言っちゃダメなのです！」

「ミ、ミレーナさん。すげーやさしー……」

「違うのです、兄様こそがすごい人なのです！　兄様は……あ、兄様は……！」

　無理すんな、と言いかけたルーイだったが、ついつい口をつぐむ。

　相手は子供である。理り屈くつなど聞く耳も持たない。

　いったい何をどう伝えるつもりか、興味深くルーイが見守る中、

「兄様はっ……一度に十枚、クッキーをお口に入れられるのですー！」

　力めるだけ力んで、ミレーナはせいいっぱい言い放った。

「しかも手のひらサイズ！　おっきい、すごい！　わたしいつも感心してばっかりで、食べ逃のがしてしまうのです！」

「……ミレーナ？　あの……」

「あと、あと、ギャグがとってもおもしろいのです！　毛布にくるまって『コロネ』は、何度見ても笑っちゃうのです！」

「ミレーナ？　あのな？　できればもうちょっと」

「それにそれに！　マッサージもすごくお上手なのです！　わたしが肩かたこりになっても、兄様にもまれるときもちよくってっ……身体からだが内側から、ぽかぽか火ほ照てってきちゃうくらいで。あんなの、お師匠様にもできないのです。いつもは出ないような声も出ちゃ──」

「やめようか。ミレーナ。そろそろ」

「はう？　は、はいです」

　悪気ゼロのミレーナを、ルーイも問答無用の笑え顔がおで遮さえぎる。

　幸い、聞いていたのは子供ばかりである。

　クッキーすげー、と意外な感心の声まで聞こえてきたが、

「そ……そんなの、別にすごくねーし」

　ガキ大将の少年にはまだ、意地を張る余地が残っているようだった。当たり前だが。

「弟子とかなんとか、わかんねーけど、すごくねーし。シショーとかどうとか、ぜってー大したことねーし」

「……。おい、ボウズ。今なんつった？」

「うっ……な、なんだよ！　シショーとか言わせてカッコつけんなよな！　結局ジジイにはなんにもできねーんだろ、くやしかったらケガ治してみろよー！」

「いいだろ」

　頷いたルーイに、少年の大きな目が点になる。

　はわわ、とミレーナが、一歩も動かずに右往左往する離はなれ業わざをみせた。

「あ、兄様……治療、するのです？」

「師匠の名めい誉よがかかっちまったからな。しょーがねーだろ。おらボウズ、ケガ見せろよ」

　オレにはもうねーよ、と少年が戸と惑まどいつつ、傍かたわらの少女を指し示す。

　右手の甲こうにひっかき傷。なるほど、居並ぶ子供たちは皆みな、どこかしらに生傷をこしらえているようだ。元気いっぱいでなにより。

　ルーイは精神を集中した。

　肩かた幅はばに開いた両足の周りから、法術力が円を描えがいて頭のほうへ上がってくる様をイメージする。雰ふん囲い気きの変化を敏びん感かんに察したのか、常に騒そう々ぞうしかった子供たちが押し黙だまる。

　ミレーナ・アルマティスの師は、セリス・フォレストランナーただ一人。

　この世の理ことわり、【神しん魔ま四法術】の表裏、合計八種の法と術のうち、魔法の裏──赤魔法を極めた紅ぐ蓮れんの魔法使いでありながら、セリスはミレーナに魔法の表、すなわち白魔法を教えこんだ。

　治ち癒ゆを旨むねとする技術体系。ミレーナは師の期待に応こたえ、癒いやしにかけては大陸有数の実力を誇ほこる。

　それに対してルーイの師は、セリス・フォレストランナーただ一人、ではない。

「金リク再リエ建イト神ブラ法イト、天宮鈴ヘヴンズ麗音コード！」

　詠えい唱しようにより喚よび出された黄金の光こう陣じんが、少年少女たちの頭上に輝かがやいた。

　ミレーナのそれをはるかにしのぐ、二メートル以上はある大きさ。おおお、と素す直なおな声をあげて、子供たちが後ずさる。

　これは！　とミレーナが、珍めずらしく興奮した様子で叫さけんだ。

「魔ま法ほうじゃないっ……金色神法！　南の帝てい国こくの宮きゆう廷てい神法使い、ククリル・モーディン様がお使いになる奥おう義ぎ！　熟達すれば蘇そ生せいすらも可能といわれる、伝説の神法なのです！」

「いくぞおおおおお！」

　気合いとともに、少女を指さす。

　かの者の傷を癒さんと欲ほつす。

　ただただあっけにとられているのだろう、ぽかんと大口を開けて立ち尽つくす少女の右手を、巨きよ大だいな神法陣が包んだ。その輝きが、ひときわふくれあがり──

　少女の手の甲の、数センチ程度の切り傷を、跡あと形かたもなく消し去った。

　同時に神法陣も消え失うせる。

　子供たちの声も、なかった。

「治療、完かん了りよう。……どうだ。もう痛まないだろ？」

　はあ、ととりあえずで頷いたように見える少女にかぶせて、

「すごいのです！」

　小さくぴょんぴょん跳はねながら、ミレーナがバンザイを繰くり返した。

「制せい御ぎよしきったのです！　またとない大おお技わざなのです！　兄様すごいのです！　天才なのです！」

「ふ、よせよミレーナ……みんな見てるだろ」

「だってだって、すばらしい法術力コントロールなのです！　きっとお師匠様もびっくりなのです！　傷も完かん璧ぺきに治ってるのですー！　バンザーイ！」

「ふふふ。バンザーイ！」

　つられてバンザイしてしまうルーイを、至近距きよ離りから少年が見上げた。

　尊敬の眼まな差ざし──かと思えば、違う。

　完全にバカにしていた先ほどまでの目の色とも違うようだが、どことなく釈しやく然ぜんとしていないような、物言いたげな様子である。

「どうした、少年？　今なにが起きたのか、わかっていないのか」

「……いや……傷、治った」

「治ったぞ」

「今の、スゲー技なの……？」

「スゲー技だ。ミレーナお姉ちゃんも言ってたろ？　おっぱいあんな揺ゆらして」

「は、は、は、はあ!?　し、しらねーし、カンケーねーし！　だってよー、ちょっと切っちゃってただけだろ!?　あんなでっかい光の……なんか、なんだか……！」

「少年、深く考えるな。俺もよけいなことをしちまったな」

　彼の小さな肩をぽんぽんと叩たたいて、ルーイは遠い空を見上げた。

「子供は傷をこしらえるもんだ。そうやって痛みを学んでいく。傷ができたら水で洗って、また遊びに行きゃいいんだよ」

「兄様、深いのです……！」

「法術で治すなんて、お節せつ介かいだった。ほれ、みんな遊んでこい」

　わー、と子供たちが素直に散ってゆく。遊べと言われてすぐ遊べるのは、このお年とし頃ごろの特権だろう。

　首をひねりながらも走っていこうとする少年の肩を、ルーイはつかんで止めた。

　あまり長居すると、兵士に見とがめられるかもしれない。なるたけ手短に。

「なあ少年。悪いが、ちょっと教えてくれるか？」
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　宿屋の一室で、真夜中近く。

「できた！」

「できましたです！」

　バンザーイ、と二人で両手を掲かかげる、笑顔のルーイとミレーナである。

　お互たがい両手がインクまみれの真っ黒。ミレーナはその手でこすってしまったのか、ふくふくしたほっぺたまで黒のまだら模様になっている。

　二人の間には、木の棒みっつを支えになるよう組み合わせ、ひもでくくったペンをぶら下げた、奇き妙みような物品が完成していた。ペン先が紙に触ふれており、じわりじわりとインクのしみを作っている。紙の下には、極きわめて緻ち密みつで精せい巧こうな魔ま法ほう陣じんが描かれていた。

　持ちこんだタライで手を洗いつつ、ルーイはほっと息をつく。

「久しぶりに作ったけど……なかなかよくできたな？　ささやき盗ぬすみ聞き自動書記装置、名付けてトットくん」

「トットくん……かわいいのです」

「これで一応は、精せい霊れいの噂うわさ話ばなしを書き留めてもらえる。ほんとに一応だけどな」

　精霊たちに、こちらの望む噂話をしてもらうことはできない。

　ならばせめて情報を選より分けて取り出そうと、裏神法により開発されたのが自動書記装置である。この国の新聞屋にはなかったようだが、大きなところでは非常に大がかりな仕し掛かけでもってこのシステムを作り、二十四時間態勢で精霊通信ウイスパードを聞いている国もある。

　トットくんは、街を駆かけずり回って買い集めてきたあり合わせで陣をつくったため、あまり性能がよくない。

　紙の交こう換かんも、ペンにインクをつけるのも、すべて人力手動で行う手間のかかる装置だ。

　それでも、

「トットくん一個で、路銀がほぼ底をついたな……金かかりすぎなんだよこれ」

「あ、あはは……まぁ、ずっと精霊さんたちのお話を聞いてるわけにもいかないですし」

「ああ。法術力がもたないし……なによりエルフ以外が長時間聞いてると、精神に異常をきたしかねない。機械にやってもらうのがいちばんだ」

「はいです。そのかわり、寝ねないで紙を交換しなくちゃ！」

　がんばるです、と真しん剣けんな顔つきでガッツポーズするミレーナを、ルーイは見つめた。

　ワンピースタイプの寝ね間ま着き姿である。昼間着ていたローブと違ちがって、飾かざり気のない白のデザイン。同色のナイトキャップも愛らしく、インクの汚よごれがご愛あい敬きようだ。

　しかし、サイズが合っていない。

　すそを引きずっている上に、胸むな元もとがぶかぶかのゆるゆるだった。

　ただでさえ広く開いているだけに、もはやいろいろとこぼれそうである。

「……ミレーナ。今日は、この一部屋しか宿をとってないけど」

「はいです」

「それは二人で交こう替たいして、トットくんを世話しなきゃならないからだ」

「なのです」

「俺が寝てる間、おまえは起きてる。おまえが寝てる間、俺は起きてる。だから問題はない。なにも、ない」

「？　なんです？」

「……がんばろうな、ってことだ」

「はいです！」

「ほら、デビドル抱だいとけ」

　せめてぬいぐるみを抱っこさせ、胸元をカバーさせておく。

　ふんふんと鼻息荒あらく、言葉通りがんばるスタイルのミレーナに頷うなずいて、ルーイは先にベッドに入った。

　ブーツを脱ぬいだだけの彼に、ミレーナが小首を傾かしげる。

「兄様？　お着き替がえしないのです？　肩かたがこっちゃうのです」

「大だい丈じよう夫ぶだ。気にするな」

「はわ」

「もっとも、おまえの肩こりは……いや、その。なんでもない。四時間で交替な」

「ご本を読んでいてもいいですか？」

「ああ。なんなら読み聞かせてくれてもいいぞ」

　横になるルーイの冗じよう談だんに、答えは返ってこなかった。

　見ると、ミレーナがうつむいている。細い眉まゆ根ねを寄せ、少し困っているようだ。

　なんでもかんでも顔と態度に出るのは、彼女の美徳であり欠点でもある──と、いつかセリスが言っていたことを思い出す。

　すなわち、困り顔の原因が、ミレーナの手にした医学書にあることは明らかだった。

「……読んでくれたら、二分で寝れそうだな」

「あ、あう……あの……別の本にするのです」

「いいって。ありがとな。あきらめないでくれて」

「……。あ……当たり前です。あきらめないのです」

　天てん井じよう近くをふわふわ漂ただよう魔術の灯あかりが、彼女の頰ほおにまつげの影かげを落とす。

　普ふ段だんより小さく、しかし普段よりも強い声で、ミレーナは呟つぶやいた。

「兄様のご病気は……必ずわたしが治してみせるのです……！」

「無理だと思うけどな」

「ふぁう!?　む、無理じゃないのです！　兄様、こらーっ！」

「こらーて。ごめんごめん。あ、ほら、トットくんが限界だぞ」

　文字でいっぱいになりかけていた紙を、はわはわとミレーナが交換する。

　同じ場所に字を書かないよう、ペンを支える三本の棒が傾かたむいて文を書き連ねていってくれるものの、人の手による字ではないのでカクカクして読みづらい。

　それでも今のところ、特に有益な情報がなさそうなことくらいはわかった。

　セリスは今、何をしているのだろうか。

「無理じゃないのです……消化器系が原因かもしれないのです。そこを勉強して、治せそうな法術を考えるのです……！」

「ごめんな」

「もういいのです。ぷん」

「そうじゃなくて。俺、もっと怒おこられそうなこと、考えてるからさ」

「……？　なんですか？　わたし、怒ったら怖こわいのですよ。嚙かむですよ」

「はは、そりゃ痛そうだ」

「のどを」

「けっこうなとこ狙ねらうな!?　確実に殺しにきてるじゃねーか」

　ほっぺたをふくらませ、わかりやすくぶんむくれているミレーナに苦く笑しようした。

　彼女の存在は、この上もなくありがたい。いろいろな意味で救われている。

　けれど、むしろ、それゆえに。

「だいたいおまえ、俺の【病】にばっかり手間ひまかけてる場合なのか？　医者になりたいんだろ？」

「はいです」

「だったら、もっとそういう、なんつーの、実地訓練積んだほうがいいんじゃないのか？　本なんか読んでるより、ずっと勉強になるだろうし。それに、昼間のガキどもじゃないけど、ミレーナの腕うで前まえを必要としてる人だっているかもしれないだろ？」

「ですね。でも、待っててもらいます」

「へ？」

「今治せる人のところに行くのも、きっと大切なことですけど。でも、兄様のご病気を治してからのほうがいいのです」

　いやにきっぱり言い切って、ミレーナは分厚い本を開いた。

「兄様が治ることで、救われる人はとても多いはずですから」

「……。そういうもんかね」

「はいです。……それにしても、ペンの動きがゆっくりさんですね？」

　ちらりとミレーナが一いち瞥べつした先で、吊つられたペンはこーりこーりと少しずつ文字を刻んでいる。一度紙を換かえたものの、確かにまったくインクで埋うまる気配がない。

　そりゃそうだ、とルーイは肩をすくめた。

「フィルターかけてあるからな、いろいろと」

「フィルター？」

「高位の法術に関する情報しか入らないように、聞き取りを制限してる。別件での噂が交ざるのはしかたないとしても、セリス師し匠しようが動いたときの反応は取り逃がさないはずだ」

「はい……でも、それにしたって噂がなさすぎる気がするのです。精霊さんたち、本当におしゃべりですのに。夜も昼もないですし」

「まぁそもそも、まずこれ性能悪くて、この首都付近のウィスパードしか聞き取れない」

　はわっ!?　と驚おどろいたミレーナに、ルーイは重々しく首を振ふる。

「法術力どうこう関係なしに、技わざを再現できるだけの予算がなかった。いかんぞミレーナ、作ってる段階から、そのくらいのことには勘かんづけないとな」

「は、はいです……じゃなくて！　そこまでお金なかったのです!?　というか、なのになぜ作ったですか!?」

「もともと、この街だけに限定するつもりだったんだよ」

「え？」

「もう一度、くる気がしてるんだ。師匠は、ここに」

　ミレーナが両目をぱちぱちまたたいた。

　大陸のどこかに現れるセリスを追う。

　今までずっとそうしてきたせいで、その選せん択たく肢し以外考えもしていなかったのだろう。

「金目のものがあるのなら、そこにセリスあいつはやってくる……そんな風に言われちゃってるけどな、セリス師匠。それだけじゃないって、俺は思ってる。師匠の行動には、ある法則性があるんだ」

「はわ……!?　で、でも、最初にそんな風に言い出したのって、兄様じゃ……」

「気にするな。忘れろ。いいか？　セリス師匠は──」

　言葉を切り、ルーイは床ゆかの上を見つめた。

　トットくんがペン先を走らせている紙──書き連ねられている内容は支し離り滅めつ裂れつで、名詞だけが並んでいるようなたどたどしい文すらある。

　ある種暴力的な文字の群れの中から、ルーイは一語を拾い上げた。

「影……」

「え？」

「影がいるよ、って、精霊ささ通信さやかれてる」

「あ、本当ですね……え？　『影』？　え、兄様──」

　弾はじかれたようにベッドから飛び降り、ルーイはブーツをつっかけた。

「城へ行く！」

「は、はわ、はいっ」

「着替えてからこい！」

　おろおろしているミレーナを置いて、宿屋を飛び出す。大通りを駆け抜ぬけて、一直線に城の門を目指した。

　すでに夜の夜中。しかし城への道すがら、武器を持った歩哨の姿が目立つ。

　魔ま法ほう使つかいによる襲しゆう撃げきの後こう遺い症しようなのか、それとも他ほかの理由があるのか──今のところ、ルーイには判断できなかった。

　息せき切って王城にたどり着き、門番に緊きん急きゆう事態を告げる。

「大至急、宝物庫へ！　俺が入ったあとに人数を集めてください、気づかれないよう静かに！」

　大臣以上の許可がいるだのとごねられたが、昨日の件を強調してごり押しした。空から振ぶりだったら怒られるかもしれないが、気にしている場合ではない。

　それを気にしなければならないのは城兵のほうだったが、結局通してくれた。

　宝物庫の入り口を兵でかためる条件で、城の地下へと案内される。ぬるい対応である。自分がセリスなら、宝をぜんぶ持って壁かべなり天井なり吹ふき飛ばして逃にげただろう。

　絶対に騒さわがないように、と城兵たちに念押しして、宝物庫の中に入る。

　そっと扉とびらを閉めると、闇やみに包まれた。

　当然ながら窓はなく、採光はゼロである。ということは、この中に誰だれかがいた場合、扉を開閉した時点でルーイの存在はばれているだろう。

　それが盗とう賊ぞくなら、襲おそいかかってくる。

　盗賊でないなら──

「照光鳴セミブライト」

　迷わず法術の灯りを生み出し、ルーイは室内を見回した。

　灯りひとつでは、すみまで照らせないほど広大な地下倉庫。

　無数の棚たなが森のように居並び、丁てい寧ねいに宝を安置している。城の大きさを考えると、異常なほどの所蔵規模だった。

　やっぱりおかしい、と棚の間を歩きながら確信する。

　これだけの宝を前にして、セリスが女め神がみ像ひとつだけを盗ぬすみ出すとは思えない。

　持ち出せない理由があったか、あるいは──

「最初から、もう一度来るつもりだったか……」

「違ちがうわよ」

　ギクッ、とルーイは足を止めた。

　わかっていたのに、そのつもりで来たのに、それでも心を縛しばられる声。

「読みが外れたの、読みが。うっかりミスよ、あたしとしたことがね。だからもう一回来たの、めんどくさかったけど」

「……セリス師匠……何の話ですか？」

「女神像の話に決まってるでしょ」

　やはり頭の中はそれでいっぱいか。

　心のペースをある程度戻もどして、ルーイは棚と棚の間に入った。

　ほんの十歩ほど先。このあいだよりも近い場所に、見慣れた後ろ姿がある──黒いマントに身を包み、ワインレッドの髪かみを背中に流した姿。

　手にしていた宝石細工を棚に戻して、セリスは小さく笑ったようだった。

「あたしはなにも、ドンパチやりたくて来たわけじゃないのよ？　ちゃんと言ったもの、最初に。女神像を渡わたしなさいって」

「相手が素す直なおに渡すと信じて？」

「信じる心って美しいわよね。だから裏切られたら悲しい。泣いちゃう。涙なみだといっしょに魔法も出ちゃう」

「地じ雷らいっていうんですよ、そーゆー女を！　そーゆー考えを！　エルフスラの俗語ングで！」

「よく語学勉強してるじゃない。えらいえらい」

「茶ちや化かさないでくれますかね!?」

「茶化してないわよ。いい迷めい惑わくだ、って思うくらいには、食くらいついてこられてるしね」

「どの口がそういうことを……っ！」

　落ち着け、と自分に言い聞かせる。

　セリスに口で勝てるわけがない。というか勝っても意味がない。

　かといって、今のセリスからは欲が感じられなかった。

　金銭の鬼おにが備える本能、ドケチスイッチとでも呼ぶべきなにかが、オンになっていないような気配。

　隙すきなく在るセリス・フォレストランナーに勝つことなど、果たして人間にできるものかどうか──しかし逆に、説得するなら今かもしれない。

「セリス師匠……もう充じゆう分ぶんじゃないですか。お金なんてたくさん持ってるでしょ？　今どこに住んでるのか知りませんけど」

「なによ急に」

「もうやめましょう、ほんと。ほんとやめましょう。弟で子しの身にもなってくださいって。ただでさえ、俺とミレーナの二人しかいないんですから！」

「そーねー。もうちょっと弟子とっとけば、大勢で派手に追ってきてもらえたのかしら」

「すみませんね地味で！　やっぱ茶化してるでしょ!?」

　ふふふ、と小声で笑ったセリスが、

「ねぇ……平和になった世界で、どうしたい？」

　つと声こわ色いろを落ち着け、ルーイを振り向いた。

　平和に、なった世界。

　すなわち、今現在の世界が平和ではない、と。セリスは言っている。

「あたしは、うぬぼれでなければ、世界で指折りの力を手に入れたわ。攻こう撃げきすること、破は壊かいすること、あたしの上をゆく人間はそうそういないはずよ。武力というパラメータが価値を持つ限り、あたしは幸せでいられるかもしれない」

「異論はないです」

「当たり前でしょ。事実を言ってるだけ。黙だまって聞きなさい、弟子に発言権はないの」

「うっへ」

「でも、その価値観が崩ほう壊かいしたら？　強さに意味なんてなくなったら？　なにが新しいパラメータになると思う？」

　ルーイはまぶたを半分引き下ろした。

　黙って聞いてればいいんじゃなかったんですかー、などと茶化したら星くずのかけらにされる。話の流れで答えはわかったが、わかるがゆえに言いたくなかった。

　しかしどのみち、

「財力よ！」

　セリスは自分で言ってしまう人間である。

「金よ！　銀よ！　お金なのよ！」

「そっスね……」

「お金の価値だけはあたしにも破壊できない！　あればあるほど幸せ！　いっぱい持ってるやつが強い！　ああ、なんてわかりやすい！」

「いやでも師匠、他人の物奪うばうためにさんざん暴れるし……」

「だから違うって。最初にちょーだいって言うって」

「断れなきゃ意味ないでしょーがめんどくせーなあ！」

「あんた今いくら持ってる？　財さい布ふにどんだけ入ってんのよバカ弟子？」

　う、と思わず言葉に詰つまってしまった。

　間が悪いことこの上ない。

「どーなのよ？　ん？　別によこせとか言わないけど、あたしの弟子ならそれなりに持ってんでしょーね？」

「い……いや、その……銀貨で三十、くらい」

「っは……はあああああ!?　なにそれ!?　学生の一ヶ月分の食費かなにか!?」

「い、いろいろあったんですよ！　なにかと高くついて出費が激しいんです、ぜんぶセリス師し匠しよう関係でね！」

　言い返したその言葉ほどには、しかし苛いら立だちを感じない。

　けらけら笑うセリスの能天気な笑え顔がおに、つられて笑ってしまいそうになったほどだ。

　お金持ちになりたい。

　子供のような想おもいと理り屈くつでも、セリスが言えばそれは力を持つ。

「みじめー。なっさけなー。それでも男？　ミレーナちゃんに呆あきれられてない？」

「お、男とか、関係ないでしょ……」

「まぁミレーナちゃんのがはるかに稼かせげるか、優ゆう秀しゆうだし。かわいいし。ちっちゃいし」

「胸は師匠よりはるかにデカいですけどねぶッ!?」

　投げ放たれた棚の宝物──よくわからない木き彫ぼりの像──を顔面にくらい、ルーイはあおむけに倒たおれた。昔からそうだったのだが、今でも胸の話は禁句であるらしい。

　鼻をさすりつつ起き上がる。

　なんだか立つのもバカらしく、その場にあぐらをかいてみると、

「ないね」

　棚に寄りかかったセリスが、ぽつりとこぼすように呟つぶやいた。

「なにがですか。師匠の胸ですか」

「殺すわよ。あたしはまだ成長途と上じようなの」

「本気で言ってそうなあたりが……、で、なにがないんです？」

「薬。シールドハートに効きそうな薬、ここにもなかったわ」

　心の奥のしこりをこすられ、ルーイは両目を見開いた。呼吸すらも、一いつ瞬しゆん止まる。

　封精心症シールドハート。

　ルーイが患わずらっている【病】──常人に比べて著いちじるしく法術力が弱く、鍛きたえようともどうしようとも効果が得られない症しよう状じようの名前である。

　棚のお宝を見回して、ルーイは苦く笑しようした。

「そんなもの……この世のどこにもないですよ」

　生まれたときからそうだった、らしい。

　人間であれば誰にでも、精神の法則に従った力が備わっている。神の側でも悪魔の側でもなく、中立の人間であるための力。生まれつきそれが弱い、人ならぬ人。

　そのせいで、ルーイは一人だった。

　そのせいで、セリスと出会った。

「薬で治るようなことなら、とっくにミレーナがなんとかしてるでしょう」

「あらやだ、そこまで言っちゃう？　やっぱ二人ってそうなの？　ヒューヒュー」

「ひゅーひゅーて……センスがもう」

「薬、ないとは限らないわよ？　よそからの影えい響きようを受けてるのは、間ま違ちがいないんだから」

「ないですよ。……いえ。あってほしくないんです」

「……何言ってんの？　死ぬわよ？」

　眉まゆをひそめたセリスの言葉に、ルーイはわずかに目を伏ふせる。

　封精心症シールドハートを患えば、単に法術が使えないだけではすまない。

　自らのまわりの神魔環かん境きようの影響を、ダイレクトに受けることになるのだ。

　近くに神がいれば、神の影響を。悪あく魔まがいれば、悪魔の影響を。普ふ通つうの人間の比ではなく、人格が変わるレベルで感化され続け──健常者の何倍も早く死に至る。

　かつてルーイは、教会に近づくことも、墓場を通ることもできなかった。

　セリスはそれを、誰よりもよく知っている。

「確かにあんたはずっと修しゆ行ぎようして、ずいぶんマシに動けるようになったわ。でも、今だって法術力は常人の半分以下。精神的に病弱なのは変わらないのよ？」

「ええ。今でも教会に泊とまったら、次の日めちゃめちゃ賢けん者じやモードだったりしますよ。そういうときは、わざとミレーナの着き替がえ覗のぞいたりして、バランスとってます」

「ちょっとこら」

「薬で治るなら、そりゃありがたいですけど……でも薬じゃ、俺にはどうしようもないんです。作るのにだって法術力がいります。自分のことは、自分でなんとかしたい──」

　ルーイは立ち上がり、静かに拳こぶしを固めた。

「世界を平和にすれば治る。そうに違いないって、俺は信じてますから」

　人の力の及およばない、この世の遠く近い場所。

　そこで争う神々と悪魔の力が、世界に多大な影響を及ぼし続けている。

　その最たるものが、封精心症シールドハートを含ふくむ【精神症】である。物理的には原因不明、現れる症状も千せん差さ万ばん別べつな病が、数多くの人間を蝕むしばんでいるのだ。

　ルーイは、それを治したい。

「間違いないわよ。平和になったら治るわ」

　自信満々に、セリスが頷うなずいた。

「神しん魔まの力を大きくして、さらにかき乱してるのは他ほかならぬ人間だからね。悪影響もいちばん受けて当然ってわけよ」

「だからセリス師匠に暴れられると困るんですけどねぇすごく!?　平和からどんどん遠ざかるんですよ！　神だの悪魔だのの問題ですらなく！」

「……バカ弟子」

　カツッ、とかかとを鳴らして、セリスが近づいてきた。

　あまりにも無造作な行動に、身構えることもできない。

　反射的に背筋を伸のばすルーイの両りよう肩かたに、セリスはそっと両手を添そえる。

　世界最強と謳うたわれる深しん紅くの瞳ひとみが、深い光をたたえた。

「よく聞きなさい……あんたもあたしの一番弟子なら、わかるでしょう」

「師匠……」

「平和で金は買えないのよ」

「そんなざれごとをほざき立てるために、こんな雰ふん囲い気きこしらえたんですかっ……！」

「ま、今日のところは、あんたが来たからね。引き下がってあげよっかな」

　ぽんぽんとルーイの肩を叩たたき、セリスがきびすを返す。

　棚たなの間を遠ざかってゆく背中に、ルーイは一歩だけ踏ふみ出した。

「待ってください、師匠！」

「なによ？　ここで暴れたら、困るのはそっちでしょ。あたしは別に構わないけど」

「いや、そうじゃなくて。『影かげ』なら、なんで消えないんですか」

　ギクッ

　という音が聞こえた気がするほど、セリスの頰ほおが引きつった。

「な……なんのこと？　『影』って……」

「今ここにいるのは、師匠の思念体でしょ。本人じゃなくて、法術力のかたまりだ。【精せい霊れい払ばらい】を適当にしましたね？　噂うわさされてましたよ。この街の近くで上級魔法使うやつがもしいたら、それはセリス師匠だと思ってました」

「くっ……よ、よく見破ったわね。でも、それがなに？　なんか文句あるわけ!?」

「パッと消えればいいでしょ、『影』なんだったら。術解除して。どうして歩いて帰ろうとしてるんですか」

「健康のためよ！」

「んなわけあるかあ！」

　床ゆかを蹴けり、セリスに飛びかかる。

　カウンターで頰を思いきり殴なぐられるも、そのまましがみついて押し倒した。

「きゃーっ!?　な、何すんのよバカ弟子、はなせ！　ヘンタイ！　こらあ！」

「うるさい！　持ってんでしょ!?　盗ぬすんでるんでしょお宝!?」

「やめなさいってばあ！　弟子に詮せん索さく権はないのよ!?」

「知るかそんな権利！　持ち出したいから消えられないんだろ、ここかっ、ここかっ」

「ちょ、やだっ、どこ触さわって、やんっ。やめて、や、やめろっつってんでしょおおおお」

「ぐおおお、ま、負けるか！　ドラゴンスリーパーなんぞに負けるかあああああ」

　ギリギリと脳天を締しめつけられながら、それでもじたばた暴れることしばし。

「兄様あーっ！」

　ばーんとやかましく宝物庫のドアを開け放ち、誰だれかが突とつ入にゆうしてきた。

　てちてちという足音が、迷うことなく棚の間を抜ぬけてくる。

　ルーイのつくった灯あかりを目印にしたのだろう、寝ね間ま着き姿のミレーナが現れた。

「兄様、ご無事ですか!?　兄様っ……あ……」

「ミ、ミレーナちゃん」

「はわ……お、お師匠様」

　──ひとけのない薄うす暗くらがりで、一組の男女がもつれ合っている。

　──互たがいの身体からだをまさぐって、男のほうはえらく表情をゆがめている。

　そんな風に、ミレーナの目には映ったのだろうか。たちまちその頰が赤く染まった。

「あ、兄様と……お師匠様が……は、はわわわ」

「ミレーナちゃん……あなた、その格好」

　かたや、ゆるゆるぶかぶかの着衣が乱れ、汗あせびっしょりで荒あらい息。胸むな元もとのはだけ具合はわりと致ち命めい的てきで、大きくてやわらかなものがまろび出かかっている。

　走っている最中にさんざん振ふり回されたらしく、ぬいぐるみもよれよれだ。

　着き替がえずにせいいっぱい急いできたのか、とルーイには理解できたものの。

「ルーイ……あんた！」

　ギロ、とまなじりを吊つり上げたセリスが、ルーイを捕とらえる腕うでに力をこめた。

「何してんの!?　あたしの大事なミレーナちゃんに、何してくれてんのよ！」

「いやいやいや何!?　なんもできるわけないじゃん、俺ずっとここいたでしょ!?」

「来る直前まで何してた!?　ミレーナちゃんのたわわをどうしてた!?　言え！」
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「ど、どうもこうもっ……あっ!?　あった！」

　セリスのマントの裏側に、大きな宝石を発見する。

　続いて金のゴブレット、ティアラ、ネックレス。ざらざらじゃらじゃらと芋いもづる式だ。

「やっぱり盗んでたこのダメ師匠っ!?」

「チッ」

　すう、と空気に溶とけるようにして、セリスの姿が消え失うせた。

　魔法を解除したのだろう。『影』が持ち出そうとしていた数々の宝物が、ごとごとと地面に散らばる。

「こ、こんなに……！　くっそ、守しゆ銭せん奴どめえ!?　絶対追いつめてやるからなぁ！　俺のために！　世界平和のためにッ！」

「はわわわ、兄様とお師匠様が、はわわわ」

「……、ちょ、ミレーナ？　ミレーナさん？」

「はわわ結けつ婚こん、それは平和にもなる、はわわわわ」

「違ちがうから!?　誤解すんな！　まず服ちゃんとしろ、いったんデビドルくん置いて！　ああもうめんどくせえー！」
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　翌日。

　王城の謁えつ見けん室を訪おとずれたルーイは、深いため息による歓かん迎げいを受けた。

　相変わらずばかでかいテーブルの向こうで、ホボルソン宰さい相しようが頭を抱かかえている。

「なぜ……なぜまた我が国が、野や蛮ばんな魔法使いに侵しん略りやくされねばならないのですか……!?」

「お、大げさですよ。昨日はただ、来て帰っただけです」

「ただ来ただけでも非常識です！　とてつもなく！　この上もなく！」

「まぁ、非常識はセリス師匠の専売特許みたいなものなんで……」

「夜中にこっそり宝物庫に忍しのびこむ！　このフレーズの非常識さがわかりますか？　盗んだ女め神がみ像の宝石を返しにきたのならいざしらず、追加で奪うばっていこうとするとは……！」

　はげかけた頭に血管を浮うき上がらせ、ホボルソンは両手を震ふるわせた。

　無理もない反応である。バカにされているようにしか思えないのだろう。

「いったい、どこまで金に困っているのですか!?　紅ぐ蓮れんの魔法使いは！」

「それなんですけどね」

　空の隣りん席せきをちらりと見やり、ルーイはぽりぽりと頰をかいた。

　ミレーナは宿屋で洗せん濯たく中。慌あわてる彼女が見られないと、なんとなくもの寂さびしい。

「どうも様子がおかしいんです。確かに昨日も、セリス師し匠しようはあれこれ盗んでいこうとしてました」

「またあなたが阻そ止ししてくれたのですね。なんとお礼を申し上げてよいやら」

「いえ、ただですね。来てたのが『影』……魔法で作った分身だったんですよ。変じゃないですか？　一度正面からやってきて、いちばん大事な物をとっていった人ですよ？」

「む……」

「何かを奪うのが目的なら、また同じことをすればいい。おまけにこの城の宝物庫は地下にある。こっそり盗んで帰るほうが、師匠にとっては難しいと思うんですよ」

　ずいぶんな話ではある。

　きっとセリス・フォレストランナーにしか当てはまらない理り屈くつだろう。

「つまり……どういうことですかな？」

　イライラしているらしく、ホボルソンは手の爪つめを嚙かんでいる。

　いかにも育ちのよさそうな彼には、少々似つかわしくないクセに思えた。

「かくれんぼでもしていたということですか？　だとすればなお腹立たしいが……」

「けっこう、当たらずとも遠からずというか……誰にも見つからずに来て、帰ることが目的だったんじゃないかと。これが正解なら、なにかを調べてた可能性が高いと思います」

「調べる？　一度盗みに入った場所の、なにを？」

「それはわかりません。ただ、俺もざっと棚を見させてもらったんですけど……宰相様、女神像の残った部分って、別の場所に置いてあるんですか？」

　ルーイの質問に、ホボルソンはわずかにためらったように見えた。

　しばしの沈ちん黙もくののち、彼のゆったりした服のふところから、女神の像が取り出される。

　掲かかげた両手にすっぽりおさまる、いささか物足りないサイズの宝石を捧ささげ持っているその像は、先日よりもいくぶん悲しげに見えた。

「肌はだ身み離はなさずお守りしています……これまで失ってしまっては、我が国の威い信しんに関かかわる」

「その……持ってる宝石は、えーと」

「お察しの通り、ダミーのベリアント・ルビーです。少しだけでも格好をつけようと……いつまでも像を隠かくしておくわけにはいきませんからね」

「彫ちよう刻こくのほうだけでも、価値はあるものなんですか？」

「もちろんです。今は亡なき大彫刻家の遺作ですから……やはり紅蓮の魔法使いは、この像を狙ねらって……」

「その可能性は高いんじゃないですかね。きっとアレです、よく聞くでしょ？　大金持ちはもう金に興味はなくて、工芸品とか芸術品を欲しがるって。セリス師匠もきっと、金がないんじゃなくてその手合いなんですよ。自分で宝石引っぺがしたあとに気がついて、欲しくなっちゃったーみたいな。あの人らしい」

「な、なるほど……」

　これまたむちゃくちゃな話だが、ホボルソンはあっさり納なつ得とくする。

　世間一いつ般ぱんにセリスがどう認にん識しきされているか、改めて痛感するルーイである。

「もちろん、そんな好き勝手はさせないんで。昨日の侵しん入にゆうに下見の可能性が出てきた以上、この城で待ち構えるのがいちばんいい手段だと思います……なんとか次で、お縄なわにしてみせますよ」

「……ルーイさん。心意気はありがたいのですが、ひとつお伝えしなければなりません」

　居住まいを正したホボルソンが、重々しい口調で告げる。

「我が国も、セリス・フォレストランナーの首に賞金をかけることとなりました……」

「あ、そうですか。そうでしょうね」

「のう!?　か、軽い!?　これはまたずいぶんと……！　あの、ですから、我々ははっきりあなたのお師匠さんに敵対を表明するわけでして。それだけといえばそれだけのことなのですが、やはりその、お弟で子しさんの身としてはやりづらいのではと……ここで手を引いてくださっても、我が国としてはわだかまりなど持ちませんので」

　単なるお人ひと好よしか、と思っていたのだが。

　しばしの沈黙ののち、宰相様、とルーイは顔を上げた。

「女神像、ちょっと見せてもらえませんか？」

「えっ？　これを……？　しかし……」

「あ、まずいですか？」

「……かまいませんよ。どうぞ」

　傍かたわらの兵士に手て渡わたされた女神像が、長いテーブルを回りこんでくる。

　受け取って、ルーイは彼女を見つめた。

　ずっしりと重たい、金の手て触ざわり。魔法銀ミスリルも混ざっているだろうか？

　細工の精せい巧こうさもあいまって、なるほど値打ち物に思えたが──

「やっぱ……わからないですね。俺には芸術は」

　ルーイは苦く笑しようして、像をテーブルに置いた。

「国宝にこんなこと言っちゃ失礼ですけど、高こう尚しようすぎて何がなにやら。セリス師匠のほうが、きっと見る目があるんでしょうね」

「ははは、なんとも……」

「俺には現金のほうがずっとわかりやすいし、ありがたい。賞金はむしろ棚たなボタです。絶対に俺が捕つかまえて、いただいていくとします」

「それは頼たのもしい。いや、我が国としても、正直苦肉の策なのですよ。平和であるだけに軍に力がなく、このような天災的危機に際して抗あらがうことができない。病びよう床しようにある公こう爵しやく様は、他国に助けを求めるをよしとされず……。この状じよう況きようが解決したら、ルーイさんを正式に召めし抱えてはどうか、という声もあがっておるのです」

「いやー、どうでしょうか？　今だけじゃないですかね。俺は誰だれかの弟子なばかりで、ハンパな人間ですから……それに」

　出された紅茶をひとくちすすり、カップ越ごしにルーイはホボルソンを見やる。

「魔ま法ほう使つかいのかくれんぼより、定期的に子供がいなくなってることのほうが、ずっと大おお事ごとじゃないですか？」

「……お聞き及およびになりましたか。いや、なんともはやお恥はずかしい……」

「どういうことなんです？　いつからそんなことに」

「もう一年近くにもなります。『精せい霊れいのいたずら』と我々は呼んでおりますが、実態がまったくつかめません。ある日突とつ然ぜん、神に手招かれたかのように子供がいなくなって、しばらくすると無事に帰ってくるのです」

　新聞屋で聞いた内容と合がつ致ちする。確かにわけがわからない。

　けれど。

　カップを皿に戻もどして、ルーイは目を伏ふせた。目元を見られないように。

「行方ゆくえ不明になったことがある子たちと遊んでいる少年、とちょっと話しまして」

「そ、それはそれは、友達の友達的な……。なにかわかりましたか？」

「いろいろ、話はしてくれましたけどね──」




「──ユーカイかどうかって、そんなの知らねーや」

　ぷいっと全身でそっぽを向くように、広場での少年は話してくれたものだ。

　いや、よく見れば、顔を背そむけているわけではない。子供たちに服のすそを引っ張り回されている、かわいいミレーナに目を奪われているだけのようである。

「子供がいなくなってるんだろ？　壁かべが吹ふっ飛ぶより、ずっとヤバいじゃないか」

「いや、壁吹っ飛ぶのもヤバいと思うけど……オレは知らねーって！　オレ、ユーカイされてねーもん！」

「そりゃよかった。されずに一生終えるほうが、いいに決まってる。でも……、連れ去られたことのある子供は、今この広場にいるのか？」

「いるよー。あいつとあいつとあいつとあいつ」

　パッパッと、少年が指さしてくれる。正直、誰を示したのかはさっぱりわからない。

　しかし問題はなかった。聞きたいことは、別にある。

「その子たちは、誘ゆう拐かいされてたときのこと、『遊んでた』としか覚えてないって聞いたけど……」

「そーみたいだなー」

「逆に言うと、遊んでたことはみんな覚えてるわけだろ。じゃあいったい、誰と遊んでたのか……聞いた覚え、ないか？　少年」

　数秒、少年が黙だまりこんだ。

　記き憶おくをさぐってくれているのだろうか。

　しばらく視線を泳がせて、しかしまたつっけんどんに鼻を鳴らす。

「知らねー。楽しく遊んでただけだって。オレだって、昨日誰と遊んだかとか、覚えてねーしー」

「そうか……言われてみりゃ、ま、そんなものかもな」

「……なー。ミレーナさんって……ど、どんな遊びが好きかな……？」

「一から十までわかりやすいな少年。そーゆーの、嫌きらいじゃないぜ──」




「──結局、何もわからなかったようなもんです」

　ルーイは小さく肩かたをすくめ、ホボルソンがため息をつくのをじっと見つめた。

　遊んでいた誰かイコール誘拐犯、と誰もが考えているだろう。

　当事者である子供たちも、その親も、もしかしてミレーナも、きっとホボルソンも。

　本当にそうだろうか？

「我々も、懸け念ねんすべきことが多すぎますが……しかし、泣きごとは言っていられません」

　苦しげながら、しかしはっきりした声でホボルソンが言う。

「女め神がみ像は確かに国宝ですが、真の宝は国民。とりわけ子供たちです！　そちらの捜そう索さくに人員を割さいているため、城の守りも手て薄うすになってしまっておりますが」

「すばらしい！　おっしゃる通りだと思います！　そこでひとつ提案が！」

　なんでしょう？　と身を乗り出すホボルソンに、ルーイは不敵な笑えみを浮うかべた。

「細かい理屈はさておいて、ともかくもセリス師匠は今も宝物庫を狙ってます。そこで、次にセリス師匠が攻せめてきたときには、あえて宝物庫までおびき寄せましょう」

「ほうほう」

「師匠が宝物庫に入り、逆に身動きが制限されたところで、宝物庫全体を爆散！」

「ちょっと？」

「地下の宝物庫を爆ばく破はすることにより、上物のガレキが師匠に降りそそぎます！　ダメージを負った師匠に、神様にお祈いのりをすませた俺が突とつ撃げきし、どうにかこうにか縛しばり倒たおす。どうでしょう、この作戦で!?」

「さらっとおっしゃいましたが、『上物のガレキ』とはこの城のことですかな!?」

　ルーイははっきりと頷うなずいた。

　それでセリスを倒せるなら、安いものである。

「ダメですか？」

「ダメです」

「では、こういうのは？　『イリスの長なが腕うで』ってご存じでしょうか？」

「イリスの……？　イリスは聞いたことがありますが、長腕とは……？」

「イリスは邪じや神しんの一柱ですよね。神しん魔まの戦いに興味のないかなりの変わり者で、世界中のあらゆる生き物が存在する自分だけの箱庭を持ってるとか。その箱庭に生き物を引きずりこむために、イリスの腕は長い長い触しよく手しゆになってるんです。絵本にもなってるお話で」

「ほほう、それは知りませんでした」

「そのイリスの長腕を召しよう喚かんし、宝物庫の壁一面に根付かせます」

「な」

「イリス本体の特性上、長腕は近くに寄ってきた生き物を全自動でゲット！　しかも庭に引きずりこむという本能があるため、締しめつけても決して傷つけることはないんです」

　その力加減が、一部の人間にとってはとても気持ちのよいものだという説もある。

　ともかく、とルーイは胸を張った。

「何も知らずにやってきた師し匠しようを、触手地じ獄ごくがお出で迎むかえします。セリス師匠、ああ見えてゲテモノ苦手ですからね、いやーんとか言って捕まりますよ。そしたら、神様にお祈りをすませた俺が突撃して、なんとかかんとか縛り倒す。触手で縛った上にロープなので、まさに縛って倒す。これでどうでしょう!?」

「できないでしょう……」

「そーなんですよね、問題は時間なんです！　イリスの長腕一本召喚するだけでも、半日がかりの大仕事ですから。ミレーナと二人がかりでがんばっても、何日かかるか……」

「そうではなくてッ！　あなたほんとに、お師匠さん倒すことしか考えてないですね!?　常識的にできないでしょう、そんなこと！」

　むう、とルーイは小さくうめく。

　師匠を倒すことしか考えていない、というのはまさしく図星であるが。

「もっと、その、我が国を守る方向でお願いできませんか？　城といっしょに爆破するとか、誤解を受けそうな感じに宝物庫を改造するとか、そういうのはナシで」

「はあ……、じゃああの、とりあえずって感じになっちゃいますけど」

「なんでしょうか？」

「宝物庫に結界を張るのはどうです？　師匠対策っていうより、『影かげ』対策です。もう一度、同じ手を使ってこないとも限らない。あれは法術力のかたまりですから、それを散らす結界がある場所には入れないんですよ」

「おお、なるほど……この城にも、『転移』や『精霊通信ウイスパード』を防ぐための結界は張ってあります。それらと同じことですな？」

「その通りです。『転移』の魔術と違ちがって、『影』の魔法で忍しのびこんだところで偵てい察さつしかできないし、使える人間も圧あつ倒とう的てきに少ないんで、普ふ通つうは警けい戒かいする必要ないんですけど」

「いえ、ありがたいですよ。対策が必要だと思っていたのです。お願いできますか？」

　ルーイは頷いた。自分としては、なんでもいいのだ。

　もう一度宝物庫に入る、大義名分さえ得ることができれば。

「一度宿に戻って、ミレーナを呼んできます。触手ほどじゃなくても大仕事なんで、しばらく宝物庫からは人ひと払ばらいをお願いしますね」

「承知しました」

「では……、そうそう、宰さい相しよう様。いなくなってる子供たちですけど」

　まるで世間話でもするかのように、ルーイは椅い子すから立ち上がりながら言う。

「どこにいると思いますか？　なんとなくで」

「……そう、ですな……。本当に精霊界や、神々がおわすという天空界に連れ去られているならば、目には見えない遠い遠い場所、ということに……しかし、そこを疑うならば、悪魔や魔族も疑わねばなりません」

「ですね。いくら人間の世界が平和だっつっても、神や悪魔は四勢力に分かれて今もずっと戦ってるんですから」

　この世に生きとし生けるもの、すべての常識である。

　神々と悪魔。それぞれの表と裏。

　どの勢力がどう人間にちょっかいをかけてきても、まったくおかしくはない。

「もしその手の連中のしわざだったら……人間に、何ができるんでしょうね」

「難しい問題です……大国ならば高名な魔法使い、神法使いを押し立てて、大々的に抗こう議ぎすることも可能でしょうが。アラル公国のような小国ですと……」

「子供をさらったり、利用したり。セリス師匠は、そういうのをずいぶん嫌う人です。もしかしたら、女神像どうこうはともかく、子供の行方は知ってたりするかもしれません。教えてくれるかどうかは、わかりませんけど」

「なるほど……ままならないものですな」

　一礼し、ルーイは謁えつ見けん室を出た。

　衛兵に聞こえない程度にまで歩いてから、小さく笑う。

「本当に、セリス師匠が子供を見つけるように仕向けられるなら……ありかもな。もし親がいなかったら、引き取って育てたりして、しばらくおとなしくなってくれるかも」

　自分のときと、同じように。
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　ミレーナを呼びに宿へ戻ると、彼女はちょうど洗せん濯たくを終わらせたところだった。

　ぬれそぼったまま吊つるされるぬいデビぐるみドルは正直不気味だったが、ミレーナはぬれていることを忘れて抱だきしめて自分もぬれていた。

　どこまで好きなのか呆あきれるが、幸せそうなのでよしとする。

　ともあれ。

「はわわわ～！」

　城の宝物庫でのミレーナは、一転しててんやわんやだった。

「せっかくきれいにしたですのに！　これじゃこの服、またすぐ洗わないとです～！」

「おー、そうか。仕事ができてよかったな」

「びっくりするほどタダ働きなのです！　お師匠様のモットーに反してしまうのです！」

　たとえセリスの教えがどうであろうと、ミレーナの性しよう分ぶんではむべなるかな。国中の子供のかすり傷を無む償しようで治しかねないくせして、よく言ったものである。

　宝物庫の中をぱたぱたと走り回り、ミレーナは壁という壁に文字を書いていく。

　床ゆかには釘くぎでこりこりと紋もん様ようを彫ほり、特とく殊しゆな薬やく剤ざいの入ったカップを置く。部屋全体の形を見取り図に起こし、うーんうーんと頭をひねる。

　昼も夜も関係なく暗い宝物庫の中を、燭しよく台だい片手にのんびり歩きながら、ルーイは何度も頷いた。

「えらいぞ、ミレーナ。こまねずみのような働きぶりだ。こまねずみ見たことないけど」

「ありがとうございます！　だけど兄様はなにをしてますですか!?　結界作業をわたし一人にまかせて、のんびりお散歩してるようにしか見えませんです！」

「こんな辛しん気きくさいとこ散歩してどーすんだよ。調査だ、調査」

「調査ー……？」

　ちょこちょこと寄ってくるミレーナの前で、宝物棚だなに飾かざられた黒い箱を手にする。

　小さな法術力の蠢しゆん動どうを感じた。この手て応ごたえは、魔ま力りよく。

　魔法や魔術の行使を支し援えんする道具アイテムの一種と分ぶん析せきできるが、あまり効果が高い代しろ物ものではないようだ。

「大して使えそうにないな……。ったく、一個ぐらいいいもん転がってないのかよ」

「いいもん、ですか？」

「対セリス師匠用にな。この宝物庫、確かにそこそこの貴重品とか、よその国からの贈ぞう呈てい品とかもしまってあるらしいんだけどさ。半分以上は、病気で寝ねてる公こう爵しやくさんだかが趣しゆ味みで集めた物なんだと。そりゃ有う象ぞう無む象ぞうだよなー」

「はわー……、あの、兄様？　もしかしてですけど、勝手に使っちゃうわけじゃー……ありませんですよね？」

「勝手に使っちゃうわけだな」

「ひゃ!?　い、いけないのです！　お師匠様に怒おこられますよ！」

「もしほんとに怒りやがったら、そんときゃ全身全ぜん霊れいで逆ギレしてやる。セリス師匠にだけはその筋合いはない……！」

「そ、そうかもですけど。でも兄様は、セリス様以外にも、たくさんお師匠様がいらっしゃるじゃないですかぁ……」

　大きな宝石を燭台の灯あかりに透すかしつつ、ルーイは小さく笑った。

「俺が世界でいちばん信しん頼らいしてるのは、セリス師匠だよ。ある意味な」

「ほえ？　あー、兄様いまウソついたですね？　ウソつきは地じ獄ごく行きなのですよ」

「おまえしばしばキツいね、全方位に……。ま、どのみち遠えん慮りよするこたねーよ。ぜんぶホボルソンが悪いんだ」

「ホボルソン？　って、宰相様？　なにか、その、え、悪いのですか？」

「あいつが黒幕だろ」

「はわ？」

「児童無差別失しつ踪そう事件『精せい霊れいのいたずら』の」

　えぇーっ、と叫さけびかけたミレーナの口を、ルーイは自然に手を伸のばしてふさぐ。

　むがむがもごもごとがんばったあと、首を振ふって手を外し、ミレーナが小声でまくしたてた。

「どどどどどーゆーことなのですか!?　失踪って、え、こないだ広場で男の子から聞いた誘ゆう拐かいの!?　あのことですか!?　え!?　宰相様が!?」

「そーだろ。よくある話じゃんか」

「よくはないのです！　いえ、叙事詩エピツクや英雄譚サーガじゃそりゃよくありますけど、こんなちゃんとした国でそんな……！」

「ちゃんとしてるかねぇ？　俺たち、この国の危機に二回も力貸しといて、いまだに公爵様とやらの顔見たことないんだぜ？」

「それはご病気でっ……あう。た、確かに……」

　でも、とミレーナが不安げに顔を上げる。

　このあたりの常識人ぶりが、破は天てん荒こうこの上ない師匠と一線を画すところか。

「兄様、なにかその、証しよう拠こでもつかんだのです？　いなくなってる子供の居場所がわかったとか……？」

「それをなー、もっと大手振ってさがせりゃいいんだけど。さすがに一発勝負になるから、手当たり次し第だいってわけにはいかないしな」

「つまり、見つけてないのですね……？　じゃあ、宰相様が悪いことしてるところを見ちゃったですとか？　はっ、もしかして宰相様って……ロリコ、は、はわ……!?」

「想像たくましくすんな！　意外な才能持ってんなおまえ」

　足を止め、ルーイは振り返った。

　ざっと棚たなを見て回ったが、本当に使える物がない。

　なにしろ、宝石の類たぐいも含ふくめて、すべてルーイの知っている物だった。

　宝物庫を管理している役人が、博物館級の代物だらけで詳しよう細さいがわからない物も多いと言っていたが、なにほどのこともない──これでは、ダメだ。

　セリスに対たい抗こうできうるものがないのだ。

　唇くちびるを尖とがらせ、左右に小首を傾かしげているミレーナが、今のところなによりも頼たのもしい。

「悪事の証拠を見つけたわけでも、俺が個人的にホボルソンを嫌きらいなわけでもないよ。これは……そうだな、言ってみれば……宗教みたいなもんだな。俺にとっての」

「し、宗教？　ですか？」

「ああ。神様がお告げをくださってんだよ。ホボルソンは悪いやつだ、ってな」

「とってもいい人そうですのに」

「そーゆーやつほど悪そうだ、ってのもある。だから、この宝物庫の物とかてきとーに使っちゃって、何も問題なし！」

「むちゃくちゃなのです……兄様はやっぱり、お師し匠しよう様の弟で子しなのです」

「おまえもな──、っと？」

　ため息をつくミレーナの、小さな頭の後ろにある棚になにかを見つけた気がして、ルーイはまっすぐに踏ふみ出した。

　棚とルーイに挟はさまれたミレーナが、はぴゃっ!?　と今までにない声をこぼす。

「あ……あ、あっ、兄様？　あ、あの、あの……あう、あの……！」

「これは……？」

　ミレーナ越ごしに手を伸ばし、ルーイは棚の奥の物体を取り出した。手前に並んだ品物に隠かくされて、見み逃のがしてしまっていたらしい。

　それはなんとも、奇き妙みような形をしていた。

　Ｌ字を力まかせにまっすぐ伸ばそうとして、途と中ちゆうであきらめてしまったかのような。

　一見して木製である。しかし普ふ通つうの木ではない。

　おそらくはエルフの棲すまう精霊の森か、危険極きわまりない霊れい山ざんから採取してきた古木だろう。材料自体にある程度の力がある。

　ふたつある先せん端たんの、片側に大きめの穴。屈くつ曲きよくの谷折り部分に、小さな突とつ起き物。

「兄様、あの、あのっ……き、急すぎますぅ……！」

　はひはひと、ミレーナがやたらうるさい。

　意識のどこかでそれを感じつつも、ルーイはその意味不明な物体を、ただただ食い入るように見つめた。

「なんだ……？　なんか、こう、懐なつかしいっつーかなんつーか……」

「こんなところで、い、いきなり、そんな……！」

「見たことないのに……いや。ある。どっかであるんだ、実物じゃないぞ！　となると、絵か……絵ってことは、本？」

「確かに誰だれもいませんですけど、誰もいませんですけどっ……だ、誰もいませんです。はう、あ、兄様ぁ……」

「本、ってことは……法術書。あるいは、それに類する資料の可能性が高いな」

　見たことはある。しかし思い出せない。

　少なくとも、棚に並んでいる他ほかのアイテムとは異なる存在だ。

「どこだ……どこで見た？　何に載のってた？」

　強く目を閉じ、ルーイは記き憶おくの波をさかのぼった。

　見覚えがあるのは、気のせいではない。

　今まで無数に読んできた書物の、いったいどれで目にしたのか。本のタイトルはわからずともいい、そのとき自分はどうしていたのか。

　霊れい木ぼく。資料。きっと、貴重な。

「そうか……！」

　ルーイは両目を見開いた。

「やっぱり本だ。本に載ってた！　強大な力を秘ひめた聖魔天アーテイ遺物フアクトの資料だったはずだ。確かに見たぞ、間ま違ちがいない。アーティファクトか……いいもんあるじゃんか！」

　この謎なぞの物体ひとつの力で、おそらく宝物庫のアイテムをすべて集めたより上になる。

　しかし、いったい何のアイテムなのか。

　どういう効果があり、どう使うのか。

　どれほど奥歯を食いしばっても、思い出すことができなかった。

　管理の役人に質問することはできない。藪やぶをつついて蛇へびを出すようなマネをして、あらぬ疑いをかけられては面めん倒どうだ。もっとも、あらぬでもなんでもないわけだが。

「どの師匠んとこで見たんだったかなぁー……!?　その手の貴重本を持ってそーな師匠といえば、えー、ミューリー師匠とメロルディ師匠と、あと……いや、あの人のとこにゃ行きたくないしな……」

「わたし……わたし、兄様のこと……」

「しかたない。疲つかれ果てちまうけど、今夜にセリス師匠が来ないことを祈いのって！　ちょっくら行ってくっか──ん」

　アイテムを握にぎりしめて見下ろすと、ミレーナも両目を閉じていた。

　えらく至近距きよ離りである。

　小さな両手を大きな胸の前で握り合わせ、なにやら唇を尖らせているようだ。そのまま動かない。ひまなのだろうか。

「なにやってんだ？　ミレーナ」

「……え。……え？　あ、兄様……？」

「早く結界作れよ。あとな、悪いけど俺、ちょっと出かけるわ。何人か師匠のとこ回ってくるから、おまえは危ないところに行かないようにしとけな」

　棚に置いていたカバンを取り、中にアイテムを詰つめこむ。

　アーティファクトと、前もって見つけておいた法術力回復薬もいくつか失敬した。

　キャパシティそのものが極めて小さい自分にとって効果的ではないが、ある特定の条件下では役に立つのだ。便利だが高価なので、自前では用意しづらいのが欠点か。

「今のままじゃ、どう逆立ちしたってセリス師匠には勝てないもんな……！」

　行方ゆくえ不明の子供たちや、ホボルソンの真実。その解決も、確かに大事なことだろう。

　だが、セリスを止めることができなければ、自分にとっては何の意味もない。

「おーいミレーナ、俺、術に入るぞ！　夜までには帰れると思うけど、もし無理だった挙げ句にセリス師匠来ちゃったら、アレだ、デビドルくん抱だきしめて泣け！　泣きわめけ！　師匠がおまえの涙なみだに弱いのは厳然たる事実だから、なんとかなるかも……、あれ。ミレーナ？　おーい？」

　返事がないので振り向くと、ミレーナは棚の前で女の子座りしていた。

　ぷっぷくぷーと両りよう頰ほおをふくらませ、思いきりそっぽを向いている。

　表情こそうかがえないが、全力でいじけているのが伝わってきた。

「ミレーナ……？　ど、どうした？」

「なんでもないのです!!」

　明らかになんでもなくはなかったが、嚙かまれる気がしたので、そっとしておいた。
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　ルーイの法術力は、一いつ般ぱん人平均の半分以下である。

　幼少期からセリスのもとで地獄のような修しゆ行ぎようを重ね、封精心症シールドハートに抵てい抗こうし続け、ようやくそこまで引き上げた。

　今でも彼自身の、いわば素すの力だけで法術の効力をまともに引き出すことはできない。

　しかし、力が弱くとも、技量次第で使える法術はいくらでもある。

　人々の生活に密着して扱あつかわれやすい、魔ま術じゆつのカテゴリにそれは多い。

　たとえば『着火』『氷結』『送風』など、正しい手順で時間をかければ誰にでも実行することができる。本人だけの感覚、いわば先天的な才能が重要視される魔法や神法とは、その点において大きく異なるのだ。

　ルーイの魔術技量は卓たく抜ばつしている。

　メジャーな魔術のひとつ『転移』は、正しい手順の難易度が桁外れであるため、誰でも気軽に扱えるわけではない。通常は複数の魔術士が協力し、アイテムや魔ま術じゆつ陣じんの助けも借りて行う。単独で『転移』を発動できる者は、大陸を見み渡わたしても少ないといえる。

　ルーイには、できる。

「ひっさしぶりだなー、ここも……」

　天を衝つく巨きよ大だいな尖せん塔とうを見上げて、ルーイは感かん嘆たんとも呆あきれともとれない息をついた。

　西の果て、アラル公国から膨ぼう大だいな距離を挟んだ、大陸の南なん端たん。

　超ちよう大たい国こくのひとつに数えられる帝てい国こく、その首都郊こう外がいである。

　見渡す限りの自然──深い森や、遠い渓けい谷こく、はるかな丘きゆう陵りようが一望できる高さ。そこにいきなり塔つきの宮きゆう殿でんが堂々と横たわっているのだから、もはや立地からして趣しゆ味みが悪い。

　自然をバカにするな、とエルフあたりに怒おこられそうですらあるが。

「住んでんのもエルフだもんな。笑えねーって……」

　人間の門番に用向きを告げ、ほどなく中に通された。

　呆れるほど長い廊ろう下かを進む。どこからか楽しげな音曲が響ひびき、さざめくような笑い声、水のせせらぎもこぼれ聞こえてきた。

　毎日のように演奏会を開いている、と噂うわさに聞いてはいたが、本当であるようだ。

　誰もここに、帝国首都の守備隊長が住んでいるとは思わないだろう。

「俺だって思わねーよ……」

「何か言ったぁ？　ルーイちゃーん」

　廊下の突つき当たり、開放されたドアの奥から、おっとりした声が響く。

　相変わらずの地じ獄ごく耳みみだ。

　苦々しい微び笑しようがもれそうになるのをこらえて、ルーイは室内に入った。

　予想通りの豪ごう奢しやな内装。

　様々な濃こさに染め分けられた灰色のヴェールが落ちかかる中、絹のソファに長身の美女が、ゆったりとその身を横たえている。

　光をつかまえたかのような金の髪かみ、湖よりも深い青の瞳ひとみ。

　人より尖った長い耳が、彼女の美しさと出自を説明した。

　透すき通るような薄うす手での服にはちきれそうな巨きよ乳にゆうを包み、美女が身体からだを起こす。

「元気してたぁ～？　いつぶりかしら？」

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、ミューリー師匠。たぶん、二年前のご生誕祝い以来かと」

「そっかそっか～！　あら？　じゃあ、去年のお誕生日会には、ルーイちゃん来なかったのねぇ？　どーゆーことぉ？　お尻しりぺんぺんされたいのかしら～？」

「ちゃんと手紙送ったじゃないですか、おめでとうございますって。面倒だったけど」

「うっふふふ、その軽口ぃ！　ほんと変わってないわねぇ～。うざいわぁ～」

　あなたも変わってないです、とルーイは胸中でうめいた。

　どうぞ楽にしてぇ、とうながされるまま、手近な椅い子すに座ろうとしたが──眉まゆをひそめて思い直し、ひとつ奥の席に腰こしを下ろす。

　美女の青い目が、すいっと細められた。

「あらぁ～。よく気づいたじゃなーい？　そっちの椅子に座ってたら、お庭の池まで吹ふっ飛んでたのにぃ」

「さんざん引っかかりましたからね……この、もう一個奥のにも仕し掛かけてあるでしょ？　こっちは何なんです？」

「そっちはねぇ、パピちゃんのおうちに吹っ飛んでくわ～」

「パピちゃん？」

「新しく飼ってるペットのアーマードラゴン」

「殺す気ですか……」

　死にはしないわよぉ、ところころ笑う、純真無む垢くを装よそおった彼女。

　ミューリーは、二つ名を【宵よい闇やみの神術士】という。

　大陸中にその名を知られた罠わなの神術の使い手であり、その道におけるルーイの師し匠しようだ。

「ルーイちゃんのこと、噂にもぜんぜん聞かないからぁ、心配してたのよ～？　さっき門番から名前聞くまで、存在忘れてたけど～」

「そーでしょーねー。しばらく西のほうにいたんですよ、今もですけど」

「西ぃ？　って大陸の？　なんでそんなド田舎いなかにいるのぉ、なんにもないでしょ～？」

「いやそんなわけないですよ、ありますよいろいろ！　まぁそりゃ、南部や中央に比べれば──」

　失礼します、という声に振ふり返る。

　両手でお盆ぼんを持った少女が、一礼して部屋に入ってきた。

　セミロングの黒くろ髪かみが美しい、目の覚めるような美少女である。どこか野や暮ぼったい、軍服じみた灰色のツーピースが、人形のような美び貌ぼうをいっそう際きわ立だたせている。

　少女の瞳がルーイを捉とらえると同時、不ふ愉ゆ快かいげに細められた。

「お師匠様……お茶をお持ちいたしましたが。客人とは、こやつでしたか……」

「ありがとう～、ニナちゃん。いいのいいの、置いといてぇ～」

「はい。しかし、こんな男に茶など出さずとも……」

　こいつ、とさすがにルーイの頰も引きつる。

「相変わらず、師匠ゆずりの性格してるな？　ニナーセイ……！」

「気安く呼ぶな。わたしはいまや、ミューリー師匠の一番弟で子しだぞ」

「それがどうしたんだよ？」

「過去の存在である貴様が、対等に話せる相手ではないということだ。分をわきまえろ、落ちこぼれめ」

「フン……」

　露ろ骨こつに鼻を鳴らしてみせたが、その程度のことしかできない。

　彼女、ニナーセイの言っていることは、決して間違いではないのだ。

　ルーイが落ちこぼれであることは事実だし、立場が対等であれどうであれ、彼女と話をしたいなどとも思っていない。

　ニナちゃ～ん、とミューリーが座ったまま手招きした。

「早くお茶置いて～、こっちおいで～」

「！　はい、お師匠様。無ぶ粋すいな客人にはお帰りいただきますか──っぐ……!?」

　いきなりあごをつかみあげられ、ニナーセイがバランスを崩くずす。

　倒たおれた彼女を、ミューリーの左手がやさしく抱き留めた。しかし彼女のあごをギリギリと締しめつけているのも、ミューリーの右手である。

「ルーイちゃんをこき下ろしていいのはぁ、あなたなのかしらぁ？」

　甘ったるい、濃のう厚こうな蜜みつを塗ぬられたナイフのような声こわ音ねが、しっとりと響き渡わたる。

「ルーイちゃんの師匠は、私？　それとも、あなた？　どっちだったかしら～」

「おっ……お、おひひょうひゃまでしゅ……！」

「無粋だろうとぉ、落ちこぼれだろうとぉ、今は私のお客人なわけよね？　勝手なクチをきくなんて、いけない一番弟子さん……」

「も、もうひわけ──んあっ!?」

　ニナーセイの身体を抱いたミューリーの左手が、その背中を指先でなであげる。

　ゾクゾクとした感覚にさいなまれていることが、少女の身体の震ふるえでわかった。

　右手で痛みを、左手で快楽を与あたえてもてあそび、反応を楽しんでいる。

　ミューリー・ベディナリオ。天使のような容よう貌ぼうに見合わない、言葉選び通りのサディストである彼女は、

「あのー。用事すませていいですかね？」

　話を戻もどそうとしたルーイに対し、ひどくがっかりしたような顔を見せた。

「えぇー……なにそれぇ？　ルーイちゃ～ん、なんとも思わないのぉ？」

「なにがですか」

「ニナちゃんみたいな美少女が！　青い果実が！　ほら見てぇ、この短時間でこーんなとろけた顔して、よだれ垂らしてイキそーになってるのにぃ！　むずむずしないのぉ？」

「ドＭがドＳにレズられてんの見て何が楽しいんですか。予定調和でしょ」

「えええ……私すっごい楽しいけどなぁ」

　ハアハアと荒あらい息をついてソファに横たわったニナーセイを放置し、ミューリーが着衣を正す。

「それでぇ？　何しにきたの、いったい」

「師匠に聞きたいことがあって。これ、何だかご存じですか？」

　ルーイが手て渡わたした木製アイテムを見、ミューリーは端たん整せいな顔をしかめた。

「ん～……聖魔天アーテイ遺物フアクトねぇ？　けっこー古そう……けど、知らなぁーい。なにこれ？」

「昔、なにかの本で見たことだけ覚えてるんです。これと同じ絵がありました。ただ、何の本だったのか、なんて書いてあったのか、さっぱり思い出せなくて」

「あっはははは、あるあるそーゆーこと！　八十歳すぎてくるとヤバいよね～。でもルーイちゃんはもうなんだぁ？」

「もうとか言うな！　貴重な本だったんじゃないかと思うんですよ、そんじょそこらにはないような。ミューリー師匠の蔵書とかじゃないですか？」

「それはないと思うなぁ。罠関係のアイテムじゃなさそーだし、私は初めて見るもん」

　こと法術に関することでは、この脳みそ真っピンクな師匠も信しん頼らいできる。

　謎なぞのアーティファクトを受け取り、ルーイはカバンにしまった。アイテムの正体がわからなかったのは残念だが、これもひとつの口実である。

　大きめのクッションを抱だいてにこにこ笑っているクセの強いエルフに、よけいな借りを作りたくはないが──背に腹は代えられない。

「こいつがダメかもとなると……師匠、なにか役立ちそうな物、貸してもらえたりしませんかね？」

「んん～？　私から物借りるの？　高いよぉ？」

「ですよねー。わかっちゃいますけど……」

「何に使うの？」

「セリス師匠のことで、ちょっと」

　ばふっ、と妙みような音が聞こえた。

　ミューリーが、抱いていたクッションをニナーセイに叩たたきつけている。

　一番弟子の表情はうかがえないが、細い足がびくびくと震えて、なにかを身体の奥深くで感じている様子だ。

「な……なんて？　セリス？」

「はい」

「ル、ルーイちゃん、あんたまだあの女とつながってるのぉ!?」

「つながってるどころか、今ちょっとモメてて」

「ひいいいいいいっ!?」

　じたばたと不格好に身体を動かし、ミューリーがソファの後ろに逃にげこんだ。

　がたがた震える金色の頭を、背もたれからそっと覗のぞかせる。

「も、も、モメてるって……じゃあまさか、か、借りたいっていうのは」

「対セリス戦線で役に立ちそうなアイテムとか、あったらありがたいなーって」

「ないないないないない！　そんなのない！　あっても絶対貸さないわよぉ！　あの赤い悪あく魔まにだけは、金輪際関かかわりたくないんだからぁ！」

「悪魔って……あー、そっか。忘れてた」

　ぽん、とルーイは手を打った。

「ミューリー師匠、セリス師匠のことナマイキだって絡からんで、返り討うちに遭あって財産ぜんぶ灰にされたことあったんでしたっけ？」

「いやあああああ思い出させないでええええええ!?」

「じゃ、むしろアレです、俺が仇かたき討うちしてあげますから。なんか役立つアイテムを」

「絶対やだあああああ！　役立ちそーなアイテムほどやだぁ、出所が私ってバレたらって思うと、も、やだああああああ！」

　心の傷が深すぎる。最初にここを訪ねたのは失敗だったかもしれない。

　ここまでかな、とルーイはカバンの中をさぐり、小ビンを一本取り出した。

　しくしくと、泣き声しかもらさなくなったソファに、部屋のすみ借りまーすと一声かけておく。小ビンのフタを開け、中身を一息にあおった。

　途と端たん、ルーイのなけなしの法術力が、満タンまで補給される。悲しいことに。

　広い部屋のすみで背筋を伸のばし、両手の指を組み合わせた。

　ルーイの影かげが色いろ濃こくなり、無数のラインを浮うき上がらせて、中空に黒い陣じんを描えがいてゆく。

　再びソファから顔を出したミューリーが、大きな両目をぱちぱちまたたいた。

「どっか行くのぉ……？　泊とまってけば～？」

「西のほう、けっこう急がなきゃならないことになってるんで。またゆっくり来ます」

「ふーん……魔術陣つくるの、ちょっと速くなったねぇ」

「ほんとですか？　やった。少しは手慣れてきたかな」

　遠く離はなれた場所にでも、一いつ瞬しゆんで行ける『転移』の魔術。

　大量の法術力は必要としないが、術そのものが難しく、緻ち密みつな力のコントロールを要求される。ルーイは術を操あやつることはできるが、それでも法術力キヤパ総量シテイがギリギリである。

　それゆえ、熟達した者なら一分程度ですむ法術錬れん成せいを、三十分近くかけて幾いく重えにも組み上げなければならない。

　ちーん、とミューリーが超ちよう高級ソファで鼻をかんだ。

「うー……あ、そうだ。ねぇねぇ、さっきの聖魔天アーテイ遺物フアクトなんだけど～、あの人のとこ行けばいいんじゃない？　あの人」

「……誰だれです？」

「えーと、ロゼルス！　あの変わり者なら、きっと手て掛がかりくらいは知ってるでしょ～。ルーイちゃん弟子だったよね？　教えてくれるんじゃないかなぁ」

「……そう、ですね」

　出るだろう、と思っていた名ではある。

　そこへ行きたくないから、ここへ来たようなものでもあるのだが。

「先に他ほかを当たりますけど、時間があったら顔出してみますよ」

「次来るときは、美少女か美少年の一人くらい、手て土産みやげによろしくねぇ」

「相変わらず、節操がないですね……」
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　ミューリーの宮きゆう殿でんから一足飛びに、ルーイは北を訪おとずれた。

　大陸に名を馳はせる軍事国家、その練兵場の一角である。

　遠くこだまする兵隊の声が、無関係なルーイの背筋をも伸ばさせる。あるいは、記き憶おくも関係しているかもしれない。

　昔は自分も、さんざんしごかれたものだ。

　遠くまで見通せるようにだろう、物見櫓やぐらの最上階に設しつらえられた司令室のドアを叩く。

「失礼します。アイアンバーナー師し匠しよう、お久しぶりで──」

「ルーイたああああああん！」

　くると思っていた。

「ぜぃやッ！」

　司令室の奥から突とつ進しんしてきた二メートルはある肉のかたまりに、ルーイは握にぎり固めた拳こぶしを容よう赦しやなく打ちこんだ。

　確かな手て応ごたえ。

　しかしそのまま捕つかまる。

　たちまち壁かべ際ぎわに寄り切られたルーイに、カチコチの筋肉がすりすりと摩ま擦さつを加えた。

「久しぶりねえ！　ほんとに久しぶりねえルーイたん！」

「ぐああああ!?　おぞましいいいいい！　やめてください、わかりました、歓かん迎げいはわかりましたから師匠！」

「まだよ！　アタシの想おもいを伝えるには、抱擁ぎゆーより熱い口づけちゆーでなければ──」

「ぬおおおおおおおッ！」

　両足を踏ふん張ってボディに一いち撃げき、二撃、三撃。からのあごへの掌しよう底てい打ち。

　そこまでやって、ようやくその巨きよ人じんはルーイを解放した。

　筋骨隆りゆう々りゆうの大男である。

　夏でも肌はだ寒ざむいこの地域で、上半身には軍服のジャケットだけを羽織り、はちきれんばかりの大胸筋をさらけ出している。今の今までアレに抱きすくめられていたのかと思うと、気温以外の理由で鳥とり肌はだがおさまらない。

　スキンヘッドに黒いハートの刺青いれずみを施ほどこした巨きよ漢かんは、角張ったあご先をうっとりとなで、凄すご味みのある野太い声で呟つぶやいた。

「伝わってきたわ……ルーイたんの熱い想い。とってもヨカッタ……！」

「そスか。ごくろーさんでス。アイアンバーナー師匠」

「もうっ、ルーイたんダメダメ！　メロルディ師匠って呼んでくれなくちゃ！」

「うう。やっぱ、そうなりますか……メロルディ師匠」

「うふふふ。さぁ、こっちきてこっちきて！　座って！　今お茶を淹いれてもらうわね！」

「ありがとうございます。でもお茶はいいです、飲んできたばっかりなんで」

　そうっ？　と残念そうに、しかし瞳ひとみをキラキラさせる彼──メロルディ・アイアンバーナーに、ルーイは苦笑いとともに頷うなずく。

　ここの茶は、手のひらサイズのカップに香こう草そう茶などというものではない。

　顔ほどもあるゴツいジョッキに、ぼこぼこ沸ふつ騰とうしているのが当たり前の沸わかし茶だ。どうせ愛を伝えるだのなんだの言って、火力によりをかけるのだろう。いらない。

　来客用のソファに腰こしかけるルーイに、メロルディは人の好よい笑えみを浮かべた。

「急に来るなんて、どうしたの？　あっ、いいのよいいのよ！　うれしいわ！　今ちょうどひましてたところだし」

「いえ、すみません。お気き遣づかいいただいちゃって、どうも。どうしてもメロルディ師匠のお力を借りたいことがあって……」

「そーなの!?　なんでも言って！　なんでもよ！　やだドキドキしちゃう、ルーイたんに頼たよられるなんていつぶりかしら!?　添そい寝ねでもなんでもしてあげるからね！」

「あの、師匠……やっぱ、その、『たん』はやめてもらえないんですかね……？」

「ダメよぉ！　弟で子しになるとき契けい約やく書作ったでしょ？　あれまだ生きてるんだから。だいじょうぶ、大きくなっても、あなたかわいいわよ？　自信もってルーイたん！」

　いい人なんだけどなぁ、と心から嘆たん息そくするルーイである。

　マッチョな肉体に乙女おとめの口調という、いわくつき物件のような人間でありながら、メロルディの心根は真にやさしく、ルーイを見つめる目も慈じ愛あいに満ち満ちている。

　外見がミューリーで中身がこうであれば、何も文句はなかったのだが。

「ここってやっぱり、寒いでしょう？　長くいると気が滅め入いっちゃって。編み物しててもはかどらないし、懐なつかしい人に会いたいときってあるのよ」

「なるほど……鉄てつ条じよう網もうでも編んでるんですか……？」

「でもそういうとき、決まってルーイたんが会いにきてくれるのよねぇ！　やっぱり心が通じ合ってるのかしら、師し弟ていってそういうものだって言うし。一心同体……同体よルーイたん！」

「一心をどっかにやらんでください!?」

　ほほほほほ、と巨きよ大だいな手で口元を隠かくし、メロルディは笑う──

　その両目が、ギラリと剣けん吞のんな光を帯びた。

「何なに奴やつッ!?」

　立ち上がる所作も見せずに跳とび上がったメロルディが、鉄てつ拳けんの連打を天てん井じように見み舞まう。

　爆ばく発はつと錯さつ覚かくせんばかりの轟ごう音おん。あっさりと砕くだけ散る、軍施し設せつの天井。

　啞あ然ぜんとするルーイの前に、天井裏から飛び出してきた人ひと影かげが着地し、ピシリと背筋を伸ばした。

「はっはっはっはっ！　失礼いたしました司令官！」

　やたら快活な笑い声をあげる、その人間。

　金きん髪ぱつをオールバックになでつけた男である。

　メロルディには及およばないがルーイよりは高身長で、迷めい彩さい柄がらの軍服を細身にかっちりと着こなしている。

「テンションの上がるあまり天井裏から、タフィエンただいま参上いたしました！」

「あらっ、タフィエンだったの！　んも～ダメよぉ、曲くせ者ものかと思っちゃったじゃない」

「申し訳ありません！　ルーイくんが来ていると聞いて、心がはやりにはやりまして！」

「うふふふ、大人気ねルーイたん、うふふふふ」

　ルーイくん！　と爽さわやかすぎる笑顔で見下ろしてくる彼。

　タフィエンに、ルーイは引きつった愛あい想そ笑いを返した。

「どうもです、タフィエン兄さん。ご無ぶ沙さ汰たでした」

「おいおいっ、兄弟子に向かって、ずいぶんと他た人にん行ぎよう儀ぎじゃあないか！　昔みたいに、オレをタフィ兄と呼んでおくれよ！」

「嫌いやです。つーか近い、立つ位置近いですって兄さん！」

「なんだか一段とたくましくなったんじゃないかっ？　いいねいいねぇ。そうだっ、手合わせしようかルーイくん！」

「しませんよ！　ほんと昔っからそればっかだなあんた!?」

　軍服の上着を脱ぬぎかけたタフィエンが、また笑い声を響ひびかせる。

　人を脱だつ力りよくさせるテンションに、ルーイは深いため息をついた。

　なぜどこへ行っても、いちいち弟子まで出てくるのだろう──当たり前ではあるが。

「初めてルーイくんと手合わせしたのは、いつのころだったか！　君は不ふ屈くつの根こん性じように満ちあふれ──」

「あの、兄さん、長いんで。用事すましちゃっていいですか」

「用事？　手合わせかい？」

「違ちがうっつってんだろ！　せっかくだから、兄さんも見てみてくださいよ」

　カバンから例のアイテムを取り出し、天井のガレキが散らばるテーブルの上に置いた。

　メロルディとタフィエンがじっと吟ぎん味みし、同時に首を傾かしげる。

「これ、なに？　ルーイたん」

「メロルディ師匠もご存じないですか？　なにかの法術書に載のってた物なんです。詳くわしいことを思い出せなくて」

「うーん、法術書……？　ああなるほど、聖魔天アーテイ遺物フアクトなのねこれ？　古そうだし強そう。すごいじゃないルーイたん、こんなの持ってるのね！」

「ああ、いえ、まぁ、はい。使い方も効力もわからないんですけど、こう、ワラにもすがると言いますか……」

「なにかあったの？」

「ちょっと……いまだにまぁ、セリス師匠を止めようとしてまして」

　言うなら早いほうがいいか、とルーイは思い切って打ち明けた。

　メロルディとタフィエンは、一瞬きょとんと顔を見合わせ──

　同時にひざを叩たたき、大声で笑った。

「ほぉーっほほほほほ！　なーるほど、さすがねルーイたん！　相変わらずすごい子とモメてるわあ！」

「それでこそだルーイくん！　君はあの日の情熱を失っていないようだな！」

　どの日だよ、とツッコむ気にすらならない。

　げんなりと肩かたを落とすルーイに、メロルディがぐっと両りよう腕うでを曲げた。

「いいわよ、いくらでも力を貸すわ？　手て強ごわい相手だけど、がんばれば二、三発くらい耐たえられるんじゃないかしら、あの子の魔ま法ほうにも」

「……いえ。そういう話を、持ってきたつもりはないです」

　相変わらずだな、とルーイはありがたく思った。

　盛り上がる力こぶ。脈打つ筋肉。

　ただでさえ規格外の体たい軀くに加え、メロルディは通つう称しよう【剛ごう腕わんの神法使い】。

　肉体強化の神法の達人であり、山に一人でトンネルを穿うがったり、谷に一人で橋をかけたりしてしまうほどの剛の者だ。

　味方についてくれるなら、これほど頼たのもしい存在はない。

　けれど。

「基本的には、なんとか俺が止めたいと思ってます」

「あらっ。どうしてぇ？　心意気は立派だけど、勇気と蛮ばん勇ゆうをごっちゃにしちゃダメよ？　【紅ぐ蓮れんの魔法使い】が相手なら、援えん軍ぐんを頼みにしたって誰だれも責めやしないわ」

「そういうことじゃなくてですね……俺に師匠が百人いるのが、その、裏目に出ちゃってるっていうか」

「うん？」

「メロルディ師匠ほどの人が手を貸したとなると、他ほかの師匠にいらない詮せん索さくがかからないかなって。同じ弟子のことなのにっつって、巻きこまれる人が出ないとも限らないですから。事に当たるのは、俺と妹弟子だけで」

　アラル公国に戦せん闘とう系の師匠がいれば、その限りではなかったが。

　猫ねこしかいないんだもんなー、とぶつぶつうめくルーイに、メロルディたちからの反応がない。

　見ると、二人は泣いていた。

　カッと力強く見開いた両目をまたたきもせず、ぼたぼたと滂ぼう沱だに暮れていた。

「ちょ、なっ……？」

「か……感動したわあああルーイたんッ！」

　テーブルを飛び越こえて抱だきついてきたメロルディを、ルーイは危あやういところでかわす。

　ばきぐしゃっ、と体当たりを食らう格好になったソファが圧あつ壊かいした。

　何の冗じよう談だんだろうか。

「アタシたちの世せ間けん体ていを考えてたなんて！　そうよねそうよね、みだりに手を出しちゃあいけないわよね！」

「立派だぞルーイくん！　オレも、オレも感動してっ……ぐふうっ、涙なみだが！」

「んもうセリスちゃんたら、何してるのよ！　こんなにも弟子に想おもわれてるのに！」

「君を讃たたえたい！　せいいっぱい！　手合わせしようこの日の記念に！」

　テーブルを殴なぐりつけて暴れるメロルディから、ルーイは聖魔天アーテイ遺物フアクトを保護した。

　じりじり近づいてくるタフィエンを牽けん制せいしつつ、で？　と半眼で聞き直す。

「このアイテムのことは、わからないんですね？　助けはいらないっつっといて現金な話ですけど、もしセリス師し匠しように効果がありそーな物とかあったら、貸してもらいたいです」

「物!?　何言ってるのルーイたん、あなたはもう最高のアイテムを持ってるじゃない！」

「え？」

「アタシたちとともに！　鍛きたえた！」

　立ち上がったメロルディが、脱いだジャケットを放ほうり投げる。

　同じく上半身はだかになったタフィエンと並び、ぐっとマッチョなポーズをきめた。

「この肉体がなによりのアーティファクト！　そうは思わない!?」

「帰ります」

「あっ、待って待って！　念のため、部下に総出で資料をあたらせるから。タフィエン、みんなを集めなさい！」

　は！　と応こたえたタフィエンが、天井裏に消えてゆく。ドアから出て行け、とはやはりツッコむ気にもならない。

　ソファの残ざん骸がいをつま先で突つっつくルーイを、

「でもね、ルーイたん」

　メロルディの、不気味なほどつぶらな瞳が捉とらえた。

「あなたとセリスちゃんの間に、何があるのか知らないけど……本当にキツくなったら、誰彼構わず助けを求めるのよ？」

「……そうですね。ありがとうございます」

「もし可能なら、真っ先にアタシにしらせてね？　ルーイたんがどこにいようと駆かけつけるわ。『転移』の魔術はアタシ使えないけど、でも一昼夜あれば大陸中どこでも」

「やめてくださいやめてください!?　ほんとに来るでしょ!?　相変わらず人間らしさがないですね……！」

「ほほほ冗談よぉ。さすがに二昼夜はかかるわ」

　助けに来られた瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふでまずルーイがちびりかねない。

　それと、とメロルディが、ゴツいあご先に節くれ立った指先を当てる。

「その聖魔天アーテイ遺物フアクトだけどね。ロゼルス・オーリーを訪ねれば、なにかわかるんじゃないかしら？　うちにもし資料がなかったら、きっとそこで見たんじゃないかと思うの」

　うーん、とルーイは後頭部をかいた。

　メロルディのところでわからないと痛いが、まだ何人か心当たりはある。

　できればそっちを巡めぐる間に解決したい──ただし時間も、あまりない。

「や……はい、そうですね。どうしてもわからなかったら、最終手段的な……っ」

　突とつ然ぜん、ルーイのうなじに響くものがあった。

　首の後ろの毛が逆立つような感覚。本当に逆立っているわけではなく、波は紋もんのようななにかを感じ取っているのだ。

　法術力の蠢しゆん動どう。

　それも、ルーイのものではない。

　外部から叩きつけられている力が、ルーイの脳のう裏りに言葉を送りこんでくる。




『急用アリ・スグ来イ・ロゼルス』




　すぐにうなじの違い和わ感かんはなくなった。

　いつのまにか止めていた息を、ルーイは深々と吐はき出す。

（今のは……魔力通信スペルテレグラム。うっわ、まさかこんなタイミングでかよ……！）

　どうしたの？　とメロルディが小首を傾げた。

　ルーイは立ち上がり、聖魔天アーテイ遺物フアクトをカバンにしまいこむ。

「話題のロゼルス師匠から、連れん絡らくが入りました……すぐに来いと」

「あらっ、そーなの？　もう行っちゃうの!?」

「すみません。いえ、三十分ほど『転移』の魔術練らせてもらいますけど」

「三十分ね！　タフィエ～ン急いで！　あと三十分で調べちゃいなさぁい！」

「いやいやいやいいですいいです！　騒そう動どうが落ち着いたらまた来ますから！」

　いい人すぎる。それは間ま違ちがいない。

　メロルディも、弟で子しであることを誇ほこるべき、偉い大だいな師の一人なのだ。
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　そのころ、アラル公国首都の一角では。

「おいしーのです！」

　街の屋台に足を止め、ミレーナが両目をキラキラさせていた。

　その手には、串くしに刺ささった焼きリンゴ。

　謎なぞの黒くろ蜜みつもたっぷりかかって、ミレーナの口元はべたべたである。

「お鍋なべに入れてくださいです！　ふたつ！」

　一個おまけしとくよ、と屋台の店主に言われて、再び顔を輝かがやかせる。

　もう十五歳になるのだが、いつまでも子供だな、とルーイにからかわれるゆえんはこのあたりだろうか。

　白い杖つえに、ぬいぐるみに、リンゴの入った鍋。

　大荷物を抱かかえて街角に立ち、ミレーナはしばし笑え顔がおのまま困った。

　一度お鍋を地面に置き、ローブの懐ふところからひもを取り出す。

　ぬいぐるみのデビドルくんに巻きつけ、おんぶの要領でよいしょと背負った。杖はどうしようもないが、これでなんとかなりはする。

　それにしても、ついクセで二個買い、結果三個になってしまったが。

「兄様なんて、もう知らないのです。フンだ」

　城でのできごとを思い返す。

　真っ昼間とはいえ、雰ふん囲い気きはあったのだ。ろうそくの光だけで暗かったのだ。

　薄うす闇やみに浮うかぶルーイの瞳ひとみは、とてもマジメで真しん剣けんで。まっすぐな視線に胸が高鳴り、頰ほおをかすめる吐と息いきに心躍おどって──

　乙女おとめなキモチが先走ってしまうのも、致いたし方ないことではなかろうか。

「そこまではいいですけど！　わたしが悪いですけど！　せめて照れてほしーのです！」

　鍋を抱えてずんずんと、大通りのまんなかを闊かつ歩ぽする。

「ちょっとくらい慌あわてたりとか、はにかんだ感じになったりですとか！　いっそそのまま、キ……キッ……しちゃったり、ですとか！　それをなにが『結界作れよ』ですかっ。兄様には、あの、アレが、デカリシーが足りないのです！」

　ずんずんずんずんと怒いかりのままに、宿屋もすぎて歩き続けて──

　気がつけば、街の出入り口まで来てしまっていた。

　市街地を取り囲む防ぼう壁へきに据すえつけられた、正規の門のひとつである。

　すぐ近くに、セリスが魔ま法ほうでぶち抜ぬいた大穴がある。連日工事しているようだが、まるでふさがっていない。完全復旧は遠そうだ。

　門番の立つ大門から、ひょこりと顔を覗のぞかせる。

　ルーイといっしょに歩いてきた草原と、遠く広がる森林が見えた。

　障害物がほとんどない。森の端はしまでは、だいたい二キロ足らずだろうか。

　危ないところに行くなと、ルーイは言っていたが。

「……あのへんに……お師匠様がいそうなのです」

　根こん拠きよはまったくない。ああいう森の端っことか好きそう、程度である。

　門の閉じる時間を門番に聞いて、ミレーナは鼻歌交じりに街を出た。

　渡わたる風の薫かおりが、街の中とは違ちがう。

　おいしいお菓か子しも持って、なかなか贅ぜい沢たくな散歩である。セリスは果物が好きだったはずだが、リンゴはどうだっただろうか。

　街から森まで、半分ほどきたところで。

「ミレーナさーん！」

「はいですー。……です？　はわっ!?」

　呼ばれて振ふり向いて驚おどろいたミレーナである。

　なだらかな起き伏ふくを回りこみ、男の子が一人駆けてきた。

　ミレーナよりずっと幼い少年だが、わんぱくそうな出いで立ちと勝ち気な表情に見覚えがある。黒くろ髪かみを短く刈かり込んだ、ツンツン頭も特徴的だ。

　この街を訪おとずれた翌日、ひざ小こ僧ぞうのケガを治してあげた少年に違いない。

「ど、どうしたのです!?　こんなところで……」

「ミレーナさんが、街から出てくのが見えたから！　森のほう行ったら危ないなって思って……べ、別に、それだけだけど！」

「そーなのですかー……え。あれ？」

　考えますです、とミレーナは小首を傾かしげた。

　首都では、子供がいなくなる事件が起きている。

　確か、子供たちは家の外に出るとき、皆みなで一カ所に集まって遊んでいるはず。この少年と出会ったのもその広場だ。

　にもかかわらず、彼は今ここにいる。

　なぜ？

「……えーと……違ってたら、ごめんなさいです」

「うん？」

「ぼく、今、悪いことしてますですか……？」

　そんな風に質問しても、普ふ通つうは答えてもらえないが──子供は正直であった。

　ばつが悪そうにそっぽを向いた少年に、たちまちミレーナのほうが焦あせる。

「だ、だめですよ！　広場にいなくちゃ、怒おこられちゃうんでしょう!?」

「べっつにー。あそこ飽あきた。よく散歩とかしてるけどバレないよ」

「そんな兄様みたいな……」

「もっとほかにも楽しいことあるしー。あっそーだ、ミレーナさん、オレのカクレガ行かねー!?　すっげー楽しーんだー！　いろいろいっぱいあるし！」

　隠かくれ家が。なるほど男の子らしい。昔、ルーイがつくるのを手伝ったものだ。

　思わぬなつかしさに、ミレーナはくすっと笑った。

（兄様は、秘密基地ってよく言ってたのです……）

　二人して魔法を──特にミレーナの──駆く使しし、森の中にこしらえたそれはなかなか立派なものだったように思う。セリスに叱しかられたルーイが家出したときも、お菓子と木の実で二泊はく三日してみせるという冒ぼう険けんの舞ぶ台たいになった。

　少年の隠れ家にも興味はあるが、それで彼も叱られてはしのびない。

「あのね、ぼく？　大人の人の言うことは、ちゃんと聞かないとダメなのです。広場にいなくて、もしも怖こわいことに──」

「ぼくってゆーな！　オレはジャン、えっと、ジャンって名前なんだ！」

「あ、ごめんなさい。ジャンくんなのですね」

　にこっと笑ったミレーナに、少年、ジャンはどうしてか気き後おくれしたようだった。

「ひ……広場になんか戻もどんねーよーだ！」

「あっ、こ、こらー！」

「オレ超ちよう足はえーもんね！　あははははは！」

　街と逆方向へ走ってゆくジャンを、ミレーナが慌てて追いかける。

　杖と鍋で両手がふさがり、走りづらいことこの上ないが、

「つかまえたっ」

「うぉウソ!?　ミレーナさん速っ!?」

「走るのは、あまり得意じゃないですけど。でも兄様と、毎日毎日たくさん歩いてるのです。街育ちには負けません」

　えへん、と大きく胸を張るミレーナ。

　本当に大きなそのふくらみに一いつ瞬しゆん目を奪うばわれたようだが、ジャンは少し唇くちびるを尖とがらせた。

「あにさま、って……あいつのこと？　あの、男の……」

「そうですよ。兄弟子様、ってはじめは呼んでたんですけど、縮んで兄様になっちゃいました」

「ふーん……ミレーナさんも、誰だれかの弟子ってこと？」

「はいです。そのお師し匠しよう様が、この辺にいるんじゃないかー……って思ったんですけど」

　きょろきょろと、ミレーナは周りを見回す。

　追いかけっこも含ふくめ、結果的にずいぶん街から遠ざかってしまった。森の縁ふちがすぐそこにある。

　見れば見るほど、セリスが好んで隠れていそうな、浅く明るい森に思えたが。

「お師匠様ぁー。いませんですかー？」

「ミレーナさんのお師匠さーんっ……て、なんて名前なの？　そのお師匠さん」

「セリス師匠っていいます」

「ふーん。セリ……えっ？　それって、あのひと？　街の壁かべにでっけー穴開けた……」

「あ」

　さすがにまずい、と冷や汗あせをかくミレーナである。

　聞かれてついつい答えてしまった。よく考えれば、セリスは街の人間にとって怨おん敵てきではないか。

　あれこれ頭を巡めぐらせてみたものの、結局しょんぼりと頭を下げる。

「ご……ごめんなさいです。お師匠様が、皆さんにご迷めい惑わくを……」

「やっぱそーなの!?」

「は、はいです。たくさんの被ひ害がいがあったと思います。今すぐにはできなくても、いつか必ず償つぐないを──」

「すっげーっ！」

「え」

　予想外の反応に、ミレーナは両目をぱちくりさせた。

　ジャンが表情を輝かせ、握にぎった両手をぶんぶん振っている。

「あんなことできるひと見たことねー！　超スゲー、超おもしれー！」

「あ、あう……こ、子供の感覚って……」

「マジやべー！　カクレガよりやべー！　この近くにいるの!?　セリスお師匠さーん！」

「あ、あ、ダメですよ！　一人で行っちゃ……！」

　慌ててジャンを追おうとしたが、ミレーナは何もないところでつまずいた。

　はわわっ、とギリギリ踏ふみとどまる。鍋の中でリンゴが転がる気配。

　どうにかこうにかバランスを保って──小さくそっと、情けないため息をついた。

　子供の感覚がわからないのでは、ないのかもしれない。

　セリス・フォレストランナー。

　出会ったときから【紅ぐ蓮れんの魔法使い】だった彼女との記き憶おくが、不意に脳のう裏りをかすめる。




　──お師匠さま　どうしてわたしには　赤まほうをおしえてくれないのですか？




　教えてもらっていたところで、果たして防壁を壊こわせるようになっていたかどうか。

　よけいな考えを振り払はらい、ジャンのあとを追いかける。

　彼はすぐそこに立ち止まっていた。ぼうっと、森のほうを眺ながめている。

「またつかまえたっ。ダメですよ、迷子になったら大変なのです！」

「ミレーナさん……」

「はいです？……え」

　ジャンの視線が動かない。嫌いやな予感がして、ミレーナは振り返る。

　木々の間から、赤く光る眼めがこちらを見つめていた。

　セリスではない──位置が高すぎる。

　ミレーナの倍ほども背せ丈たけのある怪かい物ぶつが、ゆっくりと森から歩み出てきた。

「モンスター……!?」

「これ、え……なんで……」

「ジャンくん！　お鍋なべを！」

「へっ!?」

　状じよう況きようを理解しきれていないらしいジャンにリンゴの鍋を押しつけ、ミレーナは白はく杖じようを両手に構える。

　ジャンをパニックにさせてはならない。

　目の前の魔物は、初めて見る種類だ。

　狼おおかみの顔に、人型の体。それでいて獣人ワーウルフとは違う、どこか造り物めいた存在感のモンスター。詳しよう細さいこそわからないものの、一見して狩かりの本能を持っている可能性が高い。

　この突とつ然ぜんの事態をジャンが把は握あくしたなら、恐きよう怖ふのままに逃にげ出そうとするだろう。

　それはよくない。

　自分とジャンとの距きよ離りが開けば、モンスターはジャンを先に狙ねらうかもしれないのだ。

（守って、逃げる。できなければ追い払う。兄様なら、きっとそう判断します……！）

　魔物が咆ほう哮こうした。

　尖った脚あしの爪つめを地面に食いこませ、巨きよ体たいをしならせて突進してくる。質量で一気に押し潰つぶし、殺してしまうつもりだろう。

　ミレーナの杖つえが、法術の輝かがやきを帯びた。

「白防御プロテクト魔法ライト、魔風フルフル膨気撫アトモス！」

　懸けん命めいな詠えい唱しようとともに振り下ろされた杖から、光の粒つぶが放たれる。

　勢いづいているはずの魔物が、急にその動きを止めた。

　なにかに押しとどめられているかのような、不自然な姿勢でもがいている。目の前の空中に爪を立てようとし、むなしく失敗していらだたしげに吠ほえた。

　ミレーナに使える数少ない防御魔ま法ほう──ふくらませた空気の壁が、敵を遮さえぎってくれる。

　なお攻こう撃げき力はない。

「えっと、これで、えっと、逃げますです！」

「あ、そ、そっか。うん……」

「だいじょうぶ！　ジャンくん、わたしといっしょに、こっちに──」

　街へ戻ろうとしたミレーナの前に、魔物が回りこんでくる。

　道をふさがれた。備えている知能は、狼どころではないらしい。

「こ、困ったのです……！」

「ど、どうしよう……」

「……。白魔法使いを志す者として、無益な殺せつ生しようをするわけにはいかないですけど……」

　小さな同どう胞ほうの命を守るため、大きな他種族の命を、消す。

　神しん妙みように心を決め、ミレーナは再び杖を構えた。

　攻撃は嫌きらいだ──

　だが、立ちはだかる壁に屈くつするのは、もっと嫌いだ。

「こ、来いっ、なのです……！」

　ミレーナの意志が伝わったのだろうか。

　牙きばをガチガチと嚙かみ鳴らした魔物が、地を蹴けりつけて跳ちよう躍やくし──

　空中で赫かく光こうの一いち撃げきを受け、轟ごう音おんとともに爆散する。

「え……!?」

「むやみに殺すのは、あたしも好きじゃないけど」

　背後からの声に振り向くと、女性が一人立っていた。

　ワインレッドの長ちよう髪はつに、挑ちよう戦せん的てきな目つき。細身のスタイルに黒マントをなびかせ、指先でぽりぽりと頰ほおをかいている。

「ま、弟で子しにやらせるよりかはねー」

「お師匠様！」

「つっても、ちょっと派手すぎたかしら……？　街まで聞こえちゃった？　ま、いっか、別に。ミレーナちゃんもそっちの子も、ケガはないー？」

　お気楽に笑うセリス・フォレストランナーに、ミレーナも笑え顔がおで駆かけ寄った。

　うれしい。しっかりと会うのは久しぶりである。

　先日は、セリスの姿をよく見る前に、ルーイが吹ふき飛ばされてしまった。

「お元気そうでよかったのです、お師匠様！　やっぱりこの辺にいらしたんですね」

「んー、まぁね……そーゆー勘かんはルーイより鋭するどいわね、ミレーナちゃん」

「あのあの、おいしい焼きリンゴを持ってきたのです。お茶にしましょうです！」

「あら、いいわねー。ってまさか、そのためだけにあたしさがしに来たの？」

「あと、泊とまってる宿屋さんの近くにかわいいトカゲさんがいたんですけど、捕つかまえられなかったのです。ごめんなさい」

「う、ううん。いや確かにあたしトカゲ好きだけど、リンゴといっしょに笑顔で持ってこられたら、ごめんねたぶんちょっと引いてた……」

　懐ふところからシートと水すい筒とうを取り出し、ミレーナはてきぱきとティータイムの準備をする。

　ぼーっと突つっ立っていたジャンが、おもむろに顔を輝かせた。

「すっげーっ！　一発で倒たおした！　おばちゃんが、ミレーナさんのお師匠さん!?」

「おばっ……!?」

　再びあらわになった『子供の感覚』が、セリスの頰を引きつらせる。

　まるでモンスターの襲しゆう撃げきなどなかったかのように、ジャンがセリスのまわりをぐるぐると走り回った。

「へーっ！　はーっ！　こんなひといるんだ！　すげー！」

「ちょ、ちょっと、ミレーナ～？　なんなのこのガキんちょ……」

「やべー、超やべー！　マントだ！　マント、は、ふつうか。ねーねーお師匠さん、ほんとに街の壁も吹っ飛ばしたの!?」

「あら。よく知ってるわね」

「すっげーっ！　やべーみんなにジマンしよ！　ねー牙とか爪とか生えてねーの!?」

「あたしゃ魔物かっ！」

　セリスが翻ほん弄ろうされている。街育ちもなかなかあなどりがたい。

　まあまあ、とセリスをなだめつつ、ミレーナは鍋のフタを開けた。

　リンゴと黒くろ蜜みつの、香ばしいにおい。

　ミレーナは両手を交差させ、細い手首をこつんと一度だけ打ち合わせる。めざとく見とがめたセリスが、小さく苦く笑しようした。

「なーに、ミレーナちゃん……あんたもまだ一回にしてるの？」

「はいです。兄様の妹弟子ですから。あっ、でも今日は兄様なんて、もう知りませんですけどっ」

「ふーん。何かあったわけね？」

「う、べ、別に……なんでもないのです」

　しばし、三人並んで甘いものを食べる。

　奇き妙みようとしか言いようのない空気に包まれていたが、ミレーナは満足だった。

（ここに兄様もいたら、もっと……、は！　はわわわわっ）

　よけいなことを考えている自分に気づき、ぶんぶんと首を横に振ふる。

「で？　元気なの？　ミレーナちゃん」

「え？　あ、は、はいっ？」

　挙げ句、師匠の質問を聞き逃のがしてしまった。

　黒蜜のついた指をなめながら、セリスが苦笑する。

「元気なの？　ミレーナちゃんも、あのバカ弟子も」

「はいです。兄様は今、別のお師匠様のところへ行ってるんですけど」

「なにしに？」

「え？」

「あたしを捕つかまえるため？」

　はうっ、と思わずうろたえてしまうが、核かく心しんを突かれた以上どうしようもない。

　小さく頷うなずくミレーナに、セリスはくわえた焼きリンゴの串くしをぴこぴこ動かした。

「ま、捕まってあげてもいいんだけどねー、いつかは。弟子のお縄なわをちょうだいする、ってのも悪くないかもしれないし」

「お師匠様が……兄様にお縄で？　は、はわ……」

「ちょ、変な想像しないでよ!?　ミューリーのバカじゃあるまいし、そんな趣しゆ味みないってば。そこらの国の軍隊なんかに捕まったりするよりは、って話。ねー、デビドルくん」

　ミレーナに背負われているぬいぐるみを、セリスが指先でつつく。

　にへ、とミレーナはふやけた笑みを浮うかべた。

　このぬいデビぐるみドルは、セリスが手ずから作って、プレゼントしてくれた大切な物だ。

　毎日きれいにお手入れしているし、風ふ呂ろとトイレ以外はたいていいっしょにいる。

　セリスがデビドルに構ってくれると、なんだかミレーナもうれしいのである。

「あ……あの、そういえば、お師し匠しよう様が今夜攻せめてきたら困る、って兄様が言ってましたです。お師匠様、攻めていらっしゃいますか？」

「普ふ通つうね、ミレーナちゃんね、そーゆー聞き方されたら、答えるやつはいないのよ……いいけど別に。あのバカ弟子、なんでそんなこと言ったの？」

「えっと」

　傍かたわらのジャンを横目で見やる。

　いちばん大きな焼きリンゴをもらって、心から夢中な様子である。

　あまりこちらの話を聞いていないようだが──それでも、直接口に出すのはいろいろよろしくないだろう。

「兄様は……あの街に悪い人がいる、って言ってて」

「……。へえ」

「悪い人の物は好きに使っていい、でもわからない物があるからそれを聞きに行ってて、夜までに戻るけど戻れなかったら、セリス師匠の前で泣きわめけ、って」

「うん、あー、うん。微び妙みように理解できちゃうのがイライラする。うりゃー」

「ひゃわわわわわわ」

　ミレーナの両頰をつまんでむにむにしながら、そっか、とセリスが口元だけで笑う。

「気づいた、ってことかな……？　やるじゃんバカ弟子」

「ひ、ひょーほは、はいっへ……！」

「うん？　あ、ごめんごめん。ついやわらかくて」

「し、証しよう拠こはないって、兄様言ってました」

「へ？」

「証拠はないけど、宗教みたいなものだって。兄様にとっての神様が、悪い人だって告げてるんだって」

　きょとん、というか。ぽかん、というか。

　セリスらしからぬ反応に、ミレーナも思わずきょとんとしてしまった。

　セリスが首を傾かしげるのに合わせて、ミレーナもこくんと首を傾げる。

　頰に指を当て、あごに指を当て、よく晴れた青空を遠く眺めて──

「ふふ……」

「……お師匠様？」

　そこから先の反応をまねすることは、ミレーナにはできなかった。

　笑っているような、困っているような。

　自らもよくわかっていないのに、なおにじみ出る感情をこらえきれずにいるような。

　ぼんやりしていて、それでいてはっきりとうれしそうな、中ちゆう途と半はん端ぱな緊きん張ちよう感かんの笑顔。

　セリスのそんな表情を、ミレーナは初めて目まの当たりにした。

「うぬぼれていいのかなー、これは……微妙よねぇ、びみょ～なとこよね！　ああでもこそばゆいっ。たまんないなーこりゃ！」

「は、はわ……？」

「なんだろねー、もー！　バカ弟子のくせに！　次会ったら思いっきり吹っ飛ばしちゃおうかな！　あははははは！」

「あ、あは？　あははははは」

　快活に笑うセリスとともに、ミレーナも笑う。

　一から十までよくわからないが、師匠が楽しそうならばそれでいい気がした。

　けれど。

（よくは……わからないですけど。でも、兄様の……兄様にとっての神様は、きっと）

　それは本物の神様でも、ましてや自分などでもないのだろう。

　こぼれかけたため息を嚙み殺すミレーナに、笑い声を止めたセリスが肩かたをすくめる。

「ま、そこまで言うなら、もうちょっと待とうかな？　動きがあったら行くけどね。その悪い人とルーイと、どっちが先に動くかな」

「はいです……」

「……ときにミレーナちゃん。もう、もまれたの？」

「はい？　なんです？　もま？」

　セリスの視線が、なにやら粘ねばり気を帯びた。

　ミレーナの顔よりずっと下のほうを、食い入るように見つめている。

「前に会ったときよりさぁ……明らかにでっかくなってるよね。おっぱい」

「ぉをっ……!?」

「それってひょっとして、あのバカ弟子の手でもみもみされた結果なのかなー？　って。どーなの？　教えてよぉ」

　!?

　と、地じ獄ごくを見たような表情で、ジャンが食べ終えかけていた焼きリンゴを取り落とす。

　ぱくぱくと、陸に打ち上げられた魚のごとく絶句するしかないミレーナだったが。

「取り調べを行いまーす」

　すばやく背後に回ったセリスに、遠えん慮りよ会え釈しやくなく両胸をわしづかみにされる。

「ほきゃっ!?　お、お師匠様、なにを……!?　や、やめてくださいぃ！」

「んー、うん。う……うん？　うそ、なにこれ。重っ……！　こ、こんな成長速度ってアリ？　アリなの？　若さ……!?」

「や、やああ、知らないです！　知らな、あ、もまれてなんか、やあ、あんっ」

「もまれてないの？　ほんとに？　なのにこれ？　てゆーかもんでって言えば？　絶対もむからあいつ」

　ッッ!?

　と、もみしだかれるミレーナの胸を食い入るように凝ぎよう視ししていたジャンが、今度こそ立ち直れないレベルのショックを受けたかのごとくへたりこむ。

　ミレーナの頭も、絶賛混乱中だった。

　もんで、などと。

　ルーイに言う、などと。

　──好き、のひとことすら言えないでいるというのに！

「やあああ、お師匠様のばかあああ、ふええええん」

「くっそー、あたしだって泣きたいわよ！　この巨きよ乳にゆうの半分でいいからよこしなさい、チクショー！」

「知らないです、知らないのです、うえええええん」

　三者三様にショックを受ける彼女たちを、午後のそよ風がそっとなでていった。
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　大陸中央部は、数多あまたの大都市が集まる、最も発展した地域として知られている。

　道行く人々の垢あか抜ぬけた衣い装しよう。気候の変化が激しい西部などと違ちがって、温暖な季節が続くからか、マントやローブを羽織っている者はいない。

　上下水道も整備され、街並みは整然と美しい。

　中心地に座す城の外観こそ地方と大差ないものの、繁はん華か街がいを外れた住宅地にすら四階建て、五階建て、それ以上の建物も珍めずらしくない。

　交通手段が多く、住民も旅人も活いき活きと行き交かっている。

　そんな中、露ろ骨こつに鬱うつ屈くつした仏ぶつ頂ちよう面づらを隠かくそうともせず、ルーイはひとけのない下町のほうへと足早に進んでいた。

　妙みように迷いのない足取りながら、すでに二度ほど道を間違えている。

「わっかりづらいんだよ、いつ来てもここは……！　発展すりゃいいと思ってんじゃねーぞバーロー……」

　口くち汚ぎたなくぐちぐち言いながら、同じようにしか見えない下宿屋群の中をうろつく──うちひとつにわずかな見覚えをみとめて、ルーイは小さくため息をついた。

　やっと着いた。

　嫌いや味みのひとつふたつくらいは覚かく悟ごしておかねばなるまい。

　カンカンと、鉄の階段をのぼって二階へたどり着き、手前のドアをノックする。

「師匠ー。ロゼルス師匠ー。ルーイです。来ましたー。……師匠？」

　返事がない。

　何度か呼びかけを繰くり返すが、梨なしのつぶてである。少々イラッとした。

「ロゼルス・オーリーに告ぐー。たとえどれだけ人間のクズでも、人呼びつけたくせして昼間っから寝ねてるとかは……、ありうるな。開けますよ！」

　ドアを開け、とりあえず部屋の中を眺ながめる。

　ガラクタの山、としか言いようのない物が、そこらじゅうにうずたかく積み上げられていた。木製の何か、金属製の何か、よくわからない何か製の何か。

　年季の入ったサビとホコリのにおいが、ルーイの鼻の奥をこする。

　このにおいは嫌きらいじゃないんだよな、とこっそり苦笑した。

　足の踏ふみ場もない、とまでは言わないが、踏み場が限定されている。そこにしか足を下ろしていない証拠だった。

　中へ入っていこうとすれば、そのルートをたどるより他ほかにない。

「ロゼルス師匠ー？　マジで寝てる？　それともいないんですか？……ったく。わざわざ魔力通信スペルテレグラム使って──」

「おせぇ……」

「うおおおっ!?」

　いきなりの声に跳とび退すさりかけ、部屋の状態を思い出して危あやうく踏みとどまる。

　続きの部屋──ガラクタ倉庫よりはいくぶんマシに片付いた空間で、のそりと人ひと影かげが動いた。床ゆかに直接寝ていたらしい。あるいは倒たおれていたのだろうか？

　上体を起こしたその男は、ぼさぼさの黒くろ髪かみをぐしゃぐしゃとかき回した。

「おせぇんだよ、テメー……呼んだらすぐ来いっての。何ちんたらしてんだ」

「すぐ来ましたよ！　『転移』の用意に三十分ぐらいかかるの知ってるでしょ!?」

「ああー……そうだ。そうだったー。死んで生き返ってもっかい死ぬほど才能ねーんだった、こいつ。やっちまったー……俺様基準で考えちまったぜ」

「ひっでえ」

　そう言いつつ、道に迷っていたことは胸の奥にしまいこむ。

　あぐらをかいた男──ロゼルスは、ハウスダストもなんのそので大あくびをかました。

　よれよれのシャツに、野や暮ぼったいジャージ。

　部屋履ばきのサンダルをつっかけた、見るからに覇は気きのない出いで立ちである。年中温暖なこの街で、なぜかストールを巻いている。

「一回も使えたことねーなー、お前ってやつぁよ。なんだ？　嫌いやがらせか？　師し匠しようへのテクニカルな嫌がらせか？　思いっきり泣いてほしいか？」

「俺が泣きたくなるかもとか、考えたことないんですか？　ないんですね」

「ない」

「で!?　『転移』魔術も比ひ較かくにならない、超ちよう絶ぜつ難易度のスペテレ使って！　西の果てから人呼びだした用は、いったい何なんですかね!?」

　うなじをがりがりかきながら、ルーイは裏魔術の師を見下ろした。

　難度がどうというよりも、魔力通信スペルテレグラムを行える術者は、大陸に四人しかいないとされる。

　うち一人が、ロゼルス・オーリー。

　かつては史上最高の魔術士と讃たたえられ、今現在は、

「いやほら、俺ニートだからよー」

　エルフのスラングでくだを巻く、ガラクタ部屋の主あるじとなっている男である。

「生活費がもう、カッツカツなわけよ。節約はめちゃめちゃ大事なわけよ」

「そうですね」

「月に一回、近所の市場が出血大セールを張るのは知ってるな？」

「まぁ、何度も何度も聞かされましたから、むりやり。そんなことにばっか魔力通信スペルテレグラム使って。……まさか、今日がまた安売りの日だったから、荷物持ち手伝わせたくて呼んだ、とかじゃないでしょうね？」

「……ただの安売りじゃねぇよ……」

　はい？　と半眼で聞き返すルーイに。

　ただでさえ悪い目つきをさらに尖とがらせて、ロゼルスが震ふるえ声を絞しぼり出した。

「あいつら……市場のやつら。卵一パック銅貨一枚なんつぅ、爆安セールを打ったまではいいけどよぉ。行ってビックリだよ……一人一パックまでだなんてよ!!」

「……はあ」

「悪魔の知ち恵えだ！　悪魔の知恵すぎるだろ!?　絶望しかねーじゃねぇか！　あいつら魔術士なら分身できるとでも思ってやがんのか!?」

「いえ、師匠が魔術士だってことも知らないと思いますよ、たぶん……」

「くっそー。あんなんナシだろー。ざけんなっつんだよ。俺が月々いくらで生活してると思ってやがんだ」

「相変わらず甲か斐い性しようがないですね……」

　一パックでも多く買いたいがため、大陸の端はしから弟で子しを呼びつけたということか。

　はあぁー、と今日いちばんのため息をつくルーイに、ロゼルスはがさがさと紙箱を取り出した。中に卵が入っているようだ。

「これ、そっちの床ゆか下したにしまっといてくれ。まだ氷入ってるか？」

「はいはい……えーっと、ないです」

「そうか。作っといてくれ。あ、床下のフタ閉めるときゆっくりな、下に響ひびいたら大家に超ちよう怒おこられっから」

「……氷作るの、二十分かかりますけど」

「うわあーそうだったーマジ才能ねー。砕くだけた氷ぐらい才能ねー」

「意味がわからないのに不気味に的確な……ええいもう。はいしまいましたよ！」

　フン、とロゼルスは小さく鼻を鳴らした。

　のそのそとベッドまで這はっていき、ガラクタの山を押しのけてごろりと寝ね転ころがる。

「泣きごとが小マシになったじゃねーか。ちっとは大人になったかね？」

「どうでしょうね。年はもう十八ですけど」

「まだ十八だろ。いいねー若さは！　自分さがししてるか？　おら言えよ、『今しかできないこと、毎日見つけたくって』って言えよ」

「言いませんよヤですよ。どこまでひねくれてるんですか」

「チッ。かわいくねー……自己満足やら自己肯こう定ていやら、バカがやるからこそ笑えるってのによ」




　──病気なんだから　しょうがないでしょ!!




　かつての記き憶おくが、チクリとルーイの胸を刺さした。

　ロゼルスにだけ、言わされてしまった台詞せりふである。

　魔術における師は圧あつ倒とう的てきに厳しく、想像を絶するような修しゆ行ぎようと罵ば倒とうの嵐あらしだった。口の悪さは今も変わらないが、しかし事実だ。

　仮にロゼルスが封精心症シールドハートを患わずらったとしても、並の魔術士以上の結果を出すだろうことは目に見えている。

　ルーイに才能がないだけ。

　ロゼルスが言うなら、それはそうなのだ。

「だからって、今よりもっとできなくても、俺はこうは堕だ落らくしないけどな……」

「なんか言ったか？」

「いえいえなんにも。あ、そういえば、イルちゃんは？　契けい約やく切れたとか？」

「切れるか！　テメー悪魔なめんなよ。イルは今──」

　ドアの開く音がして、ルーイは振ふり返った。

　小さな女の子が一人、部屋の中に入ってくる。

　背せ丈たけは、ルーイの胸にも届かない。赤い瞳ひとみに、おとなしそうな無表情。人形のように整った顔立ちで、着ているワンピースも小さな赤い靴くつも、とてもかわいらしい。

　しかし、まとう雰ふん囲い気きがどこか凛りんとして冷たく、異質な気配を感じさせた。

　極きわめつけには、背後の黒い羽。

　コウモリのような一いつ対ついのそれが、背中から生えている──わけではなく、背中のまんなかあたりに浮ういている。

　その羽をぱたぱた動かしながら、少女はルーイに片手を上げた。

「ルーイ。相変わらず」

「こんちは、イルちゃん。……イ、あ、あの？　相変わらず……何だろ？」

「失敬。相変わらず、元気そう。と言いたかった」

「そ、そっか。ああ、元気だよ」

　個性的な弟子たちにばかり会ってきたので、いささか勘かん繰ぐりが出ている自分が悲しい。

　もっとも、彼女──イルヒルヘイスは、ロゼルスの弟子というわけではないのだが。

「イル！」

　ベッドから飛び起きるロゼルスのもとへ、イルヒルヘイスがとことこと近づいた。

「どうだった!?」

「ロゼルス。すまない。作戦は失敗に終わった」

「っマジかあ～……！　ダメだったか！」

「イルの変へん化げは完かん璧ぺきだった。しかし、市場の人間の看破も完璧だった……」
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　肩かたを落としたロゼルスに、イルヒルヘイスが淡たん々たんと語る。

　見た目にそぐわぬ冷静さ。しかし、ふよふよと浮いているコウモリの羽が、気落ちしているかのようにしょんぼりと垂れていた。

　なんとなくかわいらしいやりとり。

　でもまさか、とルーイはまぶたを半分引き下ろす。

「ロゼルス師匠……イルちゃんに何させたんですか？」

「イルは悪くねえ！」

「わかってますよ、なんにも聞かなくてもそれだけはわかってますよ。どーせ師匠が悪いんでしょ」

「テメ、ふざけんな！　お前さえもっと早く来てりゃなぁ、イルが変化して二パックめの卵買いに行かなくてもすんだんだよ！」

　本当に何をさせているのだろうか。

　こちらを振り向いたイルヒルヘイスが、小さな口の中でむにゅむにゅと呪じゆ文もんを唱える。

　彼女の華きや奢しやな全身が、靄もやのように吹ふき出た漆しつ黒こくの闇やみに覆おおわれ──まばたきほどののち。

　下ぶくれの顔面に短たん髪ぱつくるくるパーマ、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるをひん曲げた水太りの中年女性へと変化した。

　これで、と鈴すずを鳴らしたようだった声も、口うるさそうなダミ声に変わっている。

「これで、買いにいった。すると、見破られた……イルちゃんでしょ、とまで言われた」

「そりゃバレるわ。サイズ変わってないし」

「っ!?　サイズ……うかつ。盲もう点てん。でもイル、身体からだの大きさは変えられない。ロゼルス、どうしよう。サイズ」

　いいんだ、とロゼルスが、やさしい笑え顔がおでイルヒルヘイスの頭をなでようとし──数秒黙もつ考こうしたあと、ジェスチャーで元の姿に戻もどれと指示する。

　すぐにかわいい女の子に戻ったイルヒルヘイスを、ロゼルスがひざの上に乗せた。

「イルはよくやった。がんばった。市場のオバちゃんたちに怒られなかったか？」

「怒られなかった。アメをもらった。おいしい。ロゼルスに一個あげる」

「おら見ろ、バカ弟子！　弟子じゃなくてもこんなにかわいんだぞ！　それに引きかえテメーはなんだ、この無能！」

「無能」

　イルちゃん？　とひとことたしなめつつ、ルーイはカバンから紙かみ袋ぶくろを取り出す。

　物を積み上げられすぎて傾かたむいているテーブルの端に、そっと置いた。

「そんなこったろうと思って、メロルディ師匠のとこから軍用レーションいただいてきましたよ。肉のやつ」

「ルーイ、俺はお前を誤解していたようだ。成長速度を見誤っていた。よく見ると後光すら、うおっ、ま、まぶしい……さすがは俺様唯ゆい一いつの弟子、か……」

「ちゃんとイルちゃんにもあげてくださいよ。それじゃ」

　背を向けかけたルーイを、待て、とイルヒルヘイスが呼び止める。

　くんくん、と小さな鼻を動かし、レーションの匂においでもかいでいるのかと思ったが。

「聖魔天アーテイ遺物フアクトの……ニオイがする」

「ッ!?」

「ルーイは、ロゼルスに用がある。ゆえに、今回の呼び出しには応じた。だろう？　なぜ帰る？」

　確かにこれまでも、ロゼルスからは何度も呼びだされていた。月一で。

　もしかすると、そのたびにイルヒルヘイスが不幸を被こうむっていたのかと思うと、いささか申し訳ないけれど。

　彼女は悪あく魔まである。

　かぎつけられることを予想すべきだった。

（とはいえ……聞いてしまいたい気持ちもあったから、来たんだろうな、俺も）

　再びカバンを開け、ルーイは聖魔天アーテイ遺物フアクトを取り出す。

「これが、何なのか……師し匠しようにお聞きした、く。て」

　ロゼルスの顔色が変わる瞬しゆん間かんを、ルーイははっきりと目もく撃げきした。

　しばしの間、沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　小首を傾かしげているイルヒルヘイスを、ロゼルスは両手でひざの上からおろした。

　ゆっくりと──不気味なほどゆっくりと立ち上がり、そして。

　爽さわやかな笑みを浮かべる。

　まるで春の日の草原に吹き渡わたる風のような。

「それが……なんだって？　ルーイくん」

「い、いや……どんな効果で、どうやって使うのかもわからないから、調べてるだけで」

「そうかい。それはまったく何の価値もない、ゴミクズ同然の聖魔天アーテイ遺物フアクトだよ。師匠が捨てておいてあげよう。ほら、かして」

「嫌いやです」

　じり、とルーイは後ずさった。

　その分だけ、ロゼルスが距きよ離りを詰つめてくる。

「どうしたんだい？　そんなのいらないだろ？　処分するにも困るだろうから」

「困りません。これ、どういうアイテムなんですか」

「だからゴミだって。クズだって。かさばるだけの不良品だって」

「売ったら、いくらぐらいに？」

「大金貨五千はかてぇな」

「めちゃめちゃ価値あるじゃないですか！　嫌ですよ渡しませんよ！」

「んだと!?　師匠がよこせっつってんだから、黙だまってよこしゃいいんだよボケ！」

「嫌だあ！　うわあああああ！」

　なりふり構わず奪うばいにくるロゼルスから、ルーイは聖魔天アーテイ遺物フアクトを守った。

　といっても、抗あらがって抗いきれるものではない。腹にかばうように抱だきこんで、ただただ床ゆかに体を丸めるのみである。

　チッ、と舌打ちするロゼルスの服を、イルヒルヘイスが引っ張った。

「ロゼルス。あまりドタバタすると、大家さんに怒られる」

「くっ……そうか。大家にゃ勝てねーからな。家賃上げられちゃかなわねー」

「あれ、イルも見たことある。なにかの法術書で読んだ」

　丸く伏ふせたまま、ルーイは顔を上げた。

「ほんとに!?　イルちゃん、その本どれ!?」

「ほんと。でも本はもうないはず。ロゼルスがお金に困って売った」

「このダメ師匠があああああ!?　甲か斐い性しようなしにもほどがあるわ！」

「同じ絵が本に載のっていた。確か……名前は……なんだった？　ロゼルス」

　さぁなー、とロゼルスがそっぽを向く。

　イルヒルヘイスが聞いても答えないということは、本気で教える気がないのだろう。

　しかしやはり、法術書に載っていたのだ。

　姿勢的に土下座するような感覚で、ルーイはイルヒルヘイスを拝みこむ。

「イルちゃん、なにが書いてあったか覚えてないか!?　どんなことでもいいから！」

「……イルは、悪魔。ロゼルスと契約している、【朧おぼろ月づき夜よの悪魔】イルヒルヘイス。悪魔は、記憶力もすごい」

「おお……！」

「でも覚えてない」

　床で顔を打つルーイに、イルヒルヘイスの声が少し沈しずんだ。

「ルーイ、すまない……イル、まだ子供だから……」

「い、いや……いいんだよ。ぜんぶ、そこのクソニートが悪いんだから……」

「でも、少し思い出した。売られた本に、そのささくれたブーメランみたいな聖魔天アーテイ遺物フアクトの絵と、ヒビの入ったマルの絵が描かいてあった……はず」

「ヒビの入った、マル……？」

「使い方が、確か……そのささくれの部分を、引く、とかなんとか」

　Ｌ字の道具の谷折り部分にある、小さな突とつ起きのことだろうか。

　ルーイは迷いなく、突起部分に指をかけ、引いた。

　カチ、と小さな音。

　指を離はなすと、すぐさま突起が元に戻る。

「何も……起きないな？」

「テ、テメ、このバカ弟で子し……何か起きたらどうするつもりだったんだコラ！　お前な、聖魔天アーテイ遺物フアクトってのはな、たまにむちゃくちゃヤバいやつも──」

「だったらなんで教えてくれないんですか、師匠」

「あ？　おめーが何に使うつもりか、言わねーからじゃねーか」

　そう言われてしまうと、返す言葉もない。

　確かに聖魔天アーテイ遺物フアクトは、みだりに扱あつかっていいものでもないだろう。

　対セリス用に、使えるかどうか。

　それを言えば、なるほどロゼルスは教えてくれるかもしれない──だが。

「……、待てよ？」

「ん」

「ヒビの入った、マル……マル」

　ルーイは室内を見回した。

　積み上げられた有う象ぞう無む象ぞうの山は、ときに彼の身長よりも高い。

　しかしよくよく見れば、ホコリをかぶったガラクタに思えるすべてが魔法術具マジツクアイテムである。

　凡ぼん百ぴやくの魔術士たちが、のどから手が出るほど欲しがる貴重品の群れだ。

　それらの中からどうにか紙とペンを発はつ掘くつし、ルーイは絵を描きつけた。

　真円が、真上からぎざぎざに裂さけ、ふたつに分かたれようとしている絵。

「イルちゃんが見たやつって、これ？」

「これ。まさしくこれ」

「……【破られた太陽】だ」

　イルヒルヘイスがまた小首を傾げる。本当に人形のようで愛らしい。

　彼女がヒントにくれたのは、古代の人間たちが壁へき画がに記した文字だ。

　神魔四法術が発達した現代、滅めつ多たに見られるものではないが、化石級のアイテムに彫ほりつけられていることもある。【破られた太陽】は、そのひとつ。

　邪じや神しんを意味するものである。

（師匠の反応も……ヒントだぞ。聖魔天アーテイ遺物フアクトには、確かに危険すぎる物もあるんだ）

　仮にこの木製道具が、使い方を誤れば街ひとつ消し飛ばすようなものであるとすれば、ロゼルスのリアクションはおかしい。

　すぐに取り上げようとするはずだ。さすがに。いくらニートでも。

　何のために使うのか。つまり、目的次し第だいでは使える物。

　突起物をただ引いただけでは、何も起こらない──

　ルーイは、カバンに聖魔天アーテイ遺物フアクトを突つっこんだ。

「お……俺、もう行きますね！　イルちゃん、いろいろありがとう！」

「？　うん」

「ロゼルス師匠お元気で！　それじゃ！」

　だだっと部屋の出口へ向かい、ルーイはドアノブに手をかけて──思い直して、部屋を占せん拠きよするガラクタ軍団のすみへと戻った。

　両手の指を組み合わせ、じっと精神を集中する。

「イル……よく見ておけ」

　黙っていたロゼルスが、イルヒルヘイスの肩かたにそっと手を置いた。

「あれが、カッコよく立ち去ろうとしたものの、『転移』の準備にひまかかること忘れてて、結局『それじゃ』のあと三十分ほど立ち尽つくすはめになるアホの姿だ」

「うるせえー!?」

「法術力さえありゃ、一分で準備できる術だからなー？　話が終わるちょっと前から魔ま術じゆつ陣じんつくりはじめて、用が済むと同時にパッて消えるのがカッコいいんだぞ？」

「懇こん切せつ丁てい寧ねいに解説すんなチクショー！　イルちゃんもうんうん頷うなずかないで!?」

　へ、と鼻で笑ったロゼルスが、男泣きするルーイの前に立った。

「なにかしら思いついたみてーだけどな。俺もちっとばかし推理してみたぜ」

「な、なんでしょうか……」

「お前、あの女とモメてんだってな？　セリスと」

　ギクッ、と頰ほおが引きつるのを自覚する。

　その反応だけで充じゆう分ぶんだったのか──ロゼルスの周囲に、黒く輝かがやく魔術陣が現れた。

　ルーイが今、全身全ぜん霊れいでつくりあげているのと同じもの。

「西の果て、っつってたよなぁ？　そっち方面にいるわけだ、現在大陸最大の賞金首さんは。ふーん……」

「い、や、そ、そうとは限らないですけどぉ……!?」

「なーによけいな気ぃ回してんだよ？　昔なじみだから、ちょっと顔見に行こうってだけじゃねーか。……でもやっこさん、ずいぶん暴れてるみてーだなぁ？」

「まぁ、はい、いつも通りに……」

　ロゼルスの口元に浮うかんだ、邪神でも嚙かみ殺しかねない薄うす笑えみを見て。

　ゾッと背筋に走った予感を、ルーイはどうしても否定できなかった。

「ケガのひとつも、しててくれりゃいいなぁ……」

「いやいやいや師匠マジでいやいやいやいやいや!?」

「はーっはっはっはっはっ！」

　クォン、と時の鳴る音を残して、ロゼルスの姿がかき消える。

　ルーイはのどの奥でうめいた。想定された最悪の事態である。

　だからここには来たくなかったのだ！

「ロゼルス……カッコいい消え方、やってくれた……」

「いや今のはそーゆーんじゃないでしょ！……って、あれ、イルちゃん？　師匠といっしょに行かないの？」

「行く。あとで。追いかけられる」

「ああそう。さすが……、え、な、なに？」

　ロゼルスのベッドへ向かったイルヒルヘイスが、何かを手にして戻もどってくる。

　先せん端たんの曲がった木の棒。孫の手である。

　これほどロゼルスに似合うアイテムもないが。

「イルは、悪魔。ロゼルスといるときは、ロゼルスのことが大好きな悪魔」

「う、うん……照れずに言っちゃうんだね、イルちゃん……」

「ロゼルスがいないときは、ただの悪魔。だから、悪魔っぽいことする」

「へ？　い、いや、ちょっとそれは、やめぅひゃははははははっ!?」

　孫の手で脇わき腹ばらをくすぐられ、ルーイは派手に身もだえた。

　集中が保てない。『転移』の術がブレる。

　三十分どころか、もっと時間がかかってしまう。

「ロゼルスはぐーたらだから、三十分だとルーイに見つかる可能性がある。ロゼルスが身を隠かくす時間をつくる。イルは契けい約やく悪魔の鑑かがみ」

「だ、だからってこんな、ちょマジで、ほんとマジで！　あああひざ頭がしらは！　そっちのが感じる！　らめえ！」

「てりゃてりゃ」

「こ、この悪魔あああああ!?」
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　これほど一日を名残なごり惜おしく思うのは、ジャンにとって初めての感覚だった。

　朝、いたずら心のままに広場を抜ぬけ出し、橋の下で魚でもとろうかと思っていたら、かわいくてやさしくておっぱいがでっかいミレーナが歩いていくのを見かけた。

　街の外まで追いかけてみると、危ないと言ったのに、森の近くで魔物に襲おそわれた。

　驚おどろいたけれど、ミレーナが守ってくれた。

　魔法の光がすごくてきれいで、戦うときにおっぱいが揺ゆれていた。ミレーナに見とれながら生きられたなら、どんなにかすばらしいだろうと思った。

　魔物は、ミレーナの師し匠しようだという赤い女が倒たおした。

　美人だったが、ミレーナより長く生きていそうだったから、おばさんと言った。するとなぜか怒おこった。その胸は平たかった。

　でも目の前で、ミレーナのおっぱいをもんでくれたのは、すごかった。

　とても、すごかった。

　三人で焼きリンゴを食べたあと、赤い女は森に消えていった。

　ここで会ったことは誰だれにも言うな、と赤い女はジャンに言った。たとえ家族にでも言ったら、日が暮れるまでミレーナのおっぱいをもむと。

　言ってしまおうかと思ったが、ジャンには家族がいない。

　それに、ミレーナが泣くかもと思ったので、言わないと約束しておいた。

　夕暮れの帰り道、ミレーナは街まで手をつないでくれた。

　ミレーナはジャンのことを門番に話すつもりだったようだが、直前で手を振ふり払はらって逃にげ出してやった。

　門番や兵士に目をつけられたら、面めん倒どうなのでいけません。

　そういうふうに言われているし、見つからないようにするほうがおもしろい。

　防ぼう壁へきに開いた穴（赤い女が開けた）からこっそり街に戻り、裏路地を抜ける途と中ちゆうで。

「うええええん……」

　小さな泣き声を聞きつけて、ジャンは足を止めた。

　石いし畳だたみの道の暗がりで、女の子が一人うずくまっている。

　ジャンが前に立つと、彼女は顔を上げた。涙なみだと鼻水で汚よごれているが、かわいらしい顔立ちの幼い子だ。いっしょに遊ぶと、楽しいかもしれない。

　に、とジャンは笑いかけた。

「どーした？　かなしいのか？」

「……と……ともだちと、はぐれちゃっ……」

「はぐれた？　そっかー。はぐれちゃったか……」

　自分も、ミレーナとはぐれたら悲しい。泣くというのはよくわからないが、切ない。

　ジャンは少女の手を握にぎった。

　立ち上がる彼女に、もう一度笑いかける。

「じゃーさ、オレがともだちだ！　かなしくないだろ!?　そーだ！　いっしょにカクレガ行こうぜ！」

「か……かくれがー……？」

「カクレガ！　すげーんだぜ、なんでもあるんだ！　ボールもあるし、釣つりもできるし、それに──」

　ふと気配を感じて、ジャンは振り返った。

　夕暮れの路地を、影かげがふさいでいる。

　人間の大人よりはるかに大きな、毛むくじゃらの体たい軀く。生え並んだ牙きばと、こぼれ落ちるよだれの合間に聞こえる、獣けものの吐と息いき。

　狼おおかみの魔物が、小さな子供たちを見下ろしていた。

「ひっ……」

　少女が息を詰つまらせる。震ふるえもできないほど、驚いている。

　ジャンも驚いていた。

　ここは街の中なのに。

「どうして……」

　魔物の手が伸のびてくるのを、ジャンはきょとんとしたように、ただ見つめていた。
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　アラル公国に戻ったルーイは、全力でロゼルスをさがしたが、見つけられなかった。

　魔力通信スペルテレグラムや『転移』の魔術の痕こん跡せきをたどることは、普ふ通つうの人間にはできない。イルヒルヘイスは得意としているようだが、悪魔など例外中の例外だ。

　出がけにミレーナが不ふ機き嫌げんだったことを思い出し、焼きリンゴを買って宿に帰る。なぜかミレーナは微び妙みようそうな顔をしたが、機嫌は直っているようで助かった。

　一夜明け、翌日。

「んーと……あそこか」

　通りを急いでいた足を、ルーイはひと呼吸の間だけ止めた。

　昼時には、まだいささか早い頃ころ合あい。

　首都の街にやはり子供の影はなく、行き交かう人々の足取りもやや重い。

　そんな中、今日の営業をはじめている店──街の小さなパン屋さんを見つけて、ルーイはつま先を向ける。ドアをくぐると、控ひかえめないらっしゃいませが聞こえた。

　夜の間にロゼルスを見つけることは、まさしく至難の業わざである。

　本気で身を隠されたら、たとえ公国の軍隊を動員しても、しっぽをつかめるかどうか。

　しかし日がのぼり、昼間になったなら。

「試食をあさりに現れる、ってわけだ……」

「むぐっ!?　バカ弟で子し!?」

「どっちがバカですか!?　予想通りすぎて泣けてくるってんですよ！」

　口いっぱいに試食のパンを詰めこんだロゼルスが、不必要なほど鋭するどく身構える。

　傍かたわらのイルヒルヘイスが、小さな手をあげて挨あい拶さつした。

「ルーイ。昨日ぶり」

「あ、ああ、昨日ぶり。イルちゃん、ちょっとこっち来てくれる？」

「え。あ。ルーイダメ。イルの手を握っていいのはロゼルスと、市場のおばちゃんと、大家のおばあちゃんと、大きいほうの公園の……けっこういた。あーれー」

　ロゼルスをむりやり動かそうとしても、動いてくれるわけがない。

　イルヒルヘイスをパン屋から連れだし、人通りの少ない道みち端ばたに移動して、しばし。

「ったくよー。お師匠様の朝メシ兼けん昼メシ兼ひょっとしたら晩メシも兼かねるひとときを、無才能で無実力なろくでな弟子が邪じや魔まするとはよー。世も末だな」

「指折りの魔術士がパンの試食で食いつないでることのほうがよっぽど末です」

「んだよ、そんな悪口誰に習ったんだ？　ミューリーか？」

「あの人、言葉責めはともかく悪口あんまうまくないですよ」

　そんなことより、とルーイは目つきを改める。

　いまだしつこく、持ち出してきたパンの端はじっこをかじっているロゼルスに、

「おかしなことしないでくださいよ、お願いですから。今この国、かなり微妙なとこなんです」

「おかしなことってなんだよ？」

「不必要な騒そう動どうとか、不必要ないざこざとか、不必要な暴力沙ざ汰たとか」

「なにもかも俺には無関係じゃねーか」

「逆にお願いですから、もうちょっと世間と関係してください……」

「お、ほれバカ弟子、俺様に関係あるっつったらあーゆーのだ。なんだ、焼きリンゴだ？　やっぱ田舎いなかにゃ田舎くせーもんがあるなぁ。なぁ。なぁ？」

　ぎりぎりと奥歯を嚙みしめながら、ルーイは銀貨を一枚差し出した。

　疾しつ風ぷうのごとく焼きリンゴの屋台へと駆かけてゆくロゼルスを見送り、大きく肩かたを落とす。

「くそぅ……！　わかってたけど。わかってたけど、ここまで制せい御ぎよの利きかない師匠はいないっ！　これでお尋たずね者だったら、セリス師匠以上のどうしようもなさだ……！」

「だいじょうぶ？　泣かないで、ルーイ」

「ああ、ありがと、イルちゃん……」

「銀貨、ありがとう。ロゼルスが一時間アルバイトしないともらえないお金。だから一時間は、イルがルーイにやさしくしてあげる」

　悪魔のほうがはるかにいい子である。なぜこうもこの世はままならぬのか。

　いや、とルーイは考え直した。

　一時間、やさしくしてくれる。

　それはすなわち、一時間の間はイルヒルヘイスが質問に答えてくれる、ということだ。

　悪魔は、神々よりもずっと、人との契約を重んじる。

　ロゼルスが軽い気分でせびった銀貨をなにがしかの対価と捉とらえ、自分が代わりに果たそうとしているのだろう。

　にゃーにゃーと、猫ねこにじゃれつかれているイルヒルヘイスの頭をなでた。

「イルちゃんはほんっといい子だね……！」

「ルーイダメ。イルの頭をなでていいのはロゼルスと、駄だ菓が子し屋のおねえさんと、お肉屋のおじちゃんと、ガラクタ置き場の……けっこういた」

「イルちゃんも、あとで焼きリンゴ食べようね。猫師匠もはい、燻くん製せい肉どうぞ」

「猫かわいい。魔界にはいない」

　イルヒルヘイスといっしょにしゃがみこみ、なでなでと猫の毛並みを愛めでる。

　基本的に、ロゼルスのことを嫌きらっている存在を、イルヒルヘイスは嫌う。

　猫師匠たちとロゼルスの間あいだ柄がらは、なかなか良好ということか。それこそなにも関係ない可能性も高いが。

「……ロゼルス師匠は、本気でお金を稼かせぎにきたのかな？」

「それは本気」

　ルーイの呟つぶやきに、あっさりとイルヒルヘイスが頷うなずく。

「一いつ攫かく千せん金きんのにおいがする。ロゼルスは、そういうの大好き」

「千金っていうと……やっぱり、セリス師匠の賞金？」

「それはわからない。イルは違ちがうと思う。【紅ぐ蓮れんの魔法使い】、千金が万金でも労力に見合うかどうか」

「そっか……」

　ルーイは胸中で安あん堵どの息をついた。

　師匠同士のいざこざに、弟子が介かい入にゆうすることはできない。

　ルーイの勝手なルールなどではなく、全国共通の常識である。師匠が敵同士なら、弟子たちも敵同士。

　複数の師匠を持つルーイのような者は、しばしば頭を悩なやまされる問題だ。

　百もの師匠に師事していれば、折り合いが悪い者も当然いる。セリスとミューリーなどは最たる例である。傍ぼう観かんを貫つらぬけばいいとはいえど、師匠も人なら、弟子も人。

　ロゼルスの、セリス狙ねらい発言が本気でないのなら、それに越こしたことはない。

（よかっ……待てよ？）

　猫に肉をやりながら思い直す。

　ならば、一攫千金の狙い目とは、なんだ？

「この……街の、いやアラル公国について、ロゼルス師匠、どこまで知ってるのかな？」

「子供がいなくなってる、って」

「う」

「国宝のなんちゃら像を、【紅蓮の魔法使い】がかっぱらった、って。あ、違う。像についてた魔ま宝ほう石せきをむしってった、って」

「うう……昨日の今日で、いったいどうやって。新聞屋に払う金もないだろに」

　それがロゼルス・オーリーである。理り屈くつに当てはめて考えるのは危険だ。

　しかしこうなると、いよいよ行動予測が立てづらくなってくる。

　レアな魔術アイテムを切り売りして生活しているほどヒキニートなロゼルスが、サンダル履ばきのまま大陸の端はしまで遠えん征せいして、なにを狙っているのか──

「……。イルちゃん。イルちゃんにいくらぐらい払えば、ロゼルス師し匠しようボコボコにして縛しばり倒たおしてくれるかな？」

「お金の問題じゃない」

「ほ？」

「イルにはそんなことできない。魔王に頼たのまれてもできない。イルがロゼルスに感じているのは、そう……愛……」

　さいですか、とげんなりうめくルーイに、

「兄様ぁーっ！」

　切せつ迫ぱくしていながらのんびりした響ひびきの、耳慣れた叫さけびが聞こえた。

　道の向こうから、ミレーナが駆けてくる。

　どてどてと、土を蹴け立たてた不格好な走りかただ。これでそれなりに速度が出るのだから不思議である。その動き通り、大変に慌あわてている様子だった。

　もしかすると、一度転んだのかもしれない。小こ脇わきに抱かかえられたぬいデビぐるみドルが土に汚よごれている。

「兄様！　兄様いた、兄たま！」

「あにたまて」

「大変なのです！　大変、もう大変で、猫師匠と遊んでる場合じゃっ……、あ、あれ？　あーっ！」

　イルヒルヘイスを目まの当たりにして、ミレーナが表情を輝かがやかせた。

　彼女も、ルーイと手分けして、公園のほうをメインにロゼルスたちをさがしてくれていたのだ。当然顔見知りである。

「イルちゃんだー！　わあ、久しぶりです、久しぶりなのですっ」

「ミレーナ。久しぶり。また大きくなった？」

「はわ？　えへへ、背はなかなか伸びないのです。悩みの種というか」

「そう……。そっちではないけれど」

「イルちゃんは、相変わらずちっちゃくてかわいいのです！　ぎゅーしちゃうのです！」

　じゃれ合う二人を、待て待てとルーイが分ける。

「感動の再会はいいけど、なにが大変なんだ？　ロゼルス師匠も見つけたぞ」

「あっ。そ、そうなのです、兄様！　あの、あの、子供が！」

「子供が？」

「子供がまた、おうちに帰って来ないそうなのです！」

　杖つえとぬいぐるみとイルヒルヘイスを抱だきしめ、力んだ声で告げるミレーナに。

　はからずも、ルーイは小さく笑った。

　きたか。

「きっと例の事件なのです！　昨日、何人かで広場から抜ぬけ出してたらしくて！　実はわたしも、ジャンくんといっしょにお師匠様に……！」

「ジャン？　誰だれだ？」

「ジャンくん、あの、えと、広場であの、兄様にジジイって言った子」

「あー。すげーな、一発で思い出せた。悪口って言われたほうが覚えてるもんだな……、で、いなくなったのもそいつか？」

「あ、いえ！　女の子なのです。今、兵士さんたちがさがしてます」

　おそらく、見つからないだろう。

　ミレーナの言う通り、例の誘ゆう拐かい事件と同じ流れになるはずだ。

　猫を抱っこしたままミレーナに抱っこされ、イルヒルヘイスがルーイに小首を傾かしげる。

「ルーイ、なぜ笑う？　悪い顔になってる。ロゼルスみたい」

「え？　あっ！　ほんとだ兄様、なんで笑うのですか！　なにもおかしくないのです！」

　いやまぁな、とルーイは口元を手で隠かくした。

　確かにおかしいことではない。

　しかしここしばらく、海千山千の師匠連中に翻ほん弄ろうされっぱなしだったのだ。

　少しばかり、自分の読み通りのできごとが起こってくれて──つい気がゆるんでしまうのは、致いたし方ないところだろう。

　すなわち。

「今夜だよな」

「うおっ!?」

　上から降ってきた声に、思わずおののく。

　焼きリンゴを豪ごう快かいにムシャつきながら、ロゼルスが見下ろしていた。

　普ふ段だんから猫背なので目立たないが、こうして並ぶとよくわかる長身。無む駄だのない筋肉と物もの腰ごしに裏打ちされた貫かん禄ろくから、にぃと小さな笑えみが放たれる。

　悪い笑顔とは、こういうもののことだ。

「ロゼルス様！　お久しぶりなのです、ミレーナ・アルマティスです」

　おう、とミレーナに応こたえるロゼルスに、ルーイは体の正面を向けた。

「師匠……今夜って、何のことです？　何を考えてるんですか」

「ひとつだけ講義してやるよ、バカ弟で子し」

「……！　はい」

「行動力は武器だ。バカには都合のいい武器だ。けどな、バカのまま死んでも、誰もほめちゃくれねー。諸もろ刃はの剣つるぎの片かた刃ばを潰つぶすんだよ。それで誰かが損をしたとしてもな」

　息を止めて聞き入り、ルーイは生つばを飲んだ。わからない。

　行動力は、諸刃の剣で。

　自分にとっての、武器である。

　その、片刃を潰す、ということは？　それで誰かが損をする、とは？

（いや。……わかる。わかってる）

　唐とう突とつに急所を貫かれ、わからないふりをしたがっているだけだ。

　自分には行動力しかない。

　そこに手を入れることを、覚かく悟ごを加えることを怖おそれ、逃にげ出したがっているのだ。

　しかし。

「……肝きもに、銘めいじておきま──」

「お前」

「は、はい！」

「もう、もんだか？」

「……、はい？」

「アレだよ、アレ」

　小声でぼそぼそ呟いたロゼルスが、視線の動きで訴うつたえる。

　見やった先には、ミレーナがいた。

　正確には、イルヒルヘイスのうなじに押しつけられてやわらかに変形している、ミレーナのたわわな実りがあった。

　ルーイののどからうなり声がもれる。

　マジメのかけらを見せたかと思えば。

「何をほざき立ててるんですか、いったい……！」

「いやお前、アレはどーなんだよ？　昔から片へん鱗りんはあったけどよ、あの顔でアレはスゲーわ。お前がもんだからか？」

「んなわけないでしょーがっ……やめてくださいよ！」

「ハア？　マジで？　いっしょに旅しててマジで？　お前だいじょうぶかよ男として。俺ロリコンじゃねーけど、正直アレはもみたい」

「いや師匠はロリコンでしょ。イルちゃんひざの上に乗せといて、今さらなにを──」

　ゴス、と脳天からかかとまで突つき抜けるチョップの衝しよう撃げきに、ルーイはうずくまった。

　じわじわ響いてくる痛みを、奥歯を嚙かんでしのぐ。

　さすが魔術に加え、体術の師匠でもあるロゼルスの一いち撃げき──無駄に勉強になる。メロルディの硬かたく速い攻こう撃げきとは、また違った重みである。

　にゃー、と猫ねこ師匠に構われて顔を上げたときには、ロゼルスの姿はなかった。

　イルちゃんも行っちゃいました、としょんぼりしているミレーナの手を借り、ふらふらと立ち上がる。

「と、りあえず……今夜だ」

「今夜なのですか」

「ああ」

　セリスが動くまで待つのも手だったが、誘拐が再開されたならしかたがない。

　ズボンのベルトに差しこんだＬ字形聖魔天アーテイ遺物フアクトを意識して、ルーイは頷いた。

「今夜、なんとかしに行こう」
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　いつもよりたっぷり食事をとって、ついでに夜までぐっすり眠ねむって。

　月光が白々と照らす中、ルーイたちは城へと向かった。

　あいにくの満月である。光がないほうがありがたかったが、致し方ない。

「城門までの橋の下を普ふ通つうに通れるから、そこから近づこう。いくつか塔とうがあるけど、逆に城門の真横を登ったら塔からは見えづらいから。見張りが交こう替たいする時間に合わせて、城の中に入るぞ」

「こんな簡単でいいのです!?　お城なのに!?」

「半要よう塞さい、半宮きゆう廷ていってとこだからな、この城。それにここ、基本的にザルいんだよ。他ほかならぬ宰さい相しようが嘆なげいちゃうくらいには」

　本当に警備網もうは穴だらけだった。

　普段より人は多く配置してあるのだろうが、セリスのことしか警けい戒かいしていない。

　それほど恐おそろしい経験だったということか。しかし、敵がいつでも正面から来るわけではないことは、もはや常識以前の問題である。

　城じよう壁へき沿いに移動して、火を落としている厨ちゆう房ぼうにネズミとともに侵しん入にゆうする。

　はわわわネズミさん、と慌あわてるミレーナの口をふさいで、ひとけがないのを確かく認にんした。

「うーん……さすがにここじゃなかったか。こっからはちょっと勘かんだな」

「ここ？」

「子供たちが監かん禁きんされてる場所への入り口だよ。たぶん、一階か二階にあると思うんだけどな」

「へ!?　こ、子供って……いなくなってる街の子たちですか!?　お城にいるのです!?」

「十中八九、ここの地下にいる。間ま違ちがってても謝らない」

「謝りましょう間違ってたら!?」

　まぁでも、と厨房の扉とびらを開け、ルーイは薄うす暗ぐらい廊ろう下かを見回す。

「目星はついてるんだけどな。ミレーナ、デビドルくん背負っとけ。むしろよくここまで抱かかえてこれたなすごいなおまえ」

「し、指示するかツッコむか、どちらかにしてほしいのです……。目星っていうのは？」

「ホボルソンの自室だ」

「あ……なるほどです。で、でも、本当に宰相様って悪い人なんでしょうか？　それにどうして、子供たちが地下にいるってわかるのです……？」

「いろいろともかくとして目先だけ言うとだな。えらい人って城のどこにいる？」

　はわ？　とミレーナが目線を上げて考えた。

　一いつ瞬しゆん、夢見るような色がその大きな瞳ひとみをよぎる。

「えっとー……奥の塔ですとか……豪ごう華かな別館ですとか。住んでみたいのです！」

「ホボルソンは、この城の一階に部屋を持ってる」

「え？　ちょっぴり意外なのです」

「もちろん本宅は城の外にあるけど、倉庫同然でほとんど帰ってないらしい。それがまたホボルソンの精勤ぶりの評価に繫つながってるって話だが、悪いやつがそんなことする理由はひとつだ」

「いやあの、だから、どうして宰相様が悪いと──」

「城のほうの部屋に、なにか秘密がある。具体的には、地下一階より下に降りる手段が、一階の部屋に仕込んであるんじゃないかってな」

　城の内部は、外よりも手て薄うすだった。

　歩ほ哨しようがほとんどいない。となれば、下手にこそこそするより、いるべき者として堂々と振ふる舞まうほうが上策である。

　事情を心得ていそうな相手にだけ出くわさないよう注意し、つかつかと通路を進む。

　松明たいまつの灯あかりが照らす中、唯ゆい一いつ二人の兵士が守っている扉を見つけた──ホボルソンの、執しつ務む室兼けん居室。こちらに顔を向けた兵士が、怪け訝げんそうな顔をする。

「銀プラ天チナ変シヤ神ーマ法ニー、雷光ゲート瞬ライ線トニ烈ング」

　彼らが何か言うよりも早く、ルーイの法術が通路を駆かけ抜ぬけた。

　銀の閃せん光こうをともなった稲いな妻ずまの一撃を受け、兵士たちが声もなく倒たおれ伏ふす。

　やれやれ、とルーイは肩かたを落とした。

「便利だと思うべきなのかね、力が弱いのも。まともに食くらったら死ぬレベルの神法で、ほどよくしびれて気絶してくれるんだもんなー……」

「というか、も、もう後あと戻もどりできませんですね……」

「そんなつもりは最初はなからないぞ」

　と言いつつ、ルーイは通路を戻もどり、曲がり角に身を隠かくす。

　異状に気づいたホボルソンが出てくるようなら、やりすごして部屋に入るつもりだったが──そういった気配は、ない。いないのか、それともこの時点で罠わなか。

　聖魔天アーテイ遺物フアクトを取り出し、ルーイは覚悟を決めた。

「今夜の計画はな、ミレーナ。ホボルソンの悪事を暴あばき、正義の名のもとに成敗しつつ、どさくさに紛まぎれて突とつ撃げきしてくるだろうセリス師し匠しようをなにげに捕ほ獲かく。俺たちの旅はハッピーエンドってな寸法だ」

「め、めちゃくちゃだと思うのです……お師匠様がいらっしゃらなかったら、どうするのです？」

「リエリスの女め神がみ像をエサにおびき寄せて、来たら目の前で壊こわす」

「対お師匠様に命賭かけすぎなのです。今さらですけど」

「そのぐらいの覚かく悟ご、決めたか？」

「……はい」

　よし、と頷うなずいて、ルーイは通路を走った。

　ホボルソンの部屋のドアを開け、踏ふみこむ──果たして中には、誰だれもいない。

　ぱたぱたとせいいっぱい駆けてきたミレーナを入れ、ドアを閉めた。

「ミレーナ、結界だ」

「はあ、はう、へっ？」

「部屋に結界張れ。死ぬほど簡単なやつでいい、ヤブ蚊か殺すのとかそんなんで。急げ！」

「は、はいです！」

　目を閉じて集中したミレーナが、両手で構えた杖つえの先せん端たんで床ゆかを衝つく。

　白い光が波は紋もんのように広がり、床を、壁かべを、天てん井じようを這はい進んで、結界を完成させた。

　ルーイはじっと、彼女の生んだ力の流れを感じ取り──やおら、壁かべ際ぎわの本ほん棚だなに向けて手のひらをかざす。

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ、暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン」

　赫あかい光が集束し、轟ごう音おんとともに本棚を吹ふき飛ばした。

　立ちこめる煙けむりの中、気分がいい、と思う。

　セリス直伝の魔ま法ほうならば、自分でもこの程度まではできるのだ。

　しかし、一撃で山の形を変えたり、湖を干ひ上あがらせてしまったり。その有ゆう為い無む為いにこそ議論の余地はあるものの。

　できたなら、どれほど気持ちがいいだろう。

（……やめよ）

　小さく首を振り、頭を切り換かえる。

　今は、本棚があった場所に口を開けた、地下へ続く隠し階段をどうにかすべきだ。

「本棚の後ろ、って……もうちょっと凝これよな」

「あ、あの、兄様、なんだか手慣れすぎてないですか？　結界を利用して隠し扉を暴くなんて、わたし初めて見ましたですけど……」

「おいおい、こんなの町内会で習うぜ？」

「絶対ウソなのです！」

「決して指名手配中の大おお泥どろ棒ぼうが師匠ってわけでは」

「わたしは兄様の過去を知らなさすぎるのですー！」

　ともかくも、ルーイたちは階段に踏み入った。

　魔術の灯りを先行させ、延々と続く石段を下りていく。先ほどの爆ばく発はつで、さすがに人が集まってきているだろうが、むしろ望むところである。

　女神像がこの先にあることを、ルーイは知っている。

　そこで行われていることが、まともであるわけはないのだ。

「兄様……おかしいのです」

　後ろをついてくるミレーナが、小声で呟つぶやく。

「法術力の濃のう度どが上がっていきます。いえ、これは……法術力というより……」

「魔力だな」

「はいです。まるで魔界に迷いこんだみたいなのです」

　階段は大きなカーブを描えがき、城の中央方面へ流れているようだった。

　ちょうど、宝物庫の真下あたりだろうか──行く手に光が見え、それはすぐに大きくなった。扉のない出入り口を抜け、大きく開けたホールに出る。

　地下とは思えない空間を、子供の笑い声が満たしていた。

「兄様、土が……！」

「ああ」

　まばゆいばかりの光。地下で、しかも夜だというのに、まるで真昼のようだ。

　土の地面があり、草も生えている。

　かと思えば暖だん炉ろがあり、揺ゆり椅い子すが置いてある。

　かと思えば池があり、たくさんの魚ぎよ影えいが見える。

　かと思えば天てん蓋がいつきのベッドがあり、人形やぬいぐるみが群れている。

　節操のなさすぎるパラダイスが、広大な室内にひしめいていた。

　ルーイとしても、さすがに予想外である──いささか、階段が長すぎるとは思っていたが。おそらく宝物庫の倍以上の面積。五十メートル四方はあろうかというほどだ。

　そこに子供がいる。

　十人ほどがめいめいに散らばり、自由気ままに遊んでいる。

　むせ返るような魔力濃度の中で。突とつ然ぜん現れたルーイたちに、何の関心も示さないまま。

「あっ……あの子は！」

　ミレーナが声をあげ、駆けだした。

　服がぬれるのも構わずに、小川で水遊びをしている少女がいる。

　笑え顔がおだった。しかしはっきりと普通ではない。両方の黒目が異様なほど小さく、熱に浮うかされたようにとろけている。

　今朝、いなくなったと噂うわさされていた女の子と、特とく徴ちようが合がつ致ちするのだろう。

「こ、こんなところで、何してるのですか!?」

「えー？　おねえちゃんだれ？　いっしょにあそぶ？　あそぼうよー！」

「何言ってるのです！　早く帰りましょう、お母さんやお父さんが心配してるのです！」

「かえるー？　やだあ。ここ楽しいし。あそんでないと、さびしいって言うから」

　誰がだ？　とルーイは話に割って入った。

「誰が言ったんだ？　さびしいって」

「おにいちゃんもだれ？　怒おこってる？　怒っちゃやだあ、いっしょにあそぼー」

「正気に戻れ！　誰がおまえたちにさびしいって言ったんだ!?　教えてくれ！」

　広場の奥から、子供たちのものではない笑い声が響ひびく。

　小川から上がってきた女の子も、近くでボール遊びをしている男の子も、ベッドでおままごとをしているらしい子供たちも、まったく反応しなかったが──

　のそりと現れた大きな人ひと影かげは、太ったあごをたぷたぷとさすった。

「いけませんねえ、そんな大声を出しては。非常識ですよ。子供たちが怯おびえてしまうでしょう？」

「ホボルソン……やけに落ち着いてるじゃねーか」

「いえいえ、驚おどろいていますよ。こんなに早くいらっしゃるとは、思いもしませんでした」

　相手の時間が足りる前に、ここまでたどり着けたということか。

　にやりとほくそ笑み、ルーイは歩を進めた。

　積み木の城のそばに立つホボルソンと、間合いをはかって対たい峙じする。

「来ることはわかってた、みたいな言いぐさだな？　そのわりに何の備えもなしかよ」

「備え？　あなたごときに備える必要など、あるわけないでしょう？　こんな──」

　ゆったりした礼服の懐ふところから、ホボルソンがリエリスの女神像を取り出した。

「こんな、女神像に付着させた法術力をたどるなんていう、子供だましの手段しかとれないお方を相手に」

「たどられてんじゃねーかばっちり」

「あえて消さずにおいたのですよ。それなのに、あなたはまんまとここまで──」

「あーあーうるせうるせ。もういいもういい」

　お兄さんあそぼー、とまとわりついてくる不気味な目の子供たちをミレーナのほうへ追いやり、ルーイはペッと唾だ棄きした。

「ごちゃごちゃとアホの能書きを聞くつもりはねえ。おとなしく降参するのか？　しないのか？　三秒で答えろ」

「しないと言ったら？」

「いきなり切り札を使う」

　ベルトから引き抜いた聖魔天アーテイ遺物フアクトを、ルーイは両手でホールドした。

　先端──ブーメラン軸じくの穴の開いているほうを、まっすぐホボルソンに向ける。

　同時に、手の中で法術を発動。その瞬しゆん間かん。

　ただの木材質であるはずの聖魔天アーテイ遺物フアクトが、青く筋走る光に包まれた。

「青ラピ召スラ喚ズリ神術サモン！　邪王イリス触獲奉バインド！」

　集束した光が射出され、ホボルソンを直ちよく撃げきする。

　壁際まで彼を吹き飛ばした光は、またたくまに形を変え──

　うじゅうじゅと、得体の知れない粘ねん液えきにまみれた、肉厚な触しよく手しゆを出現させた。

「うお!?　う、うをおおおおおこれはっ!?」

「はっは。一発で余よ裕ゆうゼロになったな、ホボルソン。愉ゆ快かい愉快」

「これは、イ、『イリスの長なが腕うで』!?　召喚か！　貴様ごときが、なぜ一瞬でっ……!?」

「なんでだと思う？　そーれもう一本、二本、三本」

「ぐおおおお！　な、なんとおおおおお！」

　次々と青い光が着ちやく弾だんし、床に、壁に、触手の根を下ろす。

　全身を縛いましめられたホボルソンの手が、女神像を取り落とし──

　途と端たんに、空気が一変した。

　遊び呆ほうけていた子供たちの目が元に戻り、きょろきょろとあたりを見回す。

「あ……あれ？　あたし、な、なんで……え、なんで服びしょびしょ……？」

「！　兄様、子供たちが正気に！」

「ここ、どこ──っひ、ひゃあああ!?　なにあれ!?　なんかきもちわるいのいるうー！」

　うわあああん、と途端に泣き出す子供たちを、ルーイはベッドや砂場から追い立てた。

　さすがに、今のホボルソンを見て、近づこうとする子はいないだろうが。触手の射しや程てい距きよ離りに入ってしまうと、全自動で捕とらえられる可能性がある。

「いいかー、よく聞けガキども！　ここは城の地下だから！　このおねーさんのまわりに集まれ、そんで言うことよく聞け！　いいなー！」

「は、はわ、あの、兄様」

「ミレーナ、全員まとめて上に連れてけ。兵隊にあずけて、下には絶対おりてくるなって伝えるんだ。このままセリス師し匠しようを待つ」

「このまま、って。じゃあ、宰さい相しよう様──いえ、ホボルソ──宰相は、えと、もう？」

　ああ、とルーイはホボルソンに目を戻もどした。

　太った体に幾いく重えにも触手が巻きつき、腕を、足を、ぎっちりと締しめ上げている。

　ぬるぬるねばねばした粘液と、ハゲオヤジ。

　あまり注視したくない取り合わせではあるが。

「いっちょあがり、ってやつだ。こんな前座程度の魔族なんかに、時間かけてられるかよ。イリスの長腕は魔族の力でも引きちぎれないから、安心しろ」

「そうなのですか……。え」

　わらわらと子供たちにまとわりつかれたまま、ミレーナは両目をまたたいた。

　次いでルーイを見、またホボルソンを眺ながめ、触手にはわわと顔を覆おおって──

「っえー!?　ま、魔族……魔族なのですか!?　宰相様、宰相は!?」

「もう宰相様でいいんじゃないかな……それとも、魔族としての名前でも聞くか？」

「そ、そんな……どうして……!?」

　いろいろな意味が詰つまっているに違ちがいない『どうして』は、ホボルソンにも向けられていただろう。

　しかし、ホボルソンは答えない。

　ただその太った口元に、じわじわと笑みを広げるばかりだった。
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　セリス・フォレストランナーは、夜の原っぱに身を起こした。

　眠ねむっていたわけではないが、ひとつ大きくのびをする。

　街から持ってきた詩集を読んでいた。【精せい霊れい払ばらい】をかけている場所では、ひまつぶしに精霊通信ウイスパードを聞けないのだ。

　いたずら半分に街かい道どうまで歩き、道のまんなかに本を立てて置く。

　魔ま術じゆつはあまり得意ではないが、セリスは『遠見』で視力を強化した。

　遠く月夜にシルエットを浮かばせる、アラル公国首都の防ぼう壁へき。先日、自分で開けてきた大きな穴から、夜の城を眺める。

　城門を守る火が、慌あわただしく揺れているように見えた。

「んー……そろそろかしらね。行きますか」

　できの悪い弟で子しが、奮ふん闘とうをはじめたころだろう。

　大だい丈じよう夫ぶだとは思うものの、敵の逃にげ道まで断っていると危ない。

　それよりなにより、早く行かなければ、自分の儲もうけがないかもしれない。

「まぁ最悪、女め神がみ像さえ手に入れば──」

「よう」

　背後からの声。

　セリスは数年ぶりに、魂たましいが凍こおる思いを味わった。

　気づかなかった──何の気もない、普ふ通つうの声が聞こえる距きよ離りまで。場合によっては、もっと接近されていたかもしれない。

　奥歯を嚙かみしめ、ゆっくりと振ふり返る。

　月光を浴びて、人影がふたつ立っていた。

　男と、少女。男は自分より若いようにも、ずいぶん上なようにも見える。

　よれよれのシャツにジャージ、肩かたに巻きつけたストール。つっかけた安物サンダルが、状じよう況きよう的てきに死ぬほど不気味だ。

　少女のほうは、人間ではない。男の影かげの中に控ひかえるように、ただ在る。

　知らない相手では、なかった。

「久しぶりね……なにしてんの？　ヒキニートが、こんな西の果てで」

「常識知らずがおイタをしてるって、小耳に挟はさんだからよー。お小こ遣づかいもらいにきた」

「甲か斐い性しようなしがよく言うじゃない。まずはバイトからはじめたら？」

　言いながら、身体からだの正面を男に向ける。斜はすに構えてあしらえる手合いではない。

　この【光こう陰いんの魔術士】、ロゼルス・オーリーだけは。

「せこせこ小金稼かせぐってのが、どうにも性しように合わねーんでな。やっぱ男なら、ドカンと一発狙ねらってなんぼだろ？」

「銅貨バカにしたら泣きを見るわよ？　お金は愛さないと手に入らないの」

「含がん蓄ちくあんなー……貯ためこんでんだろ、姐あねさん？　かかった賞金とどっちが多い？」

「賞金の三倍くらいはあるかな」

「マジでっ!?　どーやったらそんなに儲けれんだ!?」

「そりゃー……決まってるじゃない」

　じり、とセリスのかかとが鳴る。

　正直言って、苦手な相手だった。

　自分と価値観が合うクセに、違う方向を向いている。やりづらいが、嚙み合うこともまずない。そのはずだったのに。

　あのバカ弟子め。

「ひとつ、妙みよう技ぎをご教示いただけませんかね？　授業料くらいは払はらうぜ、ニートでもよ」

「本気なの……？　あたしとあんたよ？　じゃれ合う程度でもただじゃすまないわ」

「イル、手ぇ出すなよ」

　承知、とロゼルスに応こたえた少女が、翳かげる無表情に不思議そうな色を混ぜる。

「フェアでは、ないから？　二対一。イルは悪魔だが？」

「ちげーよ。お前が間合いに入ったら、一いち撃げきで蒸発させられるってだけだ」

「……!?」

「離はなれて見てな」

　ジャージのポケットから手を出したロゼルスが、一歩踏ふみ出す──その足が地面に着く前に、

「飛龍万ワイバーン炎閃スパークッ！」

　弾はじける炎が無数に飛散し、炸さく裂れつ音を連れん鎖ささせた。

　舞まい上がる土つち煙けむりにまぎれ、セリスは大きく距離を取る。

　この世で最も接近させてはいけない男がロゼルスである。

　あの位置でやり合うなどとんでもない。どうにか中ちゆう距きよ離り以上を保って、撃うち合いに持ちこまなければ──

　草を踏む音が聞こえたわけでもないので、セリスが左を見たのは本能だろう。

　ストールを風に捲まいたロゼルスの眼めと、振りかぶられた拳こぶしがそこにあった。

「ッチ……！」

　音のない稲いな妻ずまのような一撃を、ギリギリでかわす。

　腰こしの後ろから短剣ダガーを引き抜ぬき、振り払うように薙ないだ。

　当たり前のようによけられた上、まったく距離が開かない。この動きすら、うかつに振ると捕つかまるだろう。

　後ろに跳とびつつ、セリスは思い切って目を閉じる。

「照光咆フルブライト！」

　真昼のような光源が、セリスの正面で爆ばく発はつした。

　すぐに目を開き、なおも地面を蹴けって下がる。単なる猫ねこだましだが、光量は破格。

　これで視力を奪うばえたなら、一撃当てて逃げよう。読まれていたなら、もう一度──

　セリスの背筋が、再び凍こごえた。

　ロゼルスが止まっていない。

　失敗だったのか。いや、敵の目はきつく閉じられている。

　見えていないのに、加速して追ってきている！

「ぐっ!?」

　腹を狙って打ち抜かれる前蹴りを、両りよう腕うででどうにかブロックした。

　骨がきしんで息が詰まり、数メートルも吹ふき飛ばされる。こんな痛みも久しぶりだ。

　だが、距離ができた。

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

「迅光ラピード」

　集束する赫かく光こうと、膨ぼう張ちようする白光が激げき突とつした。

　響ひびき渡わたる轟ごう音おんが、ビリビリと鼓こ膜まくを貫つらぬく。

　吹き抜ける熱波に押されて、セリスは数歩後ずさった。薙ぎ払われた草原の草がのきなみ倒たおれている。詩集は無事だろうか、などとマヌケなことを考えた。

　熱と光が消え去ったあと。

「あのバカ弟子はよぉ……」

　けほっ、とせきこみつつロゼルスが口を開いた。

　どうやら相手も、それなりに無理していたらしい。主な原因はサンダルだろうか。
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「才能ねぇくせにマジメったらしくて、人の言ったことぜんぶ覚えてたりしやがる。タチわりーよな。誰だれに教わったのか、口だきゃ達者だしよ」

「あんたかミューリーでしょ。それかテルティ」

「なぁ、おい。何を焦あせってんだ？」

　意外な言葉に、セリスは眉まゆをひそめた。

　隙すきを誘さそおうとしているのか──そういう風にも見えないが。

「昨日来たばっかだから、あんまよく知らねーんだけどよ。リエリスの女神像ってな、三百年前の代しろ物ものらしいな？」

「……よく調べたわね」

「歴史学者にゃ、燦さん凱がい帝ていの暴政時代。だが俺らにとっちゃ、魔術銀ミスリルの濫らん造ぞう時代……そんでもって、主神と魔王の召喚ブーム時代だ。金やらの加工しやすい工芸品に魔術銀ミスリルが混ざってりゃ、だいたいろくでもない仕し掛かけがあったもんだぜ」

　まるで見てきたように話をする。燦凱帝時代の人もいい迷めい惑わくだろう。

　しかし、間ま違ちがってはいない。

　あのバカ弟子もきっと、気づいているだろう。

「どのみち過去の遺物だ。値打ちはあるが売れねえ。今さらあんたが欲しがる物でもねーだろ？　何か事情でもあんのかな、って気になってね」

「本音は？」

「儲かりそうなら俺も嚙む」

　そんなことだろうとは思っていたが。

「あとよ。まぁ……あいつは無む茶ちやすっからな、あんたのことだと」

「っさいわね……」

「手ぇはなすにゃ早すぎんだよ。度胸と根こん性じようと行動力しかねえ。逆にみっつそろっちまってるから、死ねる場所までは行きやがる。憐あわれすぎるぜ。ほんと才能ねーのによ……」

「あたしは！……才能がないとは思わないわ。実際、あの子にしかないものもある」

「ねーよ。誰にでもできるけど誰もやらねーことをやってるだけだ」

「誰もやってないなら立派なもんでしょ！」

「じゃあお前今さら『ふとんがふっとんだ』って言えるか!?」

「うっ!?」

「『カナリヤはかなりヤ』とか、思いついても誰も言わねーよーなこと言えるか!?」

「ううっ!?　なんか根本的に違う気がするけど、言えない！　わかんなくなってきた！」

　アホか、と観戦中の少女が呟つぶやいた気がするが、聞こえなかったことにする。

　ストールを無造作にポケットに突つっこみ、ロゼルスが小さく鼻を鳴らした。

「あいつの師し匠しようは百人だけどな。あんたはそりゃ、特別なんだよ」

「それは……」

「あんたの背を見て生きてる。育ての親なんだろ？　当然のことじゃねーか」

　セリスは奥歯を嚙みしめた。

　そうだ。その通り。師し弟ていである前に。

　だからこそ、どうして──治してやれないのか。

「ともかくだ。金が好きなのもけっこうだが、数少ない弟子にもっと寄り添そってだな」

「あんたが……」

「できるなら身の丈たけに合った生き方を……うん？」

「あんたがやんなさいやああああああ!!」

　爆ばく音おんとともに、セリスの魔力がふくれあがった。

　赤いオーラとして目に見える濃のう度ど、衝しよう撃げき波はすらともなう攻こう撃げき色に、ロゼルスが一歩二歩と後ずさる。

「自分だって弟子のこと放置しといて、よく人にそんなこと言えたわね!?」

「ばっ、うちはほら、無理だし!?　俺とイルが食うだけでカツカツなんだよ！」

「知ってんのよ、法術具ためこんでんでしょ!?　ぜんぶ売ったらいいじゃない！」

「テメエ!?　一個売るたびに、俺がどんだけ身を切る思いしてるかわかってんのか!?」

「売ってんじゃない！」

　売ってます、と再び少女が呟いた気がするが、もはやそれどころではない。

　ビッ、とセリスは中指を立てた。

「あたしはあの城に金かね儲もうけに行くのよ！　邪じや魔まするやつはぶっ飛ばす！」

　ガッ、とロゼルスは親指を下向けた。

「なんか知らねーけど気に入らねー！　金目のもんは俺様のもんだ！」

　昼よりむしろ爽そう快かいな月夜に、どうしようもない爆音が響き渡った。
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　ほっほっほっ、とホボルソンの鷹おう揚ような笑い声が、広々とした地下室に響く。

　ルーイは半眼で小首を傾かしげた。

「何がおかしんだ……？　確かにおまえは今現在、世界一笑える宰さい相しよう殿どのだけど」

「うるさいですね!?　誰のせいですか！……いえ、そうですね。あなたのせいではありません。失礼しました」

「ん？」

「その法術具のせいですね。思い出しましたよ、聖そ魔ん天な遺も物のが放置されていたことを」

　ルーイが手にしているアイテムが、この城の宝物庫にあった物だと気づいたらしい。

　ぎちぎちと、触しよく手しゆの鳴る音が響く中、ホボルソンは顔色も変えずに続けた。

「興味もなかったので捨て置いていましたが、まさか邪じや神しんの召喚補助具だったとは……しかしこのしょっぱい召喚結果は、あなたが使用者という弊へい害がいで？」

「ちげーわ。いくら聖魔天アーテイ遺物フアクトでも、邪神なんぞ召喚できるわけないだろ。こいつは最初から、『イリスの長なが腕うで』を喚よぶために作られたもんなんだよ」

　師匠級の人間が使ったらわからないけどな、とは言わないでおく。

　ホボルソンは、呆あきれたようにため息をついた。

「ろくでもない……人間とは、非常識なことばかり考える生き物ですね」

「おまえが言うな。もっかい言うわ、おまえが言うな」

「そのアイテムのおかげで過か剰じような自信を得てしまったのだとしても、なお解げせません。どうしてルーイさん、私をお疑いに？　変へん化げも演技も完かん璧ぺきだったはず。十年以上続けてたんですから、絶対に完璧なはずですよ」

　うんうん、となにやら自己評価して頷うなずいている。

　十年以上。確かに、人間のふりをし続けているうちに得体の知れない自信が生まれる程度には、長い期間といえるのかもしれない。

「兄様、ずいぶん前から見破ってらしたですけど……」

　すすり泣く子供たちをよしよしとなだめつつ、ミレーナまでもが唇くちびるを尖とがらせた。

「宰相様が黒幕だったことはもちろん、なぜ魔族だとまでわかりましたですか？　いいかげん教えてほしいのです」

「いや……だから、宗教みたいなもんで」

「わかりませんです！」

「んー、あー、だからな？　いい人そうだっただろ、ホボこルいソンつ」

「はいです」

「国のことも、俺らのことも考えてて、とても悪いことしてそうじゃなかっただろ」

「はいです」

「普ふ通つうの集団にいるんなら、まぁ、いい人だなーってだけだけど。でも、この街の権力者には、確実に悪いやつがいるだろ？　その場合、いい人アピールしてるやつから疑うのは当たり前のことで」

　そこです！　とホボルソンが触手の間から腕を出し、ルーイを指さす。

　本当に、捕とらえたものが苦しまない程度にしか締しめつけない触手であるようだ。

「あなた、最初っからそういう態度でしたよね!?　私ドキドキしましたもの、実はお城の他ほかの人間にもバレてるんじゃないかって！」

「テメー何なじんできてんだよ……」

「せっかく妻も子もいない、バリバリの宗教家を選んでなりかわったのに、意味がなくなりますから！　でも城下にバレてる様子はない。悪者とも噂うわさされていない。子供たちの行方ゆくえ不明事件すら、よその誘ゆう拐かい団のしわざとか思われている！　それなのになぜ……この城の中に悪者がいる、確実にいるとわかったのですか？　教えてください本当に」

「……。おいミレーナ、早く子供連れてけ」

　フードのすそ、杖つえの端はし、ぬいデビぐるみドルの足、その他もろもろ。

　およそつかみやすい場所すべてを子供たちにつかまれたミレーナに、階段を示す。

「魔族うんぬんの、どーせ聞く価値もないしょーもない裏話は、俺が一応聞いとくから」

「は、はいです……」

　子供たちを取りまとめ、ミレーナが階段へと消えていった。

　年とし端はもいかない者たちの扱あつかいがうまい。完全に引いん率そつのおねえさんである。

「ルーイさん？　聞いてますか？　私の話を」

「……だから。──ねーんだよ」

「はい？」

　フンと鼻を鳴らして、ルーイは腰こしに手を当てた。

「悪人しか襲おそわねーんだ、セリス師匠は」

「……は？」

「世間じゃ、邪神の生まれ変わりとか、山火事の燃え残りとか、いろいろ言われてるけどな。実際むちゃくちゃな人には違ちがいないし。でも……まっとうな、善良に生きてる人間は狙ねらわない。光の当たる場所で生きてる人から、何かを奪うばったりは絶対にしない」

　今までセリスが行ってきた『悪行』。

　それが確かに良いことではないから、ルーイはセリスを食い止めたい。

　だが、悪行ののちに訪おとずれた結果が、必ずしも『改悪』だったかといえば──

　それは違う。

「この街のあちこちで聞き回ったけど、まぁあんたの演技は完璧だったよ。脱だつ税ぜいやらヤバい色事やら、セコいこともしてなさそうだった。だったら玉に瑕きずはその女め神がみ像で、あんたの正体は魔族、くらいしかないだろ」

「……。ほ……」

「どうしておまえが魔族だってセリス師匠が見破ったのか、俺はむしろ知らない。だから俺は、神様に言われたようなもんなんだよ。こいつは悪いやつだ、って──」

「ほ───っほっほっほっほっほっ！」

　突とつ然ぜんの哄こう笑しように、ルーイは顔をしかめた。

　先ほどから感じる、ホボルソンのこの余よ裕ゆう。

　諦てい念ねんからきているものなのか──それとも。

「参りました！　いやはやまったく！　なんですか、いわば私は師弟の絆きずなに正体を暴あばかれたのですかな!?　傑けつ作さくだ！　さながら英雄譚サーガのラスボスか何かでしょうか！」

「おい……妙みようなこと考えんなよ？　俺が言うのもなんだけど、お前の魔力レベルは高くても中の上だろ。やれて中ボスだ、しかも四天王の中で最初に出てくるパワー系のやつ。断じてラスボス張れる力はない」

「本当にあなたが言うのもなんですね」

「黙だまれ。こんな大がかりなことやってんのも、どうせアレだろ？　いつぞの大戦で神々に倒たおされた、主あるじの悪魔を復活させたいってとこだろ」

　ホボルソンのにやにやした笑いが、心なしか深くなった気がする。

　嫌いやな予感を振ふり切るように、ルーイは言葉を続けた。

「いまだにいやがるんだ、神族にも魔族にも。森神族エルフなんかはもう世の中にこなれて、楽しく暮らしてるってのによ。何百年も前に幽ゆう冥めい界かいに落ちた神々を救うだの、悪魔をよみがえらせるだの……脳みそ化石かっての。せめて人間に迷めい惑わくかけずにやれや！」

「小さいなぁ……」

「あ？」

「小さい、小さい……これほど苦労して悪魔様方では、小さすぎるでしょうよ」

　突とつ如じよ、ホボルソンの腕が伸のびた。

　床ゆかに転がっていたリエリスの女神像をつかみあげ、再びげたげたと哄笑する。

「わからないのですか!?　行方不明から戻もどった子供が、なぜ記き憶おくを失わせられるなどという高等技術の犠ぎ牲せいになっていたか！　私の創つくりあげたこのフィールドが持つ魔力に、なぜたくさんの呼び水こどもを混ぜたか！　わからないのですか！」

「こいつ……!?」

「あのお方は子供と遊びたいのですよ！　普通の魔力では、いけなかったのです」

　兄様！　という声に、ルーイは振り返った。

　ミレーナが戻ってきている──が、明らかに様子がおかしい。

　階段を警けい戒かいし、こちらに背を向けたまま、じりじりと後ずさって近づいてくる。

「ど、どうした？　何かあったのか、ミレーナ!?」

「そ……それが、その……」

　おお、とホボルソンが、恭うやうやしく声を落とした。

「おかえりなさいませ、魔王様」

　ルーイが息を吞のむ。ミレーナが目を見張る。

　小さな足音とともに、階段から少年が姿を現した。

　見覚えが、ある。あの日の広場。ミレーナの反応からしても、間ま違ちがいない。

「おまえ……ジャンか」

「そうだよ」

「おまえが、なに……なん、そう、なのかっ……」

　企くわだてている、のだと思っていた。

　まさかとっくの昔に、召喚が終わっているなどと、予想もしていなかった。

　ごく、と小さくのどが鳴る。

　それを口にすることにすら覚かく悟ごを要しながら、それでもルーイは言った。

「おまえ、魔王……なのか！」

「ちょっとだけな」

「え？」

　ぽりぽりと、どこからしからぬ仕草で、ジャンが頰ほおをかく。

「オレは魔王のちょっとだけのほうだよ。いっぱいのほうは、今もあっちにいる」

「……え……と」

　完全な子供語による説明。混乱するよりほかにない。

「つ、つまり、私の知識が足りなかったのですよ」

　まさかのホボルソンが、ルーイに助け船を出した。

「ルーイさんもお察しの通り、私は長い年月をかけて、リエリスの女神像に力を蓄たくわえました。法術力学的にミスリルを仕込まれた像を利用し、魔宝石に魔力を貯蔵して、魔王様を……魔王ジャオンガラルド様を召喚したのです」

　ジャオンガラルド。

　聞き覚えのある名前に、ルーイは改めて歯がみした。

　幼よう尽じん魔ま王おうとも呼ばれる、強大な力を持った存在だ。子供の姿で、十柱以上の神々を笑いながら鏖おう殺さつしたという伝承が残っている。

　目の前の少年が、その実物だというのか。

「しかし、いけませんでした。普通の魔力ではダメだったのです。ジャオンガラルド様は無む邪じや気きな幼年、子供のにおいがする魔力でお喚びするべきだったのですよ……結果、術そのものには成功したものの、魔王様の御お力ちからを二割程度引きこんだだけで、召しよう喚かん陣じんが閉じてしまいました」

「それで『ちょっとだけ』か……いっぱいのほうがいるあっちってのは、魔界か？」

　うん、とジャンがあっけらかんと頷く。

「呼ばれたから来たけど、なんかよくわかんねー感じだったし。でもスルーするのもアレだったから、どうしよっかなーって思ってたら、体ちぎれちった」

「こ……こんな感じなのか、魔王。いや、ジャオンガラルドだからか。こいつだけか」

「それもわかんねーけど。オレ、他の魔王とあんま遊んだことねーし」

　なんとなくだが、あまりあってほしくはない。

　待てよ、とルーイは背筋にうそ寒いものを感じた。

「おまえ……っホボルソン！　街の中で、ま、魔王を放し飼いにしてやがったのか!!」

　戦せん慄りつする事実に、しかしホボルソンが深い深いため息をつく。

「大変でした……本当に大変でしたよ、それについては」

　頭の後ろで両手を組んだジャンが、けらけらと笑った。

「だってさー、しょーがねーじゃん！　退たい屈くつだったんだもんマジで」

「二割とはいえ、成功した召喚です。お帰りいただくわけにもいきません。ここにこうして特殊なフィールドをつくり、子供が興味を持ちそうなもので満たして、せいいっぱいおもてなししたつもりでしたが……魔王様はこのようにおっしゃって」

「カクレガここで遊ぶのもいいけどさー、ずっとだと飽あきるじゃん！　外のがいっぱいで、みんなで遊べるし！」

「絶対に力を出さないように、どんな生き物も殺さないように、大人に問い詰つめられそうになったら泣いてでもわめいてでも逃にげ出すように……もろもろ言い含ふくめて、お遊びいただいていた次し第だいです」

「超ちようおもしれーの！　人間の子供マジ飽きねー！　わけわかんねーんだもん！」

　開いた口がふさがらず、ルーイとミレーナはただただ立ち尽つくした。

　こちらからすれば、この魔王こそわけがわからない。

「ま。メリットも、ないわけではありませんでした」

　気を取り直したらしく、ホボルソンが続ける。

「無む作さく為いに子供を誘拐し、ここで遊ばせて魔力を変質させる……どうせなら、魔王様に子供を選んでいただいて、気に入った子を遊ばせたほうが召喚に役立つと思いましてね」

「そりゃ……そうかもしれないけど。アホかよ。どんなうっかりでもバレるだろ、パニックになったらどうするつもりだったんだ」

「子供のすること、言うことです。しかしまぁ、覚悟はしておりましたよ。私はたかが一魔族、悪魔ですらありません。闇やみの秩ちつ序じよの信しん奉ぽう者にすぎない……」

　くくく、とホボルソンが低く笑った。うれしくてしかたがないのだろう。

　いわゆる魔族と、魔王・悪魔は違う。

　魔族が下位にある存在だ。神々を信しん仰こうする人間と、立場は同じ。対極に在るのはエルフなどになるだろうが、立ち位置としては皆みな変わらない。

　神父が、神に出会えたようなものだ。

　逆にルーイたちにとって、この状じよう況きようは最悪に近い。

「それでも、召喚に成功した。そして今も、あなたがたにしかバレてはいない……！」

　ホボルソンが両眼を見開いた。

　女神像を握にぎりしめ、さあ、と声こわ高だかに叫さけぶ。

「魔王様！　傲ごう慢まんな神々を誅ちゆうする前祝いです！　人間どもを、血祭りにあげましょう！」

　ルーイは身構えなかった。

　白はく杖じようを胸に抱だくミレーナをかばうように、一歩前に出たとき、気づいたことがある。

　子供たちが、階段をのぼっていったはずだ。

　その階段から、ミレーナと、ジャンだけが姿を現した。

「ミレーナ……子供は？」

「あ……ぶ、無事なのです」

　小声で問いかけたルーイに、ミレーナが答える。

「ジャンくんが、通してくれたのです。また遊ぼう、って言って……様子はおかしかったですけど、でも」

「……ああ」

　うーん、とジャンが首をひねった。

　再びぽりぽりと、指先で頰をかいている。

「あんまり、いいんだけどなぁ……そういうの」

「え？……魔王様？」

「オレさぁ、遊びたいだけなんだよね。楽しく。そんでさぁ、けっこう楽しいしさぁ今」

　ちら、とジャンがミレーナを見やった。

　魔王というより、完全にただの少年の顔だ。

「神とかと戦うのも楽しかったから、そりゃやってたけど。でも、向こうもオレのこと殺そうとしてたし。そーゆーんじゃないじゃん？　もう」

「ま、魔王様、なにを……？」

「つーかさー、アレもホボおルまソンえだろ？　昨日オオカミにミレーナさん襲おそわせたの」

「ええ、もちろん──」

「やめろよなー！　カクレガに連れてく子はオレが誘さそうからって言ったじゃん！　マジでびっくりしたし、ミレーナさん守ったら正体バレちゃうし、どうしようかと思ったよ」

　ホボルソンが両目を何度もまたたく。

　そうする以外に、どうにもしようがない様子だ。

「あれは、しかし、その娘むすめは……ま、魔王様？　人間を、殺さないのですか？」

「いや別に、ケンカしてーならするけど。ケンカ好きだし、楽しいし。こっちのオレはパワーちょっとしかないから、転んだらスゲーいてーし、雰ふん囲い気きで泣いちゃうけどさ」

「ケンカ……パ、パワ、魔王様がエルフ語を……」

「でもミレーナさんとはダメ。絶対ダメ。したくない」

　はわ、とミレーナが驚おどろく。

　ルーイも驚いていた。いったい、どういう冗じよう談だんなのか。

　魔王ジャオンガラルドが、争いを忌き避ひしている。

「ほ……ほ、ほほほほほ！　わかりました！」

　誰だれよりも最高に驚いているだろうホボルソンが、それでも高笑いを響ひびかせた。

「お気に召めしたのですね、その少女を！　さすがお目が高い、かわいらしいですものね！　ならばそちらの男を！　それならいいでしょう!?」

「こいつは……まぁ、えらそーなやつだけど、ダメだよ」

「っな……なぜ、ですかな!?」

「ミレーナさんが悲しくなっちゃうじゃん。同じお師し匠しようさんの弟で子しなんだし」

　人間味が生まれている──わけではない。

　冷静に、ルーイはジャンを観察した。およそ魔王に似つかわしくないことばかり言っている、この快活な少年を。

　倫りん理りにのっとって判断を下している、などということではないのだろう。

　もともと好き嫌いで行動する存在で、そして今、人間を『好き』になりつつある。中でもとりあえず、ミレーナは大好き。

　そういうことに違ちがいない。なにかの根底がひっくり返ってしまった。

（野放しには、できない……！　でも、この状況は。どうする……!?）

　ルーイさん、とホボルソンが呟つぶやいた。

　どこか呆ほうけたような、気力のない声こわ音ねである。

　召喚した魔王のために力を尽つくしていたら、召喚したせいで魔王が穏おん健けん派はになってしまった──当てが外れたどころの騒さわぎではないのだろう。正直、少しだけ同情できる。

「もしも、このまま……あなたがたを帰した場合。このことを黙だまっていて、いただけるということは……？」

「……ないな、それは」

「でしょうねぇ。……ほ、ほほほほ」

　ぶるぶると、女め神がみ像を持つホボルソンの手が震ふるえる。

　それが何の震えであるのか、とっさにはわからなかったが。

「バレたら……と。ルーイさん」

「え？」

「たとえば魔王様が、街の広場で遊んでいる最中、うっかり人間の子供を殺してしまったら。魔王様だとバレてしまったら、いったいどうするつもりだったのか……あなたは、そうおっしゃいましたね？」

　女神像が光を放った。

　赤く、燃えたぎる炎ほのおのような光。強きよう烈れつな熱量が加わっているらしく、金でできた像がぐにゃりと形を崩くずす。

　自分にもダメージがきているだろうに、ホボルソンは震えながら笑った。

「こうするつもりだったに決まっているでしょう!!」

　ホボルソンの腕うでがねじくれ、自らの胴どう体たいに女神像を突つき刺さす。

　赤い光が、同じく赤い血を噴ふき出す体に隠かくれて見えなくなった直後。彼の目が、口が、次いで全身が赤く発光し、メキメキと音を立てて形を変えはじめた。

　礼服が破れ、四し肢しが大きく脈打ち、毛むくじゃらになった肉体がどんどんと肥大化してゆく。イリスの触しよく手しゆをも吞のみこみ、同化し、禍まが々まがしい魔力のかたまりとなって。

　まずい、とルーイは敵の意図を理解した。

　こんな手があって、ここまでするやつだとは。

「甘く見ていました。人間を！　社会を！　まさか魔王様までほだされてしまうとは！　すべて私の失態です。償つぐないをしなければ……」

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ──」

「この身でもって！」

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

　渾こん身しんの力をこめて放った魔術は、しかし鋭するどく動いた触手にあっさりと弾はじかれる。

　ひゅう、と地下に風が吹ふいた。

　触手の生えた肉にく塊かいとなったホボルソンが、破われ鐘がねのような声で叫ぶ。

「いでよ、魔王ジャオンガラルド!!　開け魔門、紡つむげ召喚陣よッ！」

　地鳴りのような音とともに、ホボルソンの背後に魔ま法ほう陣じんが現れた。

　どこに繫つながっているものか、深い闇一色の禍々しい陣。その表面が波打って──

　ジャンの体が、ふわりと宙に浮うく。

「う、うわっ……!?」

「ジャンくん……!?　だめえっ！」

「うわああああああ!?」

　とっさにミレーナが伸のばした手をかすめ、ジャンは魔法陣へと引き寄せられていった。

　途と中ちゆうでホボルソンの体にぶち当たり──そのまま、ずぶりと吞みこまれる。

　言葉を失うミレーナにかわり、ルーイは舌打ちした。

「やばいな……！　ここまでするかよ!?　やっぱ魔族ってのは頭おかしいぜ……！」

「あ、兄様、なにが……なにが起こってるのです!?」

「再召喚だ！　あの野や郎ろう、今度こそ完全に魔王を喚よび出すつもりだ！」

　リエリスの女神像に、ダミーなどと言い訳しながら新たな魔宝石を付加した時点で、気づいてはいた。悪わる巧だくみをあきらめていないのだと。

　しかしまさか、こんなタイミングで。

　足りない魔力を補うために、自らを生贄に捧げて召喚を行う覚かく悟ごだったなどと、読み切れるわけもない。前言撤てつ回かいする必要がある。

　前座どころではなくなってしまった。

『ぶふぅっ……ああ。ああ、いい気分です……！』

　ぼこっ、とホボルソンの顔がジャンと入れかわった。

　醜みにくくふくれた肉体はそのままに、顔だけが少年のそれと化す。声もジャンのものだ。ねちっこい口調だけが、すでに『死んだ』のだろうホボルソンの影かげを残している。

　これほどおぞましい魔物を見るのは、ルーイとしても初めてだった。

『どんどん、どんどんと流れこんできますよ。魔界におわします、ジャオンガラルド様の御お力ちからが……万ばん物ぶつの破は壊かいに極限のよろこびを見み出いだす、闇の寵ちよう児じの存在が』

「せっかく、他ほかのことにもよろこび見出しはじめてただろうがよ……！　世界平和への近道だったのに、よけいなことばっかしやがって！」

『平和。すばらしい。忌いま々いましくも非常識な神族どもを討うち滅ほろぼしたとき、それは成し遂とげられるでしょう！』

「魔族の都合で迷めい惑わくかけんな！　人間の話を聞けえッ！」

　再びルーイが魔術を放つが、ホボルソンはよけもしなかった。

　触手の粘ねん液えきに覆おおわれた肌はだの上を、赤い光がすべり、弾けて消えたのみである。

「くっ……!?　やばいな、マジでバケモンくさいぞ。ミレーナ、やつの腹を狙ねらえ！」

「はわわ、あ、兄様……！」

「最初に吞みこんだ女神像がカギだ！　あれを吐はき出させれば──」




　──バカのまま死んでも　誰もほめちゃくれねー




　ぞく、と背筋に走るものがあった。

　ロゼルスの言葉。

　なぜ今、ここで思い出す？　迷っているひまなどないはずなのに。

（こんなバケモノっ……ほっとけるわけねえ！）

　ルーイは、胸の前で両手を交差した。

　手首を一度だけ打ち合わせる。

　自分で決めたその意味は、しっかりとわかっているつもりだ。ためらうな。

「──っやるぞ！」

「はい！」

　応こたえたミレーナが、長大な白杖を振ふりかぶった。

「白ピユ攻アフ撃ルス魔トラ法イク！　風ウイ斬ンデ連イウ環イン撫デイ！」

　杖の先せん端たんから、圧縮された空気が放たれる。

　光を帯びたそれは、防ごうとする触手を巻きこみ、ホボルソンの胴体を直ちよく撃げきした。

　斬きれ味鋭い風の刃やいばが連撃となり、何度も痛めつける──が、

『ほほほほほ！　おやめなさい、くすぐったいですよ！』

　今のホボルソンに、効果は薄うすいようだった。まったく大した変へん貌ぼうぶりである。

　現在進行形で召喚がなされているということは、加速度的に強化されてゆくのだろう。

　急がなければ。

「黒クラ崩ンブ壊ルダ魔ーク術ネス、震破烈光デモスクエイクッ！」

　ルーイの放った白光が、肉塊の腹部をわずかに焦こがした。

　直後、慌あわてて身を投げ出した彼の真横を、触手の先端が貫つらぬいてゆく。

　いきなり長さを増したそれは、勢いあまって壁かべを叩たたき、砂場にめりこんでしまった。おやおや、とホボルソンがうめく。

『どうにも使い勝手が……ちょこまかしないでほしいんだけどかな？』

「ふざけんな！　伸びるなら伸びるって言え！」

『やっぱり、扱あつかい慣れたもののほうがしっくりくるよですね』

　違い和わ感かんに、ルーイは眉まゆ根ねを寄せた。

　ホボルソンの声がぶれて聞こえる。しゃべりかたも、まるでミレーナが酔よっぱらってしまったときのようだ。

　あれは、とそのミレーナが硬かたい口調で言った。

「同化が、進んで……!?　ジャンくん！　ジャンくーんっ！」

「無む駄だだろ。生界こつちに来てた二割のほうは、あっというまに吸収されちまっただろうさ」

「っ……ゆ、ゆるせないです。何がどうとか、わからないけど！　ゆるせないのです！」

「ああ、まったくだ」

　ジャオンガラルドだからジャン、などと。それだけでも、まったく胸むなくそ悪い。

　にやにや笑うホボルソンが、カッと大きく口を開いた。

『魔界の熱いやつで、足を焼いてしまいましょう！』

　吐き出された炎の波が、子供たちの遊び場を薙なぎ払はらいながら殺さつ到とうする。

　ルーイは一歩、前へ出た。

　一見して、尋じん常じようではない威い力りよくの攻こう撃げき。効果範囲が広く、よけることも難しい。

　対してこちらの法術は、通用する気配もない。

　持っていた聖魔天アーテイ遺物フアクトを、ルーイは腰こしの後ろに差しこんだ。もはやどれだけイリスの長なが腕うでを喚んでも、相手に吸収されるばかりだろう。

　精神を集中し、右手で印を結ぶ。

（いきなり、ずいぶんな状じよう況きようだけど……当たり前か）

　今やこれは、対魔王戦。

　凡ぼん人じん以下のルーイにできることなど、いくつもあるはずがない。つまり。

　最後の切り札も、最初から切るべきだ。

「──八王光鱗リアクトロード!!」

　バシンッ、となにかを打ちつけたような音が響く。

　同時に炎が消え失うせた。

　ホボルソンの顔が、怪け訝げんそうにゆがむ。おそらく、理解できないのだろう。

　ルーイが無傷で立っていることも。

　彼の目の前に、八色の【光】でできた『翼つばさ』が展開されていることも。

『な……なんですか、それは……？』

「人間はな、子供に情を移しやすいんだよ。ある意味地じ雷らいを踏ふんだんだ、おまえは」

『それは何なんですか、と聞いていますよッ！』

　再びホボルソンが大口を開ける。

　今度は氷が吐き出された。氷結目的ではない。もはや氷の嵐あらしとでもいうべき、つぶてで撃うち殺そうとしている攻撃だ。

　ルーイの『翼』が動いた。

　放射状に開かれた八枚の光の板が、ぐるりと鋭く回転する。

　それは、飛来した氷の弾だん丸がんを、すべてこともなく受け止めた。

『なっ……!?』
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「年とし端はもいかない、弱い子供たちを、好き放題に利用しやがって……」

　ルーイも弱い。法術力的な意味では、子供よりも弱い。

　そう考えるとイライラしてきた。

『ルーイさん、何の小細工ですかあああ!?　あなた病気の、クソ雑魚ざこ人間でしょう！』

「そうだぞ。病気だしクソ雑魚だ。これが小細工ってのもその通りだな。でも……」

『死になさいいいいいい！』

「おまえにこの小細工つばさは落とせねえよ」

　炎も、氷も、ついでに触手も押し寄せてくる。

　しかし、ルーイを狙ったそれらすべてを、回転する光の翼が弾いた。

　炎には、青い翼が。氷には、赤い翼が。

　押し潰つぶそうと迫せまってきた触手は、エッジに触ふれるなり切断された。

　護法術、八王光鱗リアクトロード。

「俺が唯ゆい一いつ、学ばなかった技わざだ」

「風ウイ斬ンデ連イウ環イン撫デイっ！」

　ルーイの背後から、ミレーナが魔法を放つ。

　再び胴どう体たいを直撃するそれに、ホボルソンの表情がわずかながら強こわばった。

『防ぼう御ぎよの技……！　ほほ、なるほどなるほど。法術力に欠けるあまり、神魔四法術にないカテゴリの技能を磨みがいたわけですか。なんと涙なみだぐましい』

「うるせーな。その通りだよ。文句言われたって手加減しねーぞ」

『文句？　私はねぇルーイさん、あなたが嫌きらいじゃなかったんですよ？』

　ぶち、とホボルソンが自らのあごひげを引き抜ぬく。

　軽い吐と息いきで飛ばされたそれらは、一本一本が空中で変質し──身長二メートルを優に超こえる、狼おおかみの獣じゆう人じんとして着地した。

　人狼というにはどこか不格好な、手作り感のある狼男たちだ。

「！　も、森で襲おそってきたモンスターなのですっ……！」

「下がれ、ミレーナ！」

　躍おどりかかってくる狼男が、ルーイに向かって爪つめを振るう。

　ちょっとした短たん剣けんほどもあるそれを、八王光鱗リアクトロードを操あやつって受け止めた。別の一体に回りこまれそうになり、慌てて大きく跳とび退すさる。

　まずいことになってきた。数で勝まされるわけがない。

『ぼはあッ！』

「く……！」

　ホボルソンの口から撃ち出される炎を、ルーイは川辺を転がってかわした。

　右手の印が解け、八王光鱗リアクトロードが消える。チッ、と思わず舌打ちした。

「なんだってんだ!?　魔王を喚びたいのか、狼の親玉なのか！　はっきりしろ！」

『魔王を喚びたい狼の親玉がいたっていいでしょう！』

「いいわけあるか、めんどくせえ！」

『ついでにかりそめの宰さい相しようでもあります。ルーイさん、あなたのその努力！　【病】に負けまいとする姿勢！　人間社会の勉強に努めた私としては、親近感すら覚えます！』

「なに言ってやがる……！　ちっ!?」

　近くまで迫せまっていた狼男の爪が、悪態をつくルーイの頰ほおをかすめる。

　反はん撃げきに繰くり出した法術が至近距きよ離りで直撃し、手下モンスターは吹ふき飛んでいった。ホボルソン本体と違ちがって、こちらには普ふ通つうの対処が通用するようだ。

　しかし、数が多い。ひげが尽つきるまで出てくるのだろうか。

『そんなあなたを嗤わらうのが、これほど楽しいものだとは！』

　ホボルソンは叫さけび続けている。

　誰だれのためかもわからない演説と、流れこむ膨ぼう大だいな力に酔よっているのだろう。

『【病】さえなければ、なんて思ったことはないですか!?　他人の才能をうらやんだことはなーい!?　憎にくんだことすらあっちゃったりするかもですねぇ！』

「るせーな……！」

『どうしようもないハンデを負って、それでもマジメに生きている！　マジメなだけ！　天才に追いつけないさだめのマジメ、普通の人にも追い抜ぬかれるさだめのマジメ！　どうしてあなたに百人もの師し匠しようが教えを授さずけたのか、理解に苦しみますねえ！』

　心底楽しそうな口上が、いい加減うっとうしい。

　しかし、事実だ。

『あなたの無力感はどれほどでしょうか！　封精心症シールドハートとは何なのでしょうか！　すべてまとめて、砂遊びのようにぐちゃぐちゃに──』

「ふざけるな!!」

　甲かん高だかい怒ど声せいに、一いつ瞬しゆん、地下室から音が消えた。

　白はく杖じようを構えたミレーナが、歯を食いしばってホボルソンをにらんでいる。

　狼の群れに押し寄せられ、壁かべ際ぎわまで追いつめられているようだ。

「兄様は……兄様はそんなんじゃない！　そんなんじゃないのです！　なんにも、知らないくせにっ……よくも……！」

『おやおや、かわいらしい……』

「あなたのこと、いい人かもって思ってたけど、間違いです。魔王よりずっとひどい魔族なのです！　今の言葉、絶対に、絶対にゆるさない！」

『なるほどなるほど。あぁ～、ダメですよ皆みなさん。その子は殺しちゃダメ』

　もっとも、と赤い光をくゆらすホボルソンの口が、大きくゆがんだ。

『エッチなことをしちゃうぐらいは、構いませんけどね？』

　吠ほえ猛たける狼男の群れが、ミレーナの小さな身体からだに殺到する──

　ホボルソンは気づいていないらしい。ルーイが一歩も動いていないことに。

　冷静に、機会を逃のがさず、ポケットの中をさぐっていることに。

「デビドルくん！」

　狼男に覆い潰されようとしていたミレーナの声が、高らかに響ひびく。

「解顕バーストッ！」

『キャギャアアアアアアアッ！』

　鉄板を引き裂さくような咆ほう哮こうと同時、狼男の群れが宙に舞まった。

　正確には、下半身と切り離はなされた上半身だけが、高々と跳はね上げられた。

　両目に赫あかい輝かがやきを宿し、縫ぬい物の口を残ざん酷こくにゆがめたデビドルぬいぐるみが、ゾッとするほど鋭えい利りに伸のばした爪そう刃じんを縦じゆう横おう無む尽じんに振るう。

　狼男の肉体がまるで問題にならず、四し分ぶん五ご裂れつに切断されていった。

『なっ……？』

「趣しゆ味み悪わるすぎてびっくりするよな？　師匠の手作りだからよ」

　だが、あっけにとられているホボルソンを、もっと驚おどろかせてやらねばなるまい。

　うろたえる狼男の残党に、ルーイは自ら突とつ進しんした。

　慌てたように薙ぎ払われる腕うでをかわし、ポケットから取り出した丸薬を、通り抜けざま敵の足あし下もとに叩きつける。

　ルーイを追って、狼男が振り向こうとした瞬しゆん間かん。

　その強きよう靱じんな体たい軀くが、床ゆか面めんごと木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。

「緑エメ受ラル動ドト神リツ術キー、包ダイ爆ナマ寝イト美ビユー掛テイ」

　ミューリー直伝の罠わな神術。

　あの底意地の悪いエルフの、まだ丸薬そんなの使わないとできないのぉ？　という嫌いや味みなセリフが聞こえてくるようだ。

　本人ならば、一歩も動かないまま、瞬時にこの部屋一面に仕し掛かけることも可能だろう。

　なお、ネーミングはこれしか許さないと言われた。

（俺にはできないから、ちょこまか立ち回るしかないけど……！　それでも！）

　ホボルソンのもとへ向かおうとするルーイに、数すう匹ひきの狼男が追いすがり──

　真下から突つき上げられた幾いく筋すじもの黒いトゲに、全身を貫つらぬき通される。

「緑エメ受ラル動ドト神リツ術キー……なんだったっけ。なんとかビューティ」

　とりあえずビューティとつけておけば、ミューリーの術は問題ない。

　ホボルソンの口調に、初めて焦あせりがにじんだ。

『おっ……おのれ、オレの眷けん属ぞくをおおおおお!?』

「小細工も効くもんだろ？　力がなくてもな！」

『うるさああああああい！』

　振ふり下ろされた触しよく手しゆをかわし、ルーイは再び八王光鱗リアクトロードを展開する。

　狼男よりはるかに大きくふくれている、ホボルソンの巨きよ体たいに──勢いをつけて、思いきり体当たりした。

「うおおおおおおお！」

『ぐっ、こ、まさかルーイさん、あなた……!?』

「まとめて魔ま界かいに落ちかえりやがれえええええ！」

　魔王を喚よび出す召しよう喚かん陣じんは、ホボルソンの背後にその口を開けている。

　そこに落とすことができれば、召喚が成功しようがどうしようが関係はない。ジャオンガラルドも、ホボルソンも、生界からいなくなって終わりだ。

　八王光鱗リアクトロードは、特とく殊しゆな技術の集大成。

　ルーイの法術力が弱く、攻撃が通用しないことに変わりはない。

　だが、体当たりくらいならできる。おまけに、

「金強化アダマント神法フオース──」

『に、人間が、魔王に手をかけるなどぉ……っ！』

「金ダイ剛ヤモ身ンド弾バレ拳ツト！」

　八枚の翼を展開したまま、メロルディの神法をも発動する。

　脚きやく力りよく、及および腕わん力りよくの増強。ルーイの法術力では、効果は微び々びたるものだ。

　それでも──ズッ、とホボルソンの巨体が動いた。

「落ちろおおおおお！」

『ひ、非常識で……ッが!?』

　ずん、と地面を震ふるわせて、ホボルソンの体が縮みこむ。

　ふくれあがるばかりだった肉にく塊かいが、一回り小さくなったのだ。わけがわからない。だが当然軽くなったらしく、さらに召喚陣へと近づく。

　いける。落とせる。

　ルーイが両足に力をこめた瞬間。

『ばはああっ！』

　ホボルソンから解き放たれた魔力が、猛もう烈れつな圧力でルーイを突き飛ばした。

　よろめいたところに、火か炎えんの追つい撃げき。八王光鱗リアクトロードが自動的に防ぐが──直後。

　相あい討うち覚かく悟ごで薙なぎ払はらわれたのだろう、束ねられた触手がルーイの脇わき腹ばらをとらえた。

　地下室の半分以上を吹き飛ばされ、土の地面で思いきり背中を打つ。

　呼吸できずにいるところに、ホボルソンが再び火炎を吐はきだした。

（やば……っ！）

　身動きがとれない。八王光鱗リアクトロードも消えている。

　死を覚悟したルーイの前に、小さな影かげが立ちはだかった。

『キギャッ！』

　石いし畳だたみの床ゆかを引っぺがし、炎を防いでくれたぬいぐるみ──デビドルに、ルーイはほっとするより早く叫さけんだ。

「も、戻もどれ、デビドル！　俺はいい、ミレーナをっ──」

　甲高い悲鳴に、ルーイは血の気が引くのを感じた。

　ミレーナが触手に搦からめとられている。

　デビドルがすさまじい速度で地を駆かけ、何本もの触手をその手で斬きり飛ばした。しかしミレーナには追いつけないまま、ホボルソンの放った炎えん弾だんに吹き飛ばされる。

　ようやく身を起こしたルーイに、耳みみ障ざわりな笑い声が降りそそいだ。

『ミレーナさん！　やったー、ミレーナさんかわいい、かわいいなぁ！』

「うっ……」

『いっしょに遊ぼう！　オレ、ミレーナさんのこと、もっと知りたいんだ！』

　そうか、とルーイは理解した。

　ホボルソンの体が、先ほどよりさらに小さくなっている。

　近づいているのだ──魔王ジャオンガラルドの体に。召喚陣から流れこむ力の影えい響きようを受け、魔王本来の大きさに変化しているに違いない。

　今はまだ、二メートル以上ある。イリスの長腕も大量に生えたままだ。

　子供のサイズになったとき、召喚が完かん了りようするということだろう。

「くそっ……！」

　両足を踏ふん張り、ルーイは立ち上がろうとした。

　ままならない。脇腹の痛みが強すぎる、骨をやられたどころではないかもしれない。こんなことになるなどと。

　いったいどこで何を間ま違ちがえたのか。

　わかっている。わかっているが、今はそれよりも。

「ミレーナを……はなせっ……！」

『ミレーナさんのおっぱいって、どのくらい大きいの？　オレずっと知りたかったんだ』

「ジャン！　おい、こらあ！」

『美の女神だかなんだかいうのに、よく似てるって思ったんだ！　おっぱいも似てるのかな？　お師匠さんはおっぱいぜんぜんなかったよね！』

　ぐ、とルーイは奥歯を嚙かんだ。

　セリスのことを、知っている──ジャンとしてすごした二割のほうの記憶が、魔王本体に影響しているのだろう。しかし、性格を変化させるには、至っていないらしい。

　ミレーナの身体からだに触手を何本も巻きつかせ、服の中を引っかき回すなど。

　ジャンにはきっと、できなかったはずだ。

『やっぱスッゲーでっけー！　やわらかーい。あれ、この服どうなってんだ？　ぜんぜん外れない……破いちゃえばいっか？』

　ミレーナが悲鳴をこらえたのが、ルーイにはわかった。

　怖こわいに違いない。

　獲え物ものを殺す触手ものではないとわかっていても、ローブは破りとられ、粘ねん液えきが全身を伝っている。相手は遊んでいるのだろう。ミレーナをよろこばせているつもりかもしれない。

　なぜミレーナは、不快さに叫びださないのか？

　懸けん命めいに唇くちびるを嚙み、表情を見られないよう顔を伏ふせる理由など、ないはずなのに。

（俺の、頭にっ……血がのぼらない、ように）

　少しでも不利にならないように、耐たえている。

　助けなければ。

『ゥ、ギッ……』

　小川に落ちていたデビドルが、よろよろと這はい上がってきて、そのまま倒たおれた。

　結局のところぬいぐるみなので、水を吸うと動きが鈍にぶくなる。頭から川に突っこめば、倒れもするだろう。もうあてにはできない。

　ルーイしかいないのだ。

「ミレーナを、はなせえッ!?」

『やだよ。いっしょに遊ぶんだ！』

　ホボルソンの人格も、すでに消え去っているようだった。

　もう、広場で遊んでいた少年でも、それなりに人間社会を勉強して溶けこんでいた宰さい相しようでもない。

　魔王ジャオンガラルドが、顕けん現げんしようとしている。

『おまえもいっしょに遊ぶなら、入れてやらないでもないけど。つまんなそう！』

「うるせー、クソガキ……！　いいぜ、遊んでやろうじゃねーか」

『えー？』

　ルーイは立ち上がった。落ち着け、と自分に言い聞かせる。

　接近するしかない。

　ミレーナだけは救い出す。あの触手からさえ助け出せれば、最悪、走って逃にげることもできるだろう。

　自分をどうするかは、そのあと考える。

　世界をどうするかは、もう考えられないかもしれないが。

「いくぞ──」

「こりゃ～まずいわね」

　全身の痛みも忘れて、ルーイは振り返った。

　目に映る紅ぐ蓮れんに、心が粟あわ立だつ。聞こえる声に、希望だけを感じる。

「間に合わなかったか……本格的に来ようとしてるわね。ジャオンガラルド、ふーん、あの顔。なるほどねぇー。コケにしてくれたもんだわ、まったく」

「師匠……」

「ん。師匠よ」

　立ち尽つくすルーイに、セリス・フォレストランナーは笑った。

　ワインレッドの髪かみと、マントと服を、まんべんなくぷすぷすとコゲさせて。

「よくがんばったわね。何があったか、だいたいわかるわ」

「いや。それは、あの、アレですけど……なんでコゲてるんですか……？」

「あたしのことはどうでもいいけど、あんたのケガとミレーナちゃんが捕つかまってるのは、すっとこどっこい性しよう悪わるクソヒキニートのせいだから。次会ったら後ろから殴なぐっていいわ」

「う、うわー……」

　何があったのか、ルーイにもだいたいわかった。これだからロゼルスのところには行きたくなかったのだ。

　指先で鼻の頭をかきながら、ふむ、とセリスが息をつく。

「今押し返しとかないとダメね……こりゃ覚悟決めるか」

「待ってください。ミレーナを、俺が……なんとしてでも」

「一分」

「！」

「それ以上はあげられない」

　そのひとことだけで、ルーイの頭が切りかわった。

　情念も、後こう悔かいも、諦てい念ねんも、嫉しつ妬とも、なにもかもを心のどこかへと押しやる。

　一分。

　一秒でも越こえたなら、セリスはミレーナごとすべてを終わらせる。

「やります」

「うん」

　セリスの法術力が、やにわに密度を増した。

　長い髪がオーラを帯びて逆立ち、その朱しゆ唇しんから小さく呪じゆ文もんがこぼれる。

　──切りかわったのは、ルーイだけではなかった。

『おまえ……！　セリスだな！　セリス・フォレストランナー！』

　ずいぶん小さくなった魔王ジャオンガラルドが、うれしそうな声で言う。

　サイズはすでに、ルーイより一回り大きい程度だろうか。

　形も、人型に完成しはじめている。両手両足がイリスの長なが腕うでのまま、ミレーナの身体からだを縛いましめている以外は、見覚えのある姿に整ってきていた。

『なんかしてるな!?　きっとすっげーことだ！　オレもいっしょに遊ぶぜー！』

　終始楽しげなジャオンガラルドの、どの言葉が引き金になったのか。

　空中にいくつもの魔ま法ほう陣じんが現れ、灼しやく熱ねつの光こう弾だんを撃うち出してきた。

　迷わずに、ルーイは前へ出る。

「八王光鱗リアクトロードッ！」

　展開した光の翼つばさが、強きよう烈れつな攻こう撃げきを受け止め、弾はじき飛ばした。

　ビリビリと、ルーイの体に直接伝わる手て応ごたえが、痛む脇腹を手ひどく刺し激げきする。せきこみそうになるのをどうにかこらえた。おそらく血を吐いただろうから。

　足を止めるいとますら、もうない。

『はあー？　何すんだよ！　やっぱあんたも遊ぶの？』

「さっきから、そう言ってるだろ……！」

『えー。いいけど。そんじゃあ、とっておきのやつだ！』

　魔王の眉み間けんに、青い光が灯ともった。

　それはみるみるうちに輝かがやきを増し、大気を巻きこんで震わせはじめる。

　空間に稲いな妻ずまが走り、ミレーナが息を吞のんで顔を背そむけた。明らかに生半可な力ではない。無む抵てい抗こうでくらったなら、骨すら残りはしないだろう。

　つまり、自分が止められなければ、後ろにいるセリスにも影響するかもしれない。

（……神しん魔ま四法術には）

　歩みをゆるめず、ルーイは基本を念唱した。

　精神法則、その表裏、八種の技わざに防ぼう御ぎよはない。

　向かってきた法術に自分の力をぶつけ、相そう殺さいさせるだけがそれに値あたいする。あとは結界などの、準備が必要なものばかりだ。

　法術力の押し合いで、ルーイが勝てる相手などいない。

　だから理論と技術を磨みがいた。

（ロゼルス師匠の裏魔術には、メロルディ師匠の表神法が効果的だし……ミューリー師匠の裏神術は、ミレーナの表魔法で防ぐと効率がいい）

　力に、ただ力をぶつけるだけではない。常に対たい抗こう力を考え、力の流れを編み、最も有利に立ち回れるものを瞬しゆん時じに展開できるように。

　白、赤、紫、黒、青、緑、金、銀。

　八種の法術に通じる技術を、百の師匠に学び、実じつ践せんし続けた。

　その結果生まれた光の翼は、ルーイの力の象しよう徴ちようではない。

　極限まで無む駄だを省いた末にある、法則性の顕現なのだ。

『いっくぞぉーッ！』

　魔王の青い光が弾け、極ごく太ぶとの烈波が放たれた。

　ルーイの八王光鱗リアクトロードと、真っ正面から激げき突とつする。

「ぐ……ッあ……!?」

　歯を食いしばろうとしても、できなかった。

　途と切ぎれることのない力の奔ほん流りゆうが、ルーイの翼を引きはがしてゆく。

　魔王の笑い声が聞こえた気がした。自分を嗤わらう、すべての者の声に聞こえた。

　だから、

「っは……は、ははははははっ！」

　笑い返して、ルーイは両手を突つき出した。

　負ける気がしない──負けるはずがない。宗教のようなものである。

　セリスに、やりますと言った。

　セリスは、うんと言った。

　できないはずなど、ありはしないのだ！

「おおおらああああああああああッ!!」

　八王光鱗リアクトロードが回転し、とっておきらしい青光を弾き散らした。

　きっと驚きよう愕がくしているのだろう──あるいは、意外な事態にスゲーと笑っているのだろうか──魔王の顔を見もせずに、ルーイはただ肉にく迫はくした。八王光鱗リアクトロードをさらに回転させる。

　魔王本体を攻撃しても、意味はない。通用しない。

　だが。

『あっ』

　イリスの長腕を八王光鱗リアクトロードで切り裂さき、ミレーナを抱かかえて引きはがすことならできる。

　甲かん高だかい声が今度こそ驚愕したように、なにごとかわめくのが聞こえたが。

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ」

　耳慣れた、その声。

　ミレーナを抱だいたまま後ろへよろめいたルーイの肩かたを、そっと受け止める手のひら。

　振ふり向こうとした彼の肩越ごしに、背後からまっすぐに伸のばされる腕。

　今のルーイに認にん識しきできる世界は、それですべてだった。

「闇ヴリ龍トラ轟ヴオ焰ルケ閃ーノ!!」

　闇やみの尾おを引いた焰ほのおが、目の前の魔王を穿うがち抜ぬく。

　それは開いたままの召しよう喚かん陣じんを貫つらぬき、はるか彼方かなたに飛び去って──

　刹せつ那なののち、大だい爆ばく発はつを起こした。

　荒あれ狂くるう炎ほのおに、魔王の肉体が砕くだかれる。

　地下室の壁かべは崩くずれ、天てん井じように亀き裂れつが走り、轟ごう音おんの中すべてが壊こわれはじめた。

「ぐっ……！　し、師匠……」

「なにやってんの!?　根こん性じよう見せなさいよ！」

　爆ばく圧あつに吹ふき飛ばされ、地面に転がっていたルーイの脇わき腹ばらを、セリスが蹴けり上げる。

　激痛に声も出ない彼のそばで、同じくセリスに蹴られたデビドルがフルパワーで復活した。ぬいぐるみといっしょの扱あつかいにはしないでもらいたいものだが。

「ここまできて死ぬとかナシよ!?　絶対ナシだからね！　逃げるよこのバカ弟で子しども！」

　セリスがミレーナを、デビドルがルーイを担かつぎ上げる。

　崩ほう壊かいしてゆく地下室を脱だつし、彼らは地上へとひた走った。







　終章[image: ]師の背を想いて







　聞き取れるかどうかも定さだかでない精霊通信ウイスパードより、やはり紙の新聞に限る。

　アラル公国首都城崩壊の記事を読み終え、ロゼルスはフンと鼻を鳴らした。

　ガラクタに占せん拠きよされて窮きゆう屈くつなベッドで横になったまま、新聞を適当に放ほうり投げる。イルヒルヘイスに当たってしまったらしく、あう、と珍めずらしい声が聞こえた。

「ロゼルス……物は投げない」

「そうだな」

「イルの言う通り、おもしろい記事だった？」

「はん。バカ弟子が相変わらずバカだった、ってだけじゃねーか」

　枕まくら元もとのコップを手て探さぐりでさがし当て、ロゼルスは上手にストローをくわえる。ただの水だが、今はなによりもうまい。

　記事に大きく書かれていたのは、セリスとホボルソンの名前だった。

　公国の大黒柱だった宰さい相しようが、魔族になりかわられていたこと。公こう爵しやくの長なが患わずらいもそのためだったが、賞金首のセリスとかち合い、魔族が敗れたこと。

　少なくとも、大陸中央部最大のメディアには、ルーイの名など記されてもいなかった。

「俺の言った通りじゃねーか。度胸で突っ走って根性で居直って行動力で押し切ろうとすんだ。しかも今回は憐あわれですらねーよ。アホらし」

「ロゼルス」

「ぐっ!?」

　胸の上に乗ってきたイルヒルヘイスに、思わずのどから声がもれる。

　脂あぶら汗あせをこらえるロゼルスに、悪魔少女はポーカーフェイスを近づけた。

「ロゼルスがセリスを足止めしなければ、ルーイがケガすることもなかった」

「ふ……ん、そうかね。俺にはそうは思えねーな」

「どうして」

「バカ弟子だから」

「ロゼルス」

「っ身み動じろぎすんな！　だからよぉ、ホボルソンとかいうアホがジョーカー切ったときに、絶対勝てねーの見切って逃にげなきゃならなかったんだよバカ弟子は！　それをしなかった時点で、もう死んでんだ。生き残ったとしてもたまたまなんだよ、それは」

　ふむ、とイルヒルヘイスが考えこむ。

　再び水を飲むロゼルスの前まえ髪がみを、額に張りつかないよう指先で分けながら、

「だからおれはわるくない、と言ってる？」

「少なくとも、バカに恨うらまれる筋合いはない」

「あるのは？」

「今度セリスに会ったら殺されるかもしんねー」

「体の前半分焦こがされた程度ですんで、よかったね」

「くそが……とりあえず、次はサンダルやめとくわ……」

　いまだ起き上がれない切なさを紛まぎらすべく、イルヒルヘイスのほっぺたをいじる。

　されるがままになりながら、彼女は小首を傾かしげた。

「ロゼルスは……ホボルソンを止める気、なかった？」

「あったわけねーだろそんなもん」

「なぜ？　人間には迷めい惑わくな存在のはず。機会があれば、イルが殺そうかと思ってた」

「ダメだぞ、そんなことしたら。金のにおいがしない厄やつ介かいごとには手ぇ出すなよ」

「出さない。……つまり、セリスと引き分け、もといサンダル差で負けた段階で、今回の件からお金のにおいが消えた？」

「そーゆーこった。無駄なことはしねーの」

「なら、新たな疑問」

　頰ほおをいじくるロゼルスの手に、イルヒルヘイスが自分から顔をすり寄せる。

「お金のにおいが消えたあと、それでもセリスのあとを追って、アラルのお城に忍しのびこんだのは……聖魔天こ遺物れを手に入れるため？」

　不格好なＬ字形をした、邪じや神しん召しよう喚かん補助術具。

　枕元に置いたそれを横目で見やり、ロゼルスはにぃっと笑った。

「そーだよ。うまくいったろ？　ま、一攫五千金ってとこだな！」

「リスクに合わない。あと少しで生き埋うめになっていた」

「んなこたねーよ。そう見えたか？」

「見えた。ルーイたちの安否を気き遣づかいつつ、ギリギリで手助けせずにすんだ。ように見えた。あれは無駄とは違ちがう？」

「イルもまだまだ、修しゆ行ぎようが足りねーな」

　ギシ、とベッドをきしませて身を起こす。

　胸の辺りにきてしまうイルヒルヘイスの頭を、ロゼルスはそっとなでた。

「あんな程度の魔ま王おうじゃ、セリスが勝つに決まってんだ。タイマン挑いどんだのも茶ちや目めっ気だよ、茶目っ気。勝てりゃそりゃよかったけど、大金貨五千枚だぜ？　ちょっとした豪ごう邸ていにでも引っ越こして、遊んで暮らしちまうか」

「ロゼルス。……本当にそれだけ？」

「……。ちっと、楽しかったろ？」

　うん、とイルヒルヘイスが微笑ほほえんだ。

「それによ」

　ロゼルスも笑う。未来を予見したように。

　口元が多少ひきつれるが、それも思ったほど悪くはない。

「魔術士、魔法使い、神術士、神法使い……表向きだけでも仲よくしてる、今のほうがおかしいと思わねーか？　平和ってのはよ、平和じゃつくれねーんだよ」

「どういう意味？」

「案外セリスも、ホボルソンを……いや、ちげーな。魔王を倒したくって、あの国に目ぇつけたのかもなーってな。もしそうだとしたら、まだまだ暴れるだろうよ」

　生界の裏で飽あくなき闘とう争そうを続ける、神々と魔王。

　どちらかといえば闇の側に属する魔法使いが、躊ちゆう躇ちよなく魔王を撃うち抜いた。

　ロゼルスの口元に笑えみが浮かぶ。自分なら、あの魔王をどう料理しただろうか。

「平和ってな、戦い続けることでしかつくられねーもんだ」

「ロゼルス……カッコいい。よくはわからないけど」

「だろ？　惚ほれ直したか？」

「大好き」

　ぶつかるように抱だきつかれ、ロゼルスは照れと悲鳴を同時にこらえた。

　次に弟子が訪ねてきたときは、茶の一いつ杯ぱいなりとおごってやるべきか。
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　ルーイは空を眺ながめていた。

　青さが目に染しみ渡わたるほど、眺めていた。

「いったい、何を得たってんだ、俺は……」

　アラル公国の首都から離はなれること、わずか三分。

　道みち端ばたに座りこんでため息をつき、ときおり蒼そう穹きゆうを眺めているルーイである。

　こんな気分で空に見下ろされるのも、いつぶりのことだろうか。

「藪やぶをつついて蛇へび出して、しかもその蛇にこてんぱんにされた……師し匠しようが来てくれなかったら、生き残れてた確率、ないよな」

　それどころの話ではない。

　ミレーナが生き延びた確率すら、果たしてどれほどのものか。

　あの危機の責任は、すべて自分にある。相手の力を見誤った。

　最悪なことには、誤算に気づいたあとも、一時撤てつ退たいという選せん択たく肢しを選ばなかった──

（いや。あのときにはもう、選べなくなってた……逃げてたら、確実に二ふた桁けた以上の死者が出てただろうし）




　──諸もろ刃はの剣つるぎの片かた刃ばを潰つぶすんだよ　それで誰だれかが損をしたとしてもな




　ロゼルスの『講義』が脳のう裏りによみがえり、頭を抱かかえて目線を地に落とす。

　こうなることが、師にはわかっていたのだろうか。

　あの場面、ホボルソンが己おのれを贄にえに捧ささげた時点で城から逃げ出し、結果魔王が復活して、数え切れないほどの死者が出たとしても。それでも態勢を整えて──この場合、セリスとロゼルスという素す手でで神を殴なぐれそうな二人をそろえて、正面からぶつかるべきだったのだと。そうすればルーイもミレーナも、よけいなリスクを冒おかさずにすんだと。

　ロゼルスの教えは、そう言っている。

（アラルの国民は……ホボルソンの正体に気づかず、いわば能天気に暮らしてた。あのままほうっておけば、いずれジャオンガラルドが召しよう喚かんされた可能性は高いし。ロゼルス師匠に言わせりゃ、誰が何人死んでも当然の報むくい……国の危き機きに気づかないやつらがバカ。セリス師匠が壁かべぶっ壊こわしたことすら、別に問題ないとか言い出すんだろうな……）

　正しい。この世界では、それはきっと正しい。

　ルーイには、その覚かく悟ごがなかった。

　きっとロゼルスも、それを責めはしないだろう。結果としてすべてを救えたのだ。

　しかしつまり、あの場面に至った時点で、ルーイとしては負けが決まっていた──人生最大の失敗レベルの大敗北が。

「うぐぐぐぐぐぐぐぐ……！」

　再び天を振ふりあおぐ。青空のひとつも眺めたくなるというものだ。

　なにしろその失敗を、少なくとも一人の師匠に見られた挙げ句、

「またセリス師匠を止められなかったッ……！」

　その師匠にばっちり逃げられてしまったのだから。

　結局のところ、女め神がみ像は消失。記録上は焼しよう失しつとなっている。

　いちばん大きな魔ま宝ほう石せきは、セリスがそのまま丸まる儲もうけ。

　その件だけでも詰つめるつもりだったが、ミレーナの魔法で大ケガを治癒なおしたルーイが床とこに就ついている間に、セリスは姿を消していた。

　ルーイの財さい布ふの中に、一枚の手紙だけを残して。

「……『弟で子しに財産権はない』って……あんた」

　むやみに器用な、自身の似顔絵つきである。もちろん、コインはすべて奪うばわれていた。

　今回の事件の流れを思えば、致いたし方ない支出ではあるものの。

　くやしい。やはりくやしい。盗とられて失敗して逃げられて。

　ここまでくやしいと、いっそ清すが々すがしくすらある！

　ルーイは立ち上がった。うじうじするのは終わりだ。

　様々な権利を弟子から奪ってくれるセリスだが、唯ゆい一いつ奪えないものがある。

「師匠を止める権利だ……！　あきらめない。絶対にあきらめないぞ！」

　拳こぶしを握にぎって意気込むルーイのもとへ、

「兄様ーっ」

　ぱたぱたと、ミレーナが駆かけてきた。

　笑え顔がおである。ぬいぐるみを背負い、白はく杖じようと鍋なべを持って、底そこ抜ぬけの笑顔である。

「お待たせしましたです！　焼きリンゴ買ってきました。最後ですし、食べながら行きましょうです」

「……おまえ」

「？　はいです」

「今回、死にかけたよな？」

　今までの旅でも、それなりに危険な目には遭あった。

　しかし、今回ほどの危機的状じよう況きようは、ルーイの想定外でもあった。

　また同じことになったとしても、再び助けられる自信などない。決意と命を同時に賭かけても、勝算があるとは限らないことを知った。

　二度とそんな思いをさせたくはない。

　そう考えるルーイに、ミレーナは小首を傾げた。

「兄様ほどじゃないのです」

　それはそうかもしれないが。

　もごもごと口ごもるルーイが、その先の言葉を見つけるより早く。

「わたし、大好きなのです」

　鍋のフタを開けたミレーナが、神しん妙みような顔つきで言った。

「お師匠様が」

「……あ、ああ。そうだな。そうだろう……」

「また、お師匠様といっしょに暮らしたいのです。だから、一人でおうちに帰っても、意味ありません。お師匠様の冒ぼう険けんを終わらせて、必ず連れて帰るのです」

　セリスの今までの行いを、軽く冒険ときたものである。

　苦笑するルーイに、ミレーナがわずかに目を伏せた。

「ジャンくんに……」

「ん」

「ジャンくんに、ちゃんとさよならできなかったことが、少し心残りですけど。でも、お見送りはできた、のです。お師匠様のおかげなのです」

「……だな」

「兄様も、お師匠様好きでしょう？」

　答えに詰まった。穿うがった捉とらえ方をしたわけではない。

　ただ、どういう言葉を選んだものか、とっさには見つけられなかった。

「……お……」

「兄様……？」

「俺には……発言権ないからな」

「はう!?　そういえばそうでした……というか、それ、よく考えたらわたしもですよね」

「そうなる。ナメてるな、あの師匠」

「ナメてるのです。ゆるせないのです」

　うん、とお互たがい頷うなずいて、ルーイたちは街かい道どうを歩きはじめた。焼きリンゴを頰ほお張ばって、街に別れを告げながら。

　目指すはもちろん、セリスの行く先。どこに現れるつもりか知らないが。

　今度こそ、必ず止めてやる。

　そしてどこかで暮らすのだ。




　セリス・フォレストランナーに告ぐ。




「また、いっしょに」

　呟つぶやきが聞こえたのではないかと思うが、ミレーナは微笑んだだけで、何も言わなかった。







　あとがき




　こんにちは、神かみ秋あき昌まさ史ふみです。今ではポテトサラダも食べられる、そんないい大人です。

　昔はとても苦手だったんです。給食の「小さいおかず」で出たときとか、どうしても食べられませんでした。一人だけ食器片付けられずに残されるやつ、あの状態でした。

　小学校時代の恩師であるＫ先生は、厳しくもやさしい人だったので、いろんな食べかたの工く夫ふうを教えてくださいました。パンに挟はさんで食べようとか、サラダを一口食べてからハンバーグを食べようとか。なんとありがたい。しかし当時の神秋は、

「なぜそんなパンやハンバーグがまずくなる食いかたをせねばならんのだ？」

　としこたま疑問に思っておりました。ザ・クソガキ。お前が食わんのが悪いんやろが。

　ともあれ。小学校の恩師は、そのＫ先生。中学校ではＳ先生、高校ではＭ先生というように、神秋にも師と呼ぶべき方々がおります。皆みなさんもきっと同様でしょう。

　この本の主人公、ルーイくんにも師し匠しようがいます。

　ただ、やたらといっぱいいます。

　今回のお話に出てきただけでも四人。と、猫ねこ。と、カラス。百分の六です、まだまだたくさんいますお師匠さん。そんでみんなダメ。必ずどっかダメ。まともなのは猫師匠くらい。カラス師匠は微び妙みよう、やつらけっこうなワルだ。だがそこがいい。

　そんなダメダメな師匠どもの中でも、とびっきり大迷めい惑わくなダメさを誇ほこる女、セリスの蛮ばん行こうを食い止めるため、弟子であるルーイが大冒ぼう険けんを繰くり広げる。

　そんな本作です。お楽しみいただけましたでしょうか？

　皆さんのお師匠さんは、どんなタイプでしょう。セリスタイプ？　ロゼルスタイプ？　ミューリーみたいなダメ師匠がいる男性は、なんというか、おうらやましい。メロルディタイプが至近距きよ離りにいる人は、まぁとりあえず全力で逃にげたほうがいいかと。

　そんなこんなで、絶賛お礼タイム。

　イラストを描かいてくださっているhouさん、ありがとうございます！　キャラクターの特とく徴ちようを一発でつかんでいただけて、まことに感かん銘めいいたしました。中でもロゼルスとイルが特に好きです、イルはロゼルスに預けるにはかわいすぎる！　ヒキニート許すまじ。

　毎度お世話になっております担当さん。日ひ頃ごろから支えてくださる友人知人諸氏。そしてご購こう読どくくださった読者の皆様方に、この場を借りて御お礼れい申し上げます。

　またがんばって本を書きますね。

　ではでは。神秋でした。
















カバー・口絵・本文イラスト／hou

カバー・口絵・本文デザイン／青木 武（AO DESIGN）










師し匠しようどもに告つぐ




いいかげん自じ重ちようしてください








神かみ秋あき昌まさ史ふみ
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